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第一話　旅路と研けん鑽さんと









　街かい道どうとともに何ど処こまでも続く草原の上。

　暖かな陽気と、陽ひの光で火ほ照てった身体からだを優やさしく鎮しずめる穏おだやかな風──日と風の恵めぐみを受けて戦そよぐ草原には、思わず眠ねむ気けを誘さそわれてしまいそうな光景が広がっていた。

　しかし今私が立つこの場所には、眠ってしまいそうな穏やかさなど何処にもない。草原に漂ただよう空気はむしろそれとは逆。ぴりぴりと肌はだを突つくような緊きん張ちよう感。だが、むしろこちらの方が心ここ地ち良いと感じてしまうのは──我がことながら、いかがなものかと思う。

　今私の前には、一人の少女が立っている。旅を共にする親友、シェリルだ。

　開けた場所で私達が顔を向かい合わせて立っているのならば、することは一つだけである。

　すなわち──

「あっはぁ！　続き行くよ、スラヴァくぅうううん！」

　手合わせ。これに尽つきる。

　純じゆん粋すい故ゆえの殺意を振ふりまきながら、シェリルは身体全体を余すところ無く使いながら必殺に足りうる一いち撃げきを繰くり出してくる。

　この草原によく似合いそうな白雪のような肌と白銀の髪かみは、見る者から『可か憐れんだ』とか『妖よう精せいのようだ』といった言葉を引き出すだろう。

　だがそれらを振り乱し、躍やく動どうするシェリルはその数々の賛辞を吹ふき飛ばしていく。代わりに人々から出てくる言葉は、もっとおどろおどろしいものだ。

　しかし、今はそんな評価など何も意味をなさない。

　強いか弱いか。どうすれば強くなれるのか。今の私にあるのはそれだけだ。

「あは、あはははっ！」

　心底愉ゆ快かいそうな笑い声と共に繰り出される致ち命めいの連撃を冷静に、かつ最小限の動きでいなし、躱かわしていく。

　普ふ段だんからすれば正気を失っているともとれる今の状態のシェリルだが、こうして一つ一つの攻こう撃げきを捌さばいているとその攻撃自体に雑さはなく、むしろ冷静さすら感じとれるのがなんとも不思議だ。

　とはいえ、それも一つ一つの攻撃のみに焦しよう点てんを合わせた話。防ぼう御ぎよを忘れ、相手の打だ倒とうのみを考えた戦法の組み立てはやはり雑と言わざるを得ないし、冷静であるとも言えない。

「楽しいねっ！　でも、そろそろ攻撃してくれないと飽あきちゃうよぉっ！」

　こうなったシェリルは、相手の打倒のみを考えているかと思えば──こうして、自らがダメージを受けることをもまた楽しんでいる節が見受けられる。

　私達と出会う前のシェリルにとって、祖父であるチェスター以外とのやり取りは全て戦いであった。

　だからこれは──シェリルなりの『会話』なのだろうと思う。ダメージを受けて、相手を傷つけ倒たおしという交こう感かんこそが、彼女のコミュニケーションの全てだったのではないか。戦せん闘とうで昂たかぶるとこうなってしまうのは、昔の名残なごりなのではないかと思う。

　だが、これからはそれでは困る。

　単純に、自らが傷つくことを厭いとわないという戦い方は、大切な友人であり幼い少女であるシェリルにはしてほしくないというのが一つ。

　しかしそれよりも──私をはじめ、アルマやソーニャが友としている今、それらは必要のないものだ。

「踏ふみ込みが深すぎる！　それでは顎あごを抜ぬいてくれと言っているようなものだぞ！」

　だからこそ、私はいつもとは違ちがい、優しさを捨ててシェリルの指導に当たる。こうして厳しくすることで自然と組手も激しいものになり、この状態も引き出しやすくなる。

「……っ」

　張り上げられた私の声に、シェリルの身体が僅わずかに硬こう直ちよくした。戦闘中のものであれば致命的な一いつ瞬しゆんの隙すきだが、それはシェリルが自らの凶きよう暴ぼう性と戦っている故に起きたものだ。……もしかすると、私がしているのは大樹の芽を摘つむような、愚おろかな真ま似ねなのかもしれない。

　だが、大切な存在であるこの少女には──半ば狂きよう気きに似た笑いよりも、穏やかに、しかし心の底から微笑ほほえんでいて貰もらいたい。これは私のわがままだが、私にはそれが間ま違ちがっているとも思えない。

　それに、シェリルも望んでくれているのだ。ひとまずは『ダメージを抑おさえる戦い方を学ぶ』という名目でのことだが、自分の身体を大切にしてくれるというのは、私にとっては非常に嬉うれしいことだ。

「何度言えば分かる！　殺意が先に走り過ぎだ！　そのような攻撃では反撃され放題だぞッ！」

　なれば私が出来ることは一つ。全力をもって指導に当たる。これに尽きる。

　──ガルトによって喫きつした、たった一つの、大きすぎる敗北。

　私達は強くならなければならない。『昏くらい色の結けつ晶しよう』が世界を侵おかすのを防ぐため──それ以上に、私達の武術家としての誇ほこりを守るため。

　だからこそ、シェリルには『奴やつら』のように、殺意に満ち満ちた戦い方はしてほしくない。

　……少しずつシェリルの立ち回りも慎しん重ちようさを手に入れてきている。しかし時折出るこの凶暴性を抑えるには、まだ少し時間がかかりそうだ。

「しぃぃッ！」

　踏み込みと共に放たれた拳こぶし。持てる威い力りよくを鋭えい利りに束ねたつもりだろうが、まだ鈍のろい。

　片方の手で真まっ直すぐ顎を狙ねらう拳を外へと撥はねつつ、ごく僅かな魔ま力りよくを込こめた掌しよう底ていを腹部へと合わせる。

　こちらからはほとんど威力を載のせていない、シェリルの踏み込みを利用する形のカウンターだ。

「お……ぅっ！」

　掌底に載せられた魔力による余よ剰じよう分の威力により、シェリルの身体が浮うき上がる。無防備の所にもろにくらったからだろう、シェリルはそのまま体勢を立ち直せず、緑の海に背中を預けることとなった。

「渾こん身しんの一撃を不用意に放つな！　力を殆ほとんど載せぬ反撃でも効くだろう……これが実戦であれば、終わっていたぞ！　立て、もう一度だ！」

　倒れたばかりのシェリルに𠮟しつ咤たを飛ばす。私がそのようなことを言うとは思わなかったのだろうか、シェリルの顔は驚おどろきに染まっていた。

　一度こうなったシェリルが、このような顔をするのは初めて見たな。それだけ、狂気に振り回されぬ、我が混じる余地が出てきたという事だろうか。

　辛つらく当たるのは心苦しさもないではないが、弟で子しを育てる立場にあった私は慣れている。それよりも、今はこの変化がどう転ぶかの方が重要だ。

「……！　あは、言われなくっても……！」

　そう言って立ち上がるシェリルの顔には、既すでに笑えみが戻もどっていた。僅かに毒が抜けているような気がするのは──私の勘かん違ちがいでないと良いのだが。

　かつてアルマとシェリルが戦った武術大会……あの時のシェリルは、普段の彼女でもない、昂ぶり狂気に染まった状態でもない、何か別の状態であった気がするのだが。願わくは、あのシェリルをもう一度見たいものだな。

　苛か烈れつな……しかし先ほどよりも慎重になった打撃の雨を捌きつつ、私は物思いにふける。……シェリルは惑まどいつつも、己おのが道を歩んでいる。

（私は、どうすれば歩みを進められるのだろうな）

　ふと、そんなことを思うと──一瞬だけ頭によぎったのは、あの禍まが々まがしい血けつ晶しようのことだった。

　今までも、そしてこれからも。修しゆ行ぎように励はげみ強つわ者ものと手合わせを続ければ、確実に、少しずつでも歩んで行ける自信と確信があった。だが、奴……ガルトとの間に開いた距きよ離りは、果てしなく長い。この長い寿じゆ命みようを全て使っても、追いつけるか分からぬほどに。

　ガルトから渡わたされたあの血晶を使えば、おそらくその距離は一瞬で詰つめることが出来るだろう。もしかすると、追い抜いてしまうほどかもしれない。

　……だが、あんなモノに頼たよるのは御ご免めんだ。

　私は、飽くまで自分の足で──または、友と共に、この果てしない道を歩いてゆきたいと思う。ならば、何か他の手段で歩みを速める方法を手に入れなければならないだろう。

（くく……壁かべ、か。何年ぶりだろうなあ、そんなものにぶち当たるのは）

　それを考えるのは──こんな状じよう況きようだというのに、楽しかった。

　やはり、私は馬ば鹿かだなあ。ろくに迷うことすら出来やしない。

（強く、なりたいな。この子達と共に）

　いつだってあるのはそれだけだ。だからこそ、今は歩みを進めているこの小さな親友の手助けをしたいと思っていた。

　そんなことを考えていた最中さなか──シェリルにも変化が生まれる。呼吸を忘れたかのような連撃のうち一つが私の手の前で止まり、翻ひるがえったのだ。

　そして、そちらへと一瞬目を向けた瞬間に、別の方向から拳が迫せまってくる。

「……！　ほう……」

　フェイント──かつてアルマとの一戦でのみ見せた技わざが、今私の目に映る。攻撃一いつ辺ぺん倒とうのシェリルにはない戦術に、思わず心が躍おどる。

　しかし、それはまだ磨みがかれていない原石のような拙つたないものであった。そちらへ意識を向けるがあまり、また踏み込みが深くなってしまっている。

　あの時アルマに見せたものは、私も思わず目を見張るものだったのだがな。

　とはいえ、戦術が深みを増すというのは良いことだ。まあ──まだ少し、粗あらすぎる所が多いようだが。

　拳を避よけるでもなく、私はシェリルの足元に自分の足を置く。シェリルの足はちょうど、地面に根を下ろす所で──逆に言えばまだ宙にある、不確かなものだった。

　体重を預けんとするその足が、地に降りる前に障害物に引っかかったらどうなるか？　答えは単純、足をかけられれば、転ぶだけである。

「あっ」

　間の抜けた声が、思わずといった様子でシェリルから飛び出す。

　足をかけられたシェリルは己おのれが持つ勢いに手を引かれるように前のめりに体勢を崩くずし──

「[image: えだくてん]っ」

　頭が地面に向けて描えがく軌き道どうを邪じや魔まするように飛び出した私の掌底に、意識を押し出された。

　全く、攻撃の質は良いが、防御はまだまだだな。とはいえフェイントをしたというのは、考えを深めた証しよう拠こ。攻撃を繰り出すだけではなく、格上にそれを通すためにはどうすればよいか──というのを考えるようになったのは、良い成長だと思う。

「さて、と」

　草原に倒れこんだシェリルを、優やさしく抱だき起こす。この調子では、もう暫しばらく目は覚めんだろう。

　最近では、気絶させるまでやることが増えた気がするな。もはや慣れた手つきで目を回したシェリルを背中に追うと、私は歩き始める。

　少し離はなれたところではアルマとソーニャが組手をしているのだ。

「こちらは終わったが、どちらか手て空すきか？」

「師匠せんせい！」

「あ、スラヴァくん。と、シェリルちゃんはまた伸のびちゃったんだね」

　そちらへ行くとどうやらアルマ達ももう終わっていたらしく、二人して足を伸ばして草原に座り込んでいた。傷こそないが、どちらも汗あせを浮かべて息を荒らげている。どうやらそれなりに激戦だったようだ。

　……やはり、あの敗北には皆みな思うところがあるようだ。熱の入り方が違う。熱心なのは良いことだ。

「良ければ、どちらか相手をしてくれると助かるのだが──まだ疲つかれているか？」

「ちょっと疲れてるけど、どってことないよ！　それじゃ、私が行こうかな。いいよねえアルマぁ？」

「うぐ……そういう約束だったからな……くそっ」

　このやり取りを見ると、勝ったほうが後に私と──といった取り決めでもしていたのだろうか。

　うむ、うむ。勝ったほうがより多くの手合わせが出来るとは、大変意欲的で素す晴ばらしい。一応、私もこれで二人よりは長いキャリアを持っている。言い方は悪いが、二人も私を格上であると認にん識しきしていることだろう。より強い者との手合わせを賭かけての勝負とは──嗚あ呼あ、私にもこんな修行仲間がいれば、と嫉しつ妬としてしまう。

「ふむ、ソーニャが相手してくれるのか。それではアルマ、シェリルを頼たのむ」

「はい、お任せください」

　シェリルをアルマに預け、少し離れた場所に移動したソーニャの正面へと歩んでいく。

　腕うでをぐるりと一回しし、体の具合を確かめる。うむ、好調である。シェリルとの戦いはちょうど良く身体を温めていたようだ。

　私との手合わせを景品とさえ思ってくれているのだ、これは是ぜ非ひとも素晴らしい試合にしてやらねばならんな。

「よし、では行くぞソーニャ」

「えへへ、うん……！」

　……まあなにか、私が思う意外の思おも惑わくもありそうだなとは思ったが……今はそれよりも組手のことを考えよう。

　ソーニャとの組手は、非常に有意義なものだ。『薫くゆり身み』は仕組みを知っている今でも非常に強力なもので、力の差に頼らぬ正せい攻こう法ほうでの攻略は未いまだに私を悩なやませる。今のところ有用なのはソーニャが処理しきれぬ連れん携けい攻こう撃げきなのだが、当然一度見せれば向こうもそれを警けい戒かいしてくる。すると私は新たな連携を考える必要があるわけで──これが、素晴らしい訓練になるのだ。

　仲間と切せつ磋さ琢たく磨ますることのなんと素晴らしきことか。……やはり私は、何があろうともあの血晶だけは使えないと思う。

　こうして積み重ねてきたものを、この子達との、そして今まで出会ってきた人々との道のりを否定するのだけは絶対に御免だ。

「いざ尋じん常じように」

「勝負！」

　武に身を捧ささげて百と余年──エルフでやり直す武者修行は、まだまだ私に多くのことを教えてくれそうだ。








第二話　新天地を目指して









「腕を上げたな、ソーニャ」

「薫身を破られたらハイおしまい、じゃ悔くやしいからね……まだまだスラヴァくんには勝てそうもないけど」

　組手を終え、ソーニャと言葉を交かわしながら歩く。

　身体からだ中に傷をこさえた私とソーニャ、という図は、そのまま組手の激しさを物語っていた。

　ソーニャと組手をするとき、私は身体の強化をちょうどソーニャと吊つり合う程度に調整する。そうすると、薫身を破るには力や速度以外の何かが……相手の裏をかく連携や、新手が必要になってくる。薫身に頼らずとも高い反応速度を持つソーニャを力押し以外で破らんとするのは、難問を解いているようで非常に楽しいのだ。

　現状で有効なのは、こちらも『風樹』を使うというものだろうか。風の膜まくを纏まとえば、ソーニャの薫身から筋肉を隠かくすことが出来る。これはソーニャのみを狙ねらった対策だが、風樹を維い持じしたまま激しい戦せん闘とうをするというのは集中力が要求される。これがなかなか、良い頭の運動になるのだ。

　……うむ、なんだかボケ対策をする老人のようなことを言ってしまったが、ともかく。頭が悪い私にとっては、頭の回転を速めるための訓練というのは非常に有意義なのである。

「終わったのですね、師匠」

　そんなことを話しながら、ソーニャと共に少し離れた場所にいたアルマの場所へと戻もどると、膝ひざにシェリルを寝ねかせたアルマが声をかけてきた。

　……心なしか機き嫌げんが悪そうというか、ふてくされている節があるが、それほど私と手合わせをしたかったのだろうか。とはいっても、雰ふん囲い気きの変化はごく僅わずかだ。気のせいということにして、話を先へ進めてしまおう。

「ああ、流石さすがに疲れた。シェリルは……まだ寝ているのか」

「ええ、よく寝ているようです。ああなってしまうとこれくらいしなければ収まりませんからね。仕方ないでしょう」

　時折きゅう、と喉のどを鳴らすシェリルに微笑ほほえみを向けてから、私はアルマの向かいに座り込んだ。もうじき日が落ち始める。シェリルも目覚めていないのでは、ここいらで野営の準備をしたほうが良いかもしれんな。

　アルマと私と三角形を作るようにソーニャが腰こしを下ろしたのを見て、私は一息つく。

　体力も回復してきたことだし、傷を治しておこう。私はともかく、ソーニャに傷が残ってしまっては事だ。

「ん……ありがとう、スラヴァ君」

　まあ武術家にとっては傷も勲くん章しようのうち──という考えもあるが、シジマ流はあまりそういう考えを良しとしていない。一応名目上は護身のための技術だ。傷など無い方がいいに決まっている。習得が難しい治ち癒ゆの魔ま術じゆつがわざわざ必修のものと設定されているのは、師し匠しようのそういう考えから来ているというのもある。まあ、一番は自分でこさえた傷くらい自分で治せ、という至し極ごくもっともな理由からだが。

「アルマも傷があれば……と、もう治しているか。流石だな」

　幸い、魔力を抑おさえて戦っていたため、魔力には余よ裕ゆうがある。ついでにアルマの傷も治してやろうかと思ったのだが、アルマもまたシジマ流。ソーニャと戦った傷はとっくに治していたようだ。

「う……はい。……くっ、折角のチャンスを棒に振ふったか……！」

　褒ほめられたというのに何な故ぜだか悔しそうなアルマに苦笑いを返し、治癒の魔術を自分に施ほどこしていく。ふと自分の腕を見ると、経験してきた戦いの割には綺き麗れいな肌はだが残っていることに息が漏もれる。前世では歳としばかりくって、無む謀ぼうと無茶を繰くり返してきたのだなあ。いい歳したジジイが何をやっているのだか。

　今回はもう少しだけ自分の身体を大事にしてやろう……と。死ぬ直前の大おお怪け我がをしたばかりの自分が思っているのは、なんとなく滑こつ稽けいであった。

「今日はこの辺りで野営をしようか。ソーニャ、天気は大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「うん、問題ないと思うよ。前みたいな大雨がいきなり降ることは無いはず」

「ふむ、そうか。では今日は終わりにして、ぼちぼち野営の準備を始めようか」

　前みたいな大雨──いつぞやの幽ゆう霊れい屋や敷しきに泊とまるハメになった日のことだろう。何気ない一言に嫌いやな思い出が脳裏を過よぎったが、私はそれに気付かないふりをして続けた。

「日が沈しずむまではまだ少し時間があるので、今後のことを改めて話しておこうか」

「シェリル嬢じようはまだ眠ねむっているようですが、よろしいのですか？」

「うむ。必要があれば後で話すし、大丈夫だろう。」

　気絶から穏おだやかな眠りにシフトしたシェリルに笑えみを漏らす。夜が寝られるか少し心配だが、この年とし頃ごろの少女だ。大丈夫だろう。

「とは言っても、既すでに話した内容ではあるのだがな。ヴィオード……我が師の眠る街にゆくまでの道のりのことだ」

　アルマはシェリルを撫なでながら、ソーニャは居住まいを正し、私の方へと視線を向け直す。

　私は荷物から地図を取り出しつつ、地図の中に細く伸のびる道を指差した。

「私達がいるのは、いまこの辺りだったか。ヴィオードまでは少し距きよ離りがあるな。目的地にゆくまでに通る街は──ここと、ここの二つか」

　ルフォとリーン。それぞれ名前が書かれた街を指差し、二人に確認する。サーフレストの地理に明るいアルマは、私の視線に頷うなずきを返した。

「ヴィオードに着くまで──それからもだが、私達は今までよりも一層鍛たん錬れんに励はげむ必要がある、という話はしたな。今日もそうだが、あれから私達はより激しい修しゆ行ぎようを行っているが──残念ながら、まだまだあの男と戦うには足りないだろう。そこでだ」

　地図から視線を離はなし、顔を上げる。二人もそれに釣つられて視線を私に移動した所で、私は再び口を開いた。

「聞けば、ルフォとリーン。この二つの街はそれなりに大きいそうではないか。ならば施し設せつも様々なものが揃そろっているはず」

　再びアルマに目を向けると、帰ってくるのは同じ首しゆ肯こう。

　私が生きていた頃には片方は小さく、もう片方はそもそも存在すらしていなかった街なのだが──アルマやこの国で聞いた話によれば、ヴィオードまでの道のりにあるこの二つの街は、なかなかの大きさを持っているらしい。

　となれば『アレ』もあるだろう。街が大きくなれば、それだけ治安も乱れ、必要になってくるあの施設が。

「よし……では私達はヴィオードに着くまでの間、賞金稼かせぎの真ま似ね事ごとをしていきたいと思う。いわゆる『ギルド』を利用していくことになるな」

　その施設こそが、ギルドと呼ばれる民間組織及およびその組織が経営する建物である。街が大きくなり、人口が増えればそれだけ良からぬことを企たくらむ輩やからも出てきて、それらによる悪質な行こう為いも増えてくる。

　となると、当然治安を維持する憲兵達の仕事も増え、手が回らなくなってくるのだ。だからと言って匪ひ徒とを放置すれば、犯罪行為も増えてくる。そこで顔を出すのがこの施設及び組織である。

　あるいは依い頼らいという形で──あるいは懸けん賞しよう金という形で。形は様々だが、何らかの見返りをつけて、悪漢の捕ほ縛ばくを依頼する……こうすることで、治安の維持に一役買っているというわけだ。

　他ほかにもギルドの仕事はあるが、ともかく。大きい街ならば賞金首の情報や悪人の捕縛などの依頼もたくさんあるということだ。

「日々の鍛錬も重要だが、より早い熟達が求められる今こそ、実戦を積むこともまた必要だと私は思う。危険はあるだろうが、より上質な戦闘経験を積む……というのが目的だ。ついでに路銀も稼げれば一石二鳥といったところか。まだ余裕があるとはいえ、金はいくらあっても邪じや魔まにはならん」

　何度か言葉を区切りながら、私は己おのれの考えを言い終える。

　二人の顔を見ていると、特に不満はなさそうだ。

「うん、私もそれでいいと思うよ。強い人と戦って、美お味いしいご飯を食べてぐっすり寝る！　これ以上のことってなかなか無いからね」

「よく分かっている」

　ぱん、と手を叩たたくソーニャに釣られて笑う。

　そう、美う味まい飯に適度な睡すい眠みん。そして敵の存在と、修行を共にする仲間達。武術家にとってこれ以上の環かん境きようというのは無いだろう。

　賞金稼ぎ……というのはシェリルを連れてするにはまだ早いかもしれないとも思ったが、どのみち後には更さらに大きな災さい厄やくが控ひかえているのだ。今いま更さら言った所でシェリルが旅をやめることはないだろうし、チェスターとの約束にも反する。ならば、今から少しでも危険に慣れておいたほうがいいだろう。

「こんなところか。改めての確かく認にんになったが、アルマもそれで良いか？」

「はい。私もそれで良いと思います」

「うむ、そうか」

　一応確認してみたが、アルマも異論はないらしい。

　ともかく、今私達はあらゆる方法で強くならなければならない。……決してあの石を使うことがないように。

「では野営の準備を始めるか。ソーニャ、ちと手伝ってくれ」

「了りよう解かいっ！」

　話を終えた私は腰を上げる。声をかけた時にはもう、ソーニャも立ち上がっていた。

　準備とはいっても、今からではテントを張るくらいしかなのだがな。薪まきに火をつけるのは、もう少し暗くなってからのほうが良いだろう。

「あっ……師匠せんせい、私もお手伝いします！」

　立ち上がった所で、慌あわてたアルマが私を呼び止めるように手を出す。

「よいよい。すぐに済むし、シェリルをもう少し寝かせておいてやってくれ。テントが張れたらシェリルはそちらに移そうか」

「う……そうですか……すみません」

「はは、気にするなと言っておろうに。どれ、では始めるか」

　どうにも硬かたいアルマに笑いかけ、テントに手を伸ばす。

　ううむ、アルマは少し気を遣つかいすぎだ。もう少し自然体でいられると良いと思うのだが。

　ハメを外しすぎても、その……色々と困るが、今は私のほうが小さいわけだし、楽にすれば良いというに。

　もはや手慣れた手つきでテントを組み上げると、私はアルマからシェリルを預かってテントの中へと移した。最初は仕組みの複雑さに悩なやまされたが、もうテントを張るのも慣れたものだのう。

　もう少し時間がかかると思ったのだが──ふむ、暗くなるまで余裕があるな。

「なあアルマ、少し組手をするか？」

　腰に手を当て、横目でアルマにそんなことを聞く。体力も魔力も、まだ余っていることだし、今日の料理当番はソーニャだ。少しくらい娘むすめとの時間を取るのもいいかもしれん。

「は、はいっ！　喜んでお伴ともさせていただきます！」

　予想通り、食いつきは非常によろしい。

　ここまで喜んでもらえれば、こちらも嬉うれしいというものだ。

　夕食の匂においに釣られてシェリルが起きてくるまでの間、私達は暫しばし組手に興じるのであった。
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「というわけで……やって来ました！　ルフォの街！」

　昼下がり。天気に恵めぐまれた良い日ひ柄がら。

　ルフォの街についてすぐ、大声を上げるソーニャに私達は苦く笑しようを浮うかべる。

　旅の一団がこうして声を上げることは珍めずらしくないし、私も前世でよく見てきた光景だ。だが、大きな街をゆく多くの人々の目は、かなりの数が私達へと集まっていた。

　確かにこうした一声は珍しくないものなのだが、私達は人間の国には珍しいエルフの団体だ。まして、声を上げた張本人であるソーニャは鳥の面を被かぶる奇き妙みような出いで立ちだ。引いた目を離さずに摑つかんでしまうのは、致いたし方ないだろう。

　全く、ソーニャは慣れているのだろうが、私はあまり人の目を引くのは好きではないのだがなあ。ついつい困った笑みを浮かべてしまうというものである。

　とはいえ、その気持ちは分かる。別段歩くことが嫌きらいという訳ではないが、街かい道どうを歩いていても見える光景はほぼ同じ。街へつくとついつい胸が躍おどるというのは、私にもあるところだ。

「あまりはしゃぎ過ぎんようにな」

「分かってるけどつい、ね。それじゃ、ギルドを探そうか？　アルマ、場所分かる？」

「どうかな。人間の国はすぐに変わってしまうから」

　ソーニャに釘くぎをさしつつも、あたりを見回す。大きな街と聞いていたから覚かく悟ごはしていたが、やはり私の記き憶おくの中の光景とは似ても似つかんな。

　もう慣れてきたが、少しばかり寂さびしいというもんだ。ヴィオードは派手に変わっていることがないといいが。あの頃は師し匠しようの家が一番派手な建物だったな。

「スラヴァくん、スラヴァくん」

　物思いにふけっていると、隣となりのシェリルに袖そでを引かれる。

　また寂しさでも顔に出ていたのだろうか。今回は割りと苦笑い混じりだったと思うのだが──

「お腹なかすいた」

　などと思っていたら、シェリルが口にしたのはなんとも気が抜ぬけることであった。

　私も考えすぎていたか。思わず力が抜けたが、これもまたこの子の良さだな。

「そろそろ昼だからな。ギルドといえば酒場がつきものだ。そちらで食事を摂とるのもいいかもな」

「酒場……おつまみ、おいしいかな」

　酒場という言葉に、シェリルは静かに目を輝かがやかせる。どうもこの子は酒の肴さかなになるような、塩しお辛からい食べ物が好きらしい。

　そういえば甘いモノが好きというのはあまり聞かないな。たまに晩ばん酌しやくなどするとよくつまみをねだられることを思い出し、苦笑する。食事の趣しゆ味みがジジ臭くさいのは、誰だれに似たのやら。チェスターだけでなく、私も一役買ってしまっているような気がしてならない。

　雑談などしつつ、私達はルフォの街を歩いて行く。

　しかしまあ、あの田舎町がよくもまあ大きくなったものだ。時折感じる奇き異いの視線が煩わずらわしくもあるが、今は記憶の中と大きく変わった町並みに感心するばかりであった。

　特に、私が生きている頃建ったばかりであった小さな店が老舗しにせを名乗っているところなど面おも白しろい。確かにこの店などそろそろ百年になるのではなかろうか。中には場所が大きく変わっている店などもあって、また感心してしまう。

　もはや慣れた感覚だとはいえ、それでも街の変化を実感するのは私にとって大変興味深い時間であった。

「ああ、あった。場所は変わっていなかったようです、師匠せんせい」

　結局、私は気がつけば目的地についていたようだ。アルマに礼を言い、建物を見上げる。

　二階建ての酒場か。なるほど、だいぶ儲もうけているらしい。それだけこの建物の需じゆ要ようが多いということだろう。

　入口のスイングドアを胸で押し開けるように開き、中に入ると──中に集まる顔ぶれで、普ふ通つうの酒場との違ちがいを知った。

　治安が良いのか、思っていたよりガラが悪い者ばかりでもない。しかし、客達は佇たたずまいから自信のようなものを感じさせていて──多少は、腕うでに覚えのある者が集まっているようだ。

　こういう場所に来るとやはり、若い頃ころを思い出すな。師匠に合う前は、喧けん嘩かをふっかけてばかりだったなと思い出しつつ、適当な席を確保する。

　とりあえずは、食事を済ませてしまおう。シェリルはもう腹ペコのようだし、私も旅先での食事は楽しみの一つだ。

　皆みなと話し合い、メニューを決める。メニューの充じゆう実じつぶりは、それほどでもなかった。やはり酒場というよりも、ギルドの施し設せつとしての役割のほうが重要なのだろうか。

「すまん、ソーセージとプレッツェル……あと、ポテトサラダをくれ」

　その辺を歩く店員を呼びつけ、決めていたメニューとあと数点を頼たのむと、店員が奥へ引っ込んでいった。

　これから一仕事を受けるということもあり、飲み物はアルコールの入っていないものを選んである。折角人間の国にいるのだからビールくらい飲もうかとも思ったが、流石さすがに昼間から飲むほど酒が好きというわけでもない。

　料理が来るまでの間を雑談など交かわして待つ。話に熱中しすぎていたか、料理が来るのはかなり早かった。

（……ほう）

　だが、手が掛かかっていないのかというと、そうではない。

　漂ただよってくる匂いは食欲を刺し激げきし、プレッツェルも焼きたてなのか、どこか粉っぽい香こうばしさをこれでもかと立ち上らせている。

　メニューが少ないのは、拘こだわっているからこそなのかもしれない。これは料理や酒をギルドのついでとしない、誇ほこりのようなものを感じさせている。

　ソーセージは……これは意外。出されたのはよく見る褐かつ色しよくのそれではなく、皿に載のせられたボウルの中に入っていたのは、ふっくらとした白いソーセージであった。

「わ、このソーセージ白いよ。珍しいね」

「ほんとだ……それにおっきい」

　ソーニャとシェリルは、見慣れぬそれに大きな関心を示していた。白ソーセージはこのサーフレストではさほど珍しいものではないのだが、そういえばミラフィアでは見なかったな。

　人間の国での暮らしが長い私とアルマは、そんな二人へと微笑ほほえみを向ける。

　……しかし、この店は分かっているようだな。白ソーセージは作りたてを温かいまま食べるのが至高。皿に盛っては冷えてしまうところを、これならば温かいまま食うことができる。

　ボウルからソーセージを取り出し、皿の上でナイフを入れていく。

　シェリルとソーニャは、初めて見る食べ物だからだろうか、ソーセージよりも私の動きに注意を払はらっている。なんとなくやり辛づらさを感じながらも、私とアルマはナイフとフォークでソーセージの皮を除いた。皿の端はしに控ひかえめに盛られたマスタードをソーセージに少しだけ載せ、口に運ぶ。

　……うむ、予感は正しかった。雲のような柔やわらかさの白ソーセージが唇くちびるに触ふれ、舌へと送られる。練りこまれた香こう草そうやレモンの爽さわやかさが、甘い粒つぶマスタードと渾こん然ぜん一体となって口の中に広がる。臭くさみを消された肉の香かおりは素す晴ばらしいものだ。塩気も丁度良い。強い肉の旨うまみが爽やかな香りと共に、食感によって無限に膨ふくらんでいく。しかし、くどさは全く無い。柔らかなソーセージを飲み下すと、あとに残るのは嫌いやみのない爽そう快かい感だけだ。

「……うん、美う味まい」

　思わず穏おだやかな気持ちが広がっていき、ほうと息を吐はいた。香りを追うように、熱々のプレッツェルをかじる。優やさしい甘みと香ばしさが、柔らかな食感のソーセージによく合う。

　食事に求める満足感を求めてポテトサラダなど載せて齧かじると、これがまたよい。

「わー、そうやって食べるんだ」

「珍しいだろう？　そういえばミラフィアでは見ないものな」

　感かん嘆たんするソーニャに、アルマが笑いかける。と、そういえば二人が見ているのだった。忘れて自分の世界に入ってたことに遅おくれて気き恥はずかしさのようなものが浮かぶが、すぐに引いていった。

　それよりも、これは中々のものだな。白ソーセージなど久々に食べたが、今まで食べたそれらと比べても、ここのものはかなり美味いと言えた。

　腹もすいてきて、食欲も限界だったのだろう。私たちに遅れ、二人が急いで白ソーセージをボウルから取り出した。

「ん！　美お味いしい！　こんな軽い食感なんだ！　見た目からは想像できなかったなあ」

　器用な手つきでソーセージの皮を除き、ソーニャが丸くした目を輝かせる。どうやら大分気に入ったようだ。考えてみると、このふうわりとした食感は、少女にウケが良い気もする。

　故郷の料理が褒ほめられるのは、直接私が関かかわっていなくとも嬉うれしさを感じる。今度、またいつかのようにサーフレストの料理を作ってみようか……と考えたあたりで、ソーセージの皮を外せず眉まゆを下げているシェリルが目に入った。

　ソーニャは器用さをうまく活いかしたようだが、白ソーセージの皮を除くのは慣れがいるからな。

「どれ、かしてみなさい」

　くすりと小さく笑い、シェリルの皿を自分の元へと引き寄せる。少し形を悪くしたソーセージを先ほどと同じように皮から離はなし、マスタードを載せる。

「さ、口を開けなさい」

　フォークに載せたソーセージが落ちぬよう、手でかばいながらシェリルの口元へと近づける。私の行動が意外だったのか、シェリルは珍しく驚おどろいた顔をしていた。

　丸くした目を元の形に戻もどさぬまま、シェリルは言われるままに口を開ける。そこに優しくソーセージを運ぶと、シェリルはぎこちない動きで口を閉じた。

「どうだ？」

　控えめな動きで口を動かすシェリルに、横目で問う。

「……おいひい」

　するとシェリルは顔を赤らめながら口を押さえて、小さな声でそういった。

　うむ、この白ソーセージは是ぜ非ひ温かいうちに食べてほしいからな。私が作ったわけではないが、美味しいと言ってもらえて何よりだ。

　ソーセージの皮も外したことだしと自分の皿へと向き直る。また一口とソーセージを口に運ぶと……やはり、美味い。

　メニューは少ないが、プレッツェルもソーセージも、ポテトサラダも大したものだ。さっき考えたとおり、メニューが少ない分一つ一つに力を入れているという考えは当たっていそうだ。この街に滞たい在ざいするうちは、食事をここで食べるのもいいかもしれない。

　ソーセージの味を嚙かみ締しめつつ一人考えていると、皆の食事の手が止まっていることに気がついた。皆、小石を投げられた小鳥のような顔をしている。

「ど、どうした？」

　なんだこの空気は。戸と惑まどいから、つい疑問が口から溢あふれてしまう。

　私の声に、二人──ソーニャはじとりとした目を私に向け、アルマはどこか拗すねたように目をそらし──シェリルは、紅潮した頰ほおを両手で隠かくす。
















　シェリルはともかく、ソーニャとアルマの反応を見ると何かしらやってしまったのだろうか。ぐ、と口をつぐむと、ソーニャがため息を吐き出す。

「その様子じゃ無自覚みたいだね……はあ」

　やはり、無自覚のうちに何かしでかしてしまったらしい。私としては悪いことをした自覚はないが、ソーニャがこういう反応を見せるのは大たい抵てい──私が無神経なことをしてしまった時だ。

　思い当たることといえば、今シェリルにしたことしかない。

「う、すまんなシェリル」

　何が悪いかも分からぬまま──というのは好ましくないが、何かが悪いことは分かっている。慌あわててシェリルに謝罪すると……

「んーん……うれしかったから、だいじょぶ」

　明らかに照れと見える顔で、そう言った。

　怒おこっている風ではないが、流石にこんな顔をされれば私でも分かる。シェリルは先ほどのやり取りが、恥はずかしかったようだ。

　……ううむ、考えてみればそうか。シェリルもそろそろ多感な時期だ。本来は違うと分かっていても、自分より小さな私に食べさせてもらっては恥ずかしいというものだろう。

　どうやらまた無神経なことをしてしまったようだ。シェリルもいずれ大人になるものな……いつまでも子供扱あつかいしてはいられんか。

「……シェリルちゃんもいつまでも子供じゃないから気を付けなきゃ、とか思ってるでしょ？」

　などと考えていたら、またもソーニャから釘くぎが飛んできた。

　うぐ、今日は鋭するどいというかなんというか……追つい撃げきが飛んで来るのは久々だ。

「ある意味間ま違ちがってないんだけどさ……うーん、もやもやするなあ」

　私の反省点は、これでも満点ではないらしい。こういう時、ソーニャは答えはくれないが、言っていることは間違っていない。まだまだ私も未熟なままということか……

　もじもじしているシェリルに小さな罪悪感を覚えつつ、食事の時間は進んでいった。
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「ではそろそろ行ってくるか」

　食事を終えてしばらく。満腹を落ち着けるための休きゆう憩けいがただ雑談に代わり、腹も落ち着いてきた頃ころ。

　椅い子すを引きながらおもむろに言った私に少女達の視線が集まった。

　ついつい食事とその最中の出来事に意識を取られていたが、もともとこの酒場にきた目的は食事ではない。

　ここに来た目的は、より濃のう密みつな戦せん闘とう経験を積んでいくため、より有益な情報を手に入れるためだ。

　予想以上の料理につい夢中になってしまったが、本来食事はそのついで。また来ようと思うほどだったが、食事を終えた今、私がすべきは本来の目的を遂すい行こうすることだ。

　と、いうわけで。私は酒場の一角にあるギルドの受付へと移動するため立ち上がったというわけだ。

　私が立ち上がることで皆みなが慌てて立ち上がろうとするが、私はそれを手で制した。

「いや、よいよい。私が行ってくるから、お前達は少しの間休んでいるといい」

　先ほど迷めい惑わくをかけたお詫わび……というと、ソーニャ達は再び席につく。しかし、隣となりのシェリルは服の袖そでをつまんでいた。

「一いつ緒しよに、いこう？」

　どうやら、先ほどのやり取りからはもう落ち着いたらしい。普ふ段だんの様子に戻った純じゆん粋すいな彼女に微笑みかけ、頷うなずきを返す。

　別段、一人で行きたい理由があるわけでもない。ただ皆には休んでいて貰もらいたかっただけだ。断る理由もないので、シェリルの手を引いて受付へと向かう。

「あ、でも師匠せんせい……！」

　後ろからアルマの声がかかるが、私は振ふり返って微笑みだけを返し、予定通りに歩き出した。

　目的としている場所へとゆくと、最初に目に入ったのは数多あまたの紙が貼はり付けられた掲けい示じ板ばんだ。どうやら、民間から寄せられた依い頼らいを貼り出しているらしい。いわゆる『クエストボード』というやつか。

　さて、目当ての情報があると良いのだが。

「もし、少々よろしいか」

　受付にいる女性に、声をかける。年の頃は二十代の前半といったところだろうか。若い女性が書類を捲めくる手を止め、私達に微笑ほほえみかける。

「はーい。あら、これはお若いお客さんですね。エルフとは二重に珍めずらしい」

　笑え顔がおで紡つむがれる声は、同じ明るい色を持っていた。非常に愛あい想そが良い。この酒場でもきっと人気者なのだろうな、などと思う。

「ええと、君達は依頼をしに来たってことでよろしいですか？」

　私達の姿を見とめた受付の女性は、躊躇ためらいがちに聞いてくる。

　……ふむ、確かに少女と少年の二人組では依頼を受けに来た方には取りづらいか。

　エルフである以上私達は、この女性よりも年上なのだが、基本的にエルフは実じつ年ねん齢れいよりも外見に応じた接し方をされる。シェリルやソーニャをみれば分かる通りだが、エルフは精神の成熟が遅おそい。精神の成長も外見の成長とほぼ並んでいるくらいだろうか。

　でなければ、ソーニャやアルマはもうとっくに私くらいには考えが古くなっているだろう。それはそれで想像できないので、やはり接し方もそれで正しいと思う。

　私も最近では事情を知らぬ者と接することが減っていて、そのあたりを忘れていたようだ。実年齢が百を超こえた爺じじいだろうが、周りの者から向けられる目は十四、五の少年に向けられるものである。久しく忘れていたな。

「いえ、今日は依頼を受けに来た方です。よろしければリストを見せていただけるとありがたい」

　そのあたりを思い出した私は口調を改め、話を続けていく。

「……君達が？　っと、気を悪くしたらごめんね。でもあまり危ないのはおすすめできませんよ……はい、どうぞ」

　だがやはり、危険のある仕事を斡あつ旋せんすることもある役職としては、この外見は気になるようだ。いたし方ないとも思うので、特に何を言うでもなくリストを受け取る。

　肩かたから顔を出すシェリルにくすりと笑いかけてから、リストに目を通していく。薬草取りに魔ま石せきの採取……そういえば、ミラフィアにいた頃は修しゆ行ぎようの合間に魔石を採取して小こ遣づかいを稼かせいでいたな。少しばかり懐なつかしい思い出が頭をかすめるが、手は休めない。

　ざっと目を通しつつも、次々に紙を捲ってゆき──私は、ようやく目当ての情報を見つけた。

　……これだ。人相の悪い男の写真が一番上に貼られた依い頼らい書を見て、私は紙を持つ手を止めた。懸けん賞しよう金はそれなりに高い……ということは、それだけ厄やつ介かいな相手だということだろう。

　手を止めた私を見て、受付嬢じようが僅わずかに眉まゆを動かすのが見えた。しかし私は気にしていないふりをして情報を読み進める。

　依頼の内容は盗とう賊ぞく団の壊かい滅めつ、及およびその構成員の引き渡わたし。特に、首領には別に懸賞金がかかっている。

　盗賊団の規模は十人以上が確かく認にんされているといったところ。正確な人数や、アジトの場所はおおまかに目安が付いているが不明。

　なるほどなるほど。高額の報ほう酬しゆう金が納なつ得とくできるような内容に、私は顎あごに手を当てて思案した。アジトの場所が判明していないのは少しばかり面めん倒どうだが、悪くない条件だ。最初としてはこれくらいが丁度いいし、これを達成すればしばらく路銀にも困らぬだろう。

　だが、何よりも私の目を引いたのは、特記事じ項こうとして記された最後の一文だった。

　──なお、最近腕うで利ききの用心棒を雇やとった模様。なんともそそる一文に、私は依頼の受注を決めていた。

　早さつ速そく、ギルドの受付嬢に依頼を受注する意思を示そうと顔を上げる。

　しかし──

「だめです」

　言葉を発する前に、手の動きで制止されてしまった。

　む、と喉のどを詰つまらせると、受付嬢が続きを紡ぐ。

「流石さすがに、君達みたいな子にこんな危ない依頼を受けさせるわけにはいきません。実年齢じゃ私と同じくらいなのかもしれませんが、エルフの中では君達はまだまだ子供でしょう？」

「いや、その……はい、その通りです」

　およそ反論する所の見つからぬ理由に、心中で一歩足を下げた。

　まさか中身は百歳を超えた人間です、などと言うわけにもいかず、こう言われてしまうと私は引き下がらざるを得ない。

「でもスラヴァくん、つよいよ？」

　私に寄り添そうように立つシェリルが、首を傾かしげる。

　すると受付嬢は困ったように笑うと、諭さとすようにシェリルへと語りかけた。

「うーん……でもね、やっぱりこういうのは、大人の仕事なんだ。子供を守るのも、大人の仕事だから。……ね？」

　根こん拠きよもちゃんとした理由もない言葉だが、私もその言葉は正しいと思う。幼い故ゆえの純粋な疑問を向けてくるシェリルに頷きを見せると、シェリルは分かっていない様子ながらも私に頷きを返した。

　ううむ、一いつ旦たんここは引き下がらざるをえないか。

　受付嬢に簡単な礼を言って、受付を後にする。やはりこの身体は不便だ……ソーニャとアルマならば依頼を受注させてもらえるだろうか？　顎に手を当てながら渋しぶい顔をしていると

「大人って、なんだろう」

　隣の少女が、そんなことを呟つぶやいたのが聞こえた──




　　　　◆




「全く……この歳としになって早く大人になりたいだなどと考えることになるとは思わなかったぞ……」

　酒場を後にし、陽ひの下を歩く。太陽はまだ高めの位置にあり、気持ちの良い晴れの空だが、気分はお世辞にも晴れ晴れとしているとは言いがたかった。

「だからお止めしたではありませんか……今の師匠せんせいは、どう見ても若いエルフなのですから。相手がよほど薄はく情じようでないかぎりは、危険なことはさせてもらえませんよ」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべるアルマは、眉を下げつつもどこか楽しそうだ。珍しく諭す側に回ったアルマには違い和わ感があるが、今回は私がみっともないところを見せたのでなんとも言えない。

　しかし、そう言われてみればそうだ。中身がどうあれ、私の外見はまだ少年そのもの。そのことを忘れ、気が緩ゆるんでいたのはいけない。

　これに懲こりて、もう少し気を引き締しめていかねばならんなと思う。

「それで、この後はどうするの？　やっぱり今日の宿を探す感じ？」

「時間もあまり余よ裕ゆうはないし、そうするべきだろう。依頼を受けている以上、暫しばらくこの街に滞たい在ざいすることも考えに含ふくめて、長く泊とまれる場所を探さねばならん」

　長く泊まれる場所となると、宿しゆく泊はく費や宿側の都合などを考える必要がある。条件に合う場所を探すとなると、何い時つもよりは宿探しに時間がかかってしまうだろう。

「それもそうか。じゃあ今日はもうお終しまいかなあ」

　言外に含められた理由を感じ取ったのだろう。ソーニャはつまらなさそうに頭の後ろで手を組んだ。

　まだ太陽は高い位置にあるが、そのあたりを考えると時間の余裕はあまりない。

　私も大分変わったこの街を見て回りたい気持ちはあるのだが、それは明日以降でも良いだろう。

　首を傾げているシェリルに、街の探たん索さくは明日以降でも良いか……ということを確認しつつ、これからの予定を軽く説明する。

「うん……」

　だが、返ってきた反応はどこか宙に浮いたような、不確かなものだった。

　その様子は気落ちしているようにも見えるし、何かを考え込んでいるようでもある。

　珍しい様子に、少し驚おどろいた。何かあったのだろうか。ガルトに敗北したことは、それほど引きずっている様子はなかったし──と、そこまで考えて、その理由に思い当たるふしがあることに気付いた。

　もしや、先ほどの酒場での一件だろうか。依頼を受けに行った頃ころは元の様子に戻もどっている風に見えたのだが……

　考えなおして、やはり不ふ愉ゆ快かいに思ったのだろうか。昔アルマがこのくらいの時はどう接していただろうか。いや、アルマとシェリルは性格も大分違ちがうし、アルマが小さい時のことを考えても意味が無い。

　だとすれば、どうするべきなのだろうか。様々な考えがぐるぐると頭を巡めぐり、思考の糸を絡からませていく。

　恥はじを忍しのんでソーニャに聞くべきか……こういうのは自分で考えないと意味が薄うすいのだが、仕方がないか──

　ついに私が最終手段に頼たよろうとした時、一いつ瞬しゆんだけ戻ってきた現実で私は横からシェリルに覗のぞきこまれていたことに気がついた。

　後ろ手に手を組み、首を傾かたむける様は非常に可愛かわいらしくて、やはり不ふ機き嫌げんな様子ではないと思わせる。

「どうしたの？」

　むしろ、シェリルが浮かべている柔和な笑えみはどちらかというと機き嫌げんが良さそうで──この様子なら、シェリル本人に直接聞いても大だい丈じよう夫ぶだろうか。自分が心の機き微びに疎うといことは分かっているので、こういう時私は一歩を踏ふみ出せぬことが多いのだが──今回は、意を決して聞いてみることとした。

「あー……いや。先ほど、シェリルがなにか考え込んでいる様子だったので、どうしたのかと思ってな。酒場でのことを気にしているのだろうか、と」

　シェリルに聞かれた苦い顔の理由を話してみると、シェリルは私を覗きこむのをやめ、姿勢を正した。歩きながらも続けて私の顔を見ているので、何かにぶつかっては危ないと手をつなぐ。

「ああ、よそ見をすると危ないぞ」

　するとシェリルはまた少し目を丸くしてから、元の笑みに朱しゆを差した。

「んー……わたしも、分からない」

　期待していた答えはもらえなかったが、その代わりに楽しそうなシェリルに、苦笑いを向ける。ただ悪い気はしない。シェリルが楽しそうにしていると、私も温かい気持ちになるからだ。

　ならばそれでも良いか。そう考えた時、シェリルはでも、と言葉を続けた。

「さっきも……今も、頭がぽーっとして。こころが温かいの。なんでだろう？」

　頰ほおを赤らめながら恥はずかしそうに目を伏ふせるシェリルの様子は、驚いた顔以上に私が見たことのないもので──とても出会った頃からは想像できない、衝しよう撃げき的なものだった。

「師匠せんせい、ここはどうでしょう？　……師匠せんせい？」

　受けた衝撃の大きさのせいか、それから少しして私はようやくアルマに呼ばれていたことに気がついた。

　どうやら、宿の候補のうち一つに着いたようだ。

「ん、あ、ああ？　といっても中を見て見ないことにはな……」

　慌あわてて意識を現実へと戻し、アルマの声に応こたえる。

　いかんいかん、流石にちと呆ぼけすぎだ。

「それもそうですね。でも、料金は良心的なようですよ。長く泊まれるか、聞いてみましょう」

　なんとか取り繕つくろえたようだ。背を向けて宿に入っていくアルマに付いて行くように足を動かして、同時に空いた手で胸をなでおろす。

　危あやうく間ま抜ぬけな顔を見せるところだった。年長者……というと、実じつ年ねん齢れいを考えると微び妙みようだが、一応の年齢を考えると格好悪いところはあまり見せたくない。

「一回深呼吸しておいた方が良いよ？　先行ってるねー」

　まあ、それでもソーニャの目は欺あざむけなかったようだが。

　とはいえ、今回はからかうような色も、怒おこった様子も見受けられない。……おそらくソーニャは気付いているのだろう。私が驚いた理由に。

「ああ……そうする」

　アルマに続いて宿に入っていくソーニャを見送り、言われたとおりに深呼吸をする。

　……うむ、大分落ち着いた。

「だいじょうぶ？」

　驚きの原因が純じゆん粋すいな瞳ひとみを向けてくることに少し困る。いや、シェリルは悪くないのだが……結局、私がその疑問に返したのは、少し苦味の混じった無難な笑みであった。
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　そのあと。

　結局数カ所の宿を回ることになった私達は、二つに分けた部屋のうち、ソーニャとシェリルの部屋に集まっていた。

　修しゆ行ぎようで身体からだを動かすのならば苦痛はないのだが、徒労を含んだ心の疲つかれというのはどうにも身体を重くさせる。

　宿が見つかったのは、結局日が沈しずむ頃であった。外はもうとっくに暗幕が張られ、月が顔を出して久しい。

「シェリルちゃん、眠ねむっちゃったね。疲れてたみたいだし、これは朝までぐっすりかなあ」

　そんなわけで、ベッドでシェリルが寝ね息いきを立てているのは仕方のないことだろう。いつだか買った黒くろ猫ねこのぬいぐるみを抱だいて眠るさまは可愛らしく、丸まって眠る猫ねこを連想させる。こうしていると、シェリル自身が白猫のようだ。

　気まぐれなところは本当に猫のようだ……と考えていると、シェリルを撫なでるソーニャがこちらに視線を向けてくる。

「シェリルちゃんがなんであんな様子だったか、わかった？」

　シェリルを起こさぬよう穏おだやかな声で紡つむがれるのは、今日のシェリルについての話だ。

　当人のいる前でする話ではないが、こうなったシェリルはちょっとやそっとでは目を覚まさないので平気だろう。

「……それはな。いくら鈍にぶい私でも気付くさ」

「ふうん？　本当かなあ」

　それでも、万が一シェリルが聞いていても大丈夫なように会話を暈ぼかしつつ、私とソーニャはシェリルへと視線を落とす。

　寝息を立てる純粋な少女は、起きていてもその色を濁にごらせない無む垢くな子供だ。そう、子供とばかり、思っていたのだが。

　シェリルはこの旅を通して、すさまじい速度で成長を続けている。最初にあった頃はすぐに癇かん癪しやくを起こして暴れていたのがなくなり、しかし反するように武術の才覚はめきめきと伸のばし続け、聞き分けの良い子になった。それでいて、昔はできなかった力の加減も段々とできるようになっていて──抱だきかかえる黒猫のぬいぐるみがそれを物語っている。

　いつかこのぬいぐるみを買った時には、正直あまり長持ちしないのでは、と思うこともあった。だが、滅めつ多たなことがない限りこの黒猫は段々とくたびれていくことができるだろうと、今はそう思っている。

　そう、シェリルは成長しているのだ。身体も、技も……そして心も。そしてその成長は、彼女の中に新しい感情を芽生えさせている。おそらく、本人さえ気付かぬ間に──

「自惚うぬぼれでは、ないと思っているよ」

　シェリルの手に自分の手を重ねると、シェリルがぴくりと眉まゆを動かした。平へい坦たんだった眉が徐じよ々じよに釣つり上がってゆき、まるで笑っているようになる。はは、これでは本当に猫のようだ。

　そう、今日シェリルが色々な顔を見せたのは──

　私を、意識しているのだろう。いや、意識し始めたと言うべきだろうか。

「おお、気付いてるみたいだね。私もそう思うよ」

　珍めずらしく、ソーニャからお墨すみ付つきを頂いたことに苦く笑しようする。多分、きっと。そんな不確かな言葉を付けずにはいられないが、ソーニャがそう言うということはそうなのだろう。

「よく気付けたね」

「それは流石さすがにな……」

　普ふ段だんあまり表情を変えないシェリルが、白い肌はだに朱を差してまであんな顔をしたのだ。流石に、こればかりは呆けていられない。

　成長──そう、成長だ。日々驚おどろかせられる程ほどの速度で歩みを進めるシェリル。力も技わざも、そして心も。心技体の全すべてにおいて成長を重ねているというに、私はシェリルがいつまでも子供のままではないということを失念していたのだ。

　魔ま人じんの血が混じっているとはいえ、シェリルもまたエルフだ。身体の成長はアルマやソーニャ、今の私と同じく非常にゆっくりと進んでいる。

　言い訳になってしまうが、気が付けなかったのはだからだろう。今のシェリルは人間で言えば思春期の年齢──様々な感情が芽生える時期だということに。

　おそらく今回芽生えたそれも、その一つだ。思春期の頃ころに最も発達するであろう感情の一つ──それが今回シェリルの見せた『恋こい心ごころ』なのだと思う。

　いつしかそれを何ど処こかに置き忘れてきたかのような私だが、今回ばかりは気付くことが出来たらしい。気が付かなければ、きっと私は無神経な行動を繰くり返していたと思うので、心の底から良かったと思う。

　でなければ、もしかすると私はシェリルに鬱うつ陶とうしがられるようなことになったかもしれない。アルマにはなかったが、反はん抗こう期というのも、思春期に見られる特とく徴ちようの一つなのだから。

　……いや、まだというだけでいずれ来る可能性も考えておかねばならんか。シェリルに嫌けん悪おの視線を向けられたら……ううむ、私は立っていられるだろうか。約一名、即そく死しする人物を知っているのでそうならないように気をつけたいところだ。

「うーん、でもよく気付けたね？　正直言っちゃうと結構意外だよ？」

　やがて来るかもしれない危機に口をもごもごと動かしていると、心外とは言えない疑問が飛んでくる。確かにそうだ。普段の私であれば、気がつけなかったかもしれない。だが、私は、現状のシェリルと共通点の多い『ある人物』のある時期を知っているのだ。

「そうさな……保護者という観点でだが、似たようなものを見ているからかもしれん」

「……ああ、納なつ得とく……」

　言外にその、ある人物の方へと視線を送る。

　釣られてソーニャもその人へと視線を送ると、鼻歌交じりに編み物をする女性が青い髪かみを揺ゆらし、私達の方へと顔を向けた。

「……？　どうかなさいましたか、師匠せんせい。それにソーニャも。私がどうかしたか？」

　まあ、その人物が誰だれかなど言う必要もないだろう。

　反抗期こそなかったが、今のシェリルとよく似た状態が、アルマにもあったのだ。

　……それを思うと少し心配になるな。

　シェリルも今は思春期が訪おとずれて恋心が芽生え、一番近い異性である私に特別な感情を持ち始めているといっただけだろうが、ここに拗こじらせた人物がいるので先のことは少し心配である。

　いや……この場合は別に問題はないのか？　シェリルから見れば、私は祖父の友人でもある、年の近い友達というだけだろうし──とも考えたが、やはりまずいものはまずい気がする。なんというか、私とシェリルではよろしくない。多分犯罪だ、きっと。

　考えれば考えるほど思考が泥どろ沼ぬまにはまっていきそうだ。この話はここでやめにしよう。

「ん、っていうかアルマ、編み物なんか出来たんだ。……うわ、しかも上う手まい」

「それは私だって女だからな。これくらいできるさ。あ、師匠せんせい、ちょっといいですか？」

「む？　ああ、構わんが……」

　考えを打ち切ると同時に、ソーニャが編み物をしているアルマを題材に話題を変える。

　微び笑しようを浮うかべて優やさしく問いかけるアルマに呼ばれ、私は立ち上がりアルマへと近づいた。

「少し失礼致いたしますね」

　アルマの方へ寄るなり、アルマは私に編みかけのそれをあてがう。

「これは、セーターか」

　どうやら最近編んでいたものは、セーターだったようだ。私は編み物には詳くわしくないが、それが店で売られているものと遜そん色しよくが無いということだけは分かる。

「はいっ！　この先寒くなっていきますし、必要かなと。あ、腕うでを上げていただけますか？　……ありがとうございます。ピッタリのようですね」

　アルマの指示に従い、腕を上げると、半ば完成したセーターは確かに私の身体にぴったりの大きさであった。

「うわー、本当だ、ぴったり！　しかも模様まで……意外な特技だなあ」

　それを見ていたソーニャは再び感かん嘆たんの息を漏もらす。同じ女性の目から見て見事だということは、アルマの腕は大したものなのだろう。

　……これで、アルマはかなり器用だ。シジマ流の技を修めていくのが早かったことを考えると、基本的に天才型なのかもしれない。

　料理の腕もいいし、家事も万ばん能のう、更さらには編み物までもこなす。気立てもよく、社会的な地位もある……と。親の目で見ずとも、良い嫁よめになりそうなのだがなあ。

　アルマはこんな私でも胸を張って自じ慢まんできる良い娘むすめだ。だが、思わずしんみりとした所で、私はあることに気付いてしまう。

　……むしろ、なんでも出来過ぎるからこそ男が寄り付かないのだろうか。

　男でも女でも、完かん璧ぺきすぎると婚こん期きを逃のがすというし……ううむ、これは少しばかり心配になってきたな。

　そんなことを考えている矢先だった。

「ふふん、師匠せんせいに釣り合うならこれぐらいは出来んとな。師匠せんせい、私はいつでも準備ができていますよ？」

　あ、これは違ちがう。これは色々と駄だ目めなやつだ。

　アルマの投下した爆ばく弾だんが、私の身体にぴしりとヒビを入れる気がした。

「……うわ。パパのお嫁さんになるって、アルマの歳としで言ってるの初めて見たよ……」

　流石にこれにはソーニャもドン引きである。それはそうだ。私だってどうかと思う。

　いくら義理の娘だからといっても、いくら私がエルフとして別人に生まれ変わったといっても、これはいかんだろう……

「ふん、なんとでも言うがいい。今私を縛しばる邪じや魔まな法律は存在しないのだからな……！　止められるものなら止めてみせろ！」

　これが、拗らせた者の末路かと、意志とは裏腹に肩かたが落ちる。このままでは本当にアルマが行き遅おくれかねん……！

　一体私は何処で子育てを間ま違ちがえたのだろうか。こんなことで本当にシェリルが大人になる手伝いをしていけるのだろうかと心配になってくる。

「あの……師匠せんせい。今は、私のことを娘としか見られないことはわかっています。でも、考えておいてください。今の私たちは、二人のエルフだということを……」

　……だが、それを突つっぱねられない自分がいることもまた事実だ。アルマほどの者が男に声をかけられないわけがない。だが彼女はいつだったか、私がいたからこそ独りで生きていくと、心の中の私と暮らしていくと、そう言った。

　無論、私としては娘とそういったことになるというのは考えられない。考えられないが──もしアルマの幸せがそこにしかないのだとしたら。親としてアルマの幸せを強く願う私が何をするのか、それが分からない。

「……優ゆう柔じゆう不ふ断だんですまんな。考えておく……」

　アルマだけでなく、その言葉はソーニャにも向けていた。

　答えを出せずにいる男というのは軟なん弱じやく故ゆえ、嫌きらっていた筈はずなのだが、いつの間にかそうなっている自分に嫌いや気けが差す。……全く、未熟だな、私も。

「ちと、走ってくる」

「はい、行ってらっしゃい。〝師匠せんせい〟」

　あれから──再会してから敢あえて『師匠せんせい』と呼ぶアルマに苦笑を向けてから、部屋を後にする。

　こういう時は走るのが一番だ。

　身体からだを動かすことでしか発散できない自分を恥はずかしく思いながら、外へ出る。この頃ごろは段々と空気が冷たく尖とがってきた。アルマが編んでいたセーターに袖そでを通す日も近いかもしれない。

　これから走るのだから今はすぐ温まるだろう。軽く身体を柔やわらかくしてから、走り始めた。

　いずれ答えは出さなければならないが──それは、今すぐではない。やるべきことをやってからだ。

　ガルト＝ツィンサー。奴やつを倒たおすまでは、私は振ふり返らずに走り続けねばならない。

　走りながら、手を握にぎりしめる。もしそれが終われば、きっと答えを。

　とにかく前に進むことを決め、私は足を速める。

　……だが一つだけ、気になることがあった。

（あのセーター……何な故ぜあんなにもピッタリと大きさがあっていたのだろうか）

　一度も採寸されていないにも拘かかわらず、まるで型の上で作ったかのようなセーターを思い出し、私は背筋を冷やした。この寒さはおそらく、冬へと向かう季節のせいではない。

　……後ろを振り返る余よ裕ゆうも、持っていたほうがいいかもしれない。

　走っているのにつきまとう寒気に身体を抱だきつつ、私は夜の街を疾しつ走そうするのであった。








第六話　真っ赤に染まった金糸のこころ









「さてと、では各おの々おの準備は良いか？」

　翌日。今ひとつよろしくない空のもと、私達は宿の前に顔を揃そろえていた。

　宿から見た通路の右と左。宿の扉とびらの位置を挟はさんで、私達は二つの方向に分かれている。

　宿を出て右手の道が私とソーニャ。左手がアルマとシェリルという組み合わせである。両目を擦こすっているシェリルは、一番早く寝ねたのにも拘らずまだ眠ねむそうだ。最近は私も眠ねむ気けを自覚することが多くなっている。身体は少年のものなので、シェリルと同じく成長期に入ったのだろうか。……いや、人間の視点を持つ私ではエルフに成長期があるか否かも分からんが。

　本当は心が老いているが故ゆえのものではないかとも思うのだが……それは置いておいて。

　とにかく、今日はふた手に分かれて街を散策するということになっていたのだった。

　曇くもった空を見れば分かる通り、今日は天気がよろしくないそうだ。ソーニャの話によると、午後から一雨来るらしい。なので、今日は盗とう賊ぞく団への討ち入りはなしとし、おぼろげにしか分かっていないアジトの場所について聞きこみをしようという運びになったのであった。

　盗賊団程度に遅れを取るようではガルトには勝てんとは思うのだが、それでも絶対安全ということはない。それに雨が降ってはソーニャの感知能力にも翳かげりが出るということらしいので、アジトの場所も突き止められなくなるおそれがある。

　と、いうわけで。今日は万ばん全ぜんを期すための準備期間というわけだ。二手に分かれるのは、聞きこみの効率を良くするためである。

「じゃあ、昼ごろになったらカフェに集合！　で、いいよね？」

　やたらと上じよう機き嫌げんなソーニャが、高く手を掲かかげる。どういう心境の変化か、珍めずらしいことに今日は仮面を完全に外しているので、非常に可愛かわいらしく見える。

　逆に、アルマは少し眉まゆを下げていて不機嫌そうだ。……まあ、こちらの理由はある程度察しはつくが。……もしかすると、ソーニャが上機嫌なのもその理由の逆なのかもしれない。

　理由はともかく、くじで決まったことだ。すねていないで納得してほしいものだが。

　ふ、と一つ息を押し出すと、シェリルが一つ大きなあくびをしてアルマへと視線を向けた。そして──首を傾かしげる。これは落ちたな。

「わたしとは、イヤ？」

「う……そんな訳ないじゃないか！　シェリルとなら大だい歓かん迎げいだ」

　心配そうに眉を下げたシェリルに、アルマが勢い良く抱きつく。素す直なおで人ひと懐なつこいシェリルは、嫌きらいようがない愛くるしさを持っている。アルマもソーニャも、こうなったシェリルには逆らえない。多分だが、シェリルがどうしても私と行きたい──なんて言ったら、ソーニャも席を譲ゆずり渡わたすのではなかろうか。尤もつとも、それをしないのがシェリルの良い所なのだが。

「ん……ありがと」

　そして、シェリルはこうしたスキンシップを好んでいるようだ。本当に可愛らしい。外見も可愛らしく、純じゆん粋すいで人懐こい。これでは、嫌いたくとも嫌うことができるはずないだろう。

「では、こちらはこちらで探たん索さくを進めてみます。集合は昨日見かけたあの場所のカフェでいいんですよね？」

「ああ。シェリルを頼たのんだぞ。信しん頼らいしている」

「……はい！　さ、では行こうかシェリル」

「うん。ばいばい、スラヴァくん、ソーニャ」

「ばいばーい、また後でね」

　手を振るシェリルに、ソーニャも同じものを返す。やがて、二人の姿が見えなくなると、ソーニャは私の方へと向き直る。

「んふふ、じゃあ行こっか！」

　その時に浮うかべた満面の笑えみは、枯かれた年寄りの心を波立てるには十分すぎる代しろ物ものだった。




　　　　◆




「ふむ……そうですか。ありがとうございました」

　ソーニャと共に街を回り始めて、一時間ほど。盗賊団のアジトの場所を聞きこみつつ、もはや村の原形がない街を探索していく。

　いや、しかしこの変わりようはラスモークに近いものがあるな。しいて言えばこの街は名産品や老舗しにせが残っているだけ原形が残っているというべきだろうか。変に武神の街、などという異名もついておらんし。

　やはり、かつて知っている場所を散策するというのは、身についてきたエルフの時間感覚も相あい俟まって非常に興味深い。まるで自分一人未来の世界を訪おとずれているような──そんな気分になる。

　だが、目当ての情報の方は、今ひとつ集まりが悪いと言ってよかった。大まかな場所は依い頼らい書で分かっているのだが、それ以上の情報が中々入ってこないのだ。

　代わりに盗賊団の悪行の方はちょくちょく入ってくるのだが、そのあたりは考えてみれば当たり前だ。被ひ害がいを受けた人々が依い頼らいをしているわけなのだから、その依頼をした人々からは依頼書以上の情報が聞けなくても無理は無いだろう。

　あまり期待をしていなかったとはいえ、少しばかり残念な気持ちもある──のだが。

「うーん、イマイチ情報の集まりが悪いねえ。これはアルマ達の方も期待できないかもねー」

　共に情報を集めるソーニャは、やたらと上機嫌でニコニコしている。

　何い時つも仮面をつけている反動か、ソーニャは私達の中では感情の変化が表情でわかりやすい方だ。その上で今のソーニャを見ていると、情報はどうでも良さそうで、ただただ機嫌がいいといった状態である。

　とびきりの美人が満面の笑みを浮かべているものだから、先ほどからかなり人の目を集めているのだが、ソーニャはそれも気にした様子はない。人の視線を集めるのは、ソーニャが一番嫌うと思っていたのだが。

「随ずい分ぶんと上機嫌だな」

　隣となりに笑っている人がいるというのは、侮あなどれないほどに気分を明るくしてくれる。

　情報が集まらない気分の曇りなどないかのように、私自身感じるほど晴れやかな気持ちでそう問いかける。

「えへへ、分かりますか？　実は上機嫌なのですよスラヴァさん」

　そういって緩ゆるめた表情は、口にせずとも上機嫌を悟さとらせるほどだった。

　何故敬語なのだ──と聞こうとして、私はとある少女を思い出して、一いつ旦たん口を止める。

「ふ……モニカの真ま似ねか？」

　代わりに口から出たのは、ミラフィアで今も研究を続けているであろう少女の姿だった。

　どうしてその名前が出たのかは、私にも分からない。だが──

「……すっごい。なんで分かったの!?　そうそう、モニカちゃんの真似ー。似てた？」

　私の考えは当たっていたらしい。これには自分でも少しばかり驚おどろいた。

　ソーニャと親交があり敬語を使う者というと、私に思い浮かぶのはモニカしかいないのだが、その名前が出てきてことには自分でも意外だ。

「なんとなくだったのだがな。だが、あまり似ているとは思えんな」

「えー？　結構似てると思ったんだけどなあ」

　そう笑うソーニャだが、実のところその真似は似ているとは言いがたかった。モニカの持つ厳格さがないというか、なんというか……ううむ、やはり何故分かったのか自分でも分からん。

「ソーニャにモニカの真似は難しいだろうな。あの凜りんとした雰ふん囲い気きを出すのは、ソーニャには無理だろう」

　モニカの姿を思い浮かべ、ソーニャと重ねようとする……が、それはやはり無理だった。

　口を尖とがらせるソーニャが眉を下げるが、私は構わずそれに、と続けた。

「お前は、それよりも明るくて、朗ほがらかで……可愛らしいといった方がしっくり来るからな。キリッとしたあの子とは別だ」

　ガラス細工のように気高くて、クールだがそれでいて儚はかなげな所もあるモニカと、ソーニャの雰囲気は真逆のものだ。

　ソーニャはもっと温かで華はなやかで、陽ひに向かって咲さく向日葵ひまわりを思わせる。年ねん齢れいを考えると逆であるべきという気もするが、お前はそれがいい。

　面と向かって、思ったことを思った通りに伝える。実際、ソーニャの明るさには救われている所も多いのだ。それにアルマもそうだが、ソーニャでなければ、シェリルがあそこまで懐なつくことはなかったと思う。

　これで、お前たちのことは結構見ているのだぞ、と。

　そう言葉を締しめくくる。少し褒ほめ過ぎのような気もするが、事実なのだから仕方がない。

　さて、機嫌は直っただろうか。俯うつむいて、小刻みに震ふるえるソーニャの顔を覗のぞきこむ。私とソーニャやアルマの身長だと、身を屈かがめずとも俯いた顔を見るくらいは容易たやすい。というか、実は旅の面子メンツの中では一番身長が低いのは私なのだ……と、最近気になり始めたことが頭に浮かぶ。だが、それは一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでいった。

「あ、お……おおう……ありがてょ……」

　熱でも出ているのではないかと思うほど、真っ赤に染め上がったソーニャの顔を見て。

　忘れていた……！　ソーニャは攻せめこむのは得意だが、攻め込まれるのはてんで駄だ目めだということを……！

　もはや言葉すらまともに発することが出来ないソーニャに、此方こちらまで焦あせってしまう。口説いているつもりはなかったのだが、これではまるきり殺し文句のようなものだ……！　私も流石さすがに学んだ！

「あ、いや、そのだな……あー……そう思っていることは本当だぞ！」

　そして、こういう場を収拾する能力は私にはない！　これも学んだ！

　何な故ぜ事態を悪化させるか！　不器用すぎる自分に嫌いや気けが差す。

　ソーニャは今にも顔から火を出しそうなほど顔を赤らめている。酔よっ払ぱらっている時でもこうはならないというほどだ。

　こういう時はどうすれば良いのだ……！　何時もならばソーニャに助けを求めるのだが、今回はそのソーニャ自身が被ひ害がい者だ。

　気がつけば、周囲の視線も生暖かくなってきている。中には『爆はぜろ』と言わんばかりに憎にくしみのこもった目を向けている者もいるが、今は気にしている暇ひまはない。

「す、少しどこかで休むか……」

「は……はい……」

　まともに思考が働いていないのだろう。借りてきた猫ねこのようにしおらしくなったソーニャが、やっとといった様子で頷うなずきだけを返す。

　また敬語になってしまっているが、これはモニカの真似だとかそういうものではないだろう。

　後で謝る……と今度はかえって傷つけてしまいそうだな……どうするべきだろうか。

　最近の自分を取り巻く環かん境きようの変化に、頭を悩なやませる。私なんぞに……と嬉うれしくないわけではないのだが、どうするべきなのだろうか分からないのは問題だ。

　とにかく、どこかに座って心を落ち着けさせよう。
















　人の目から逃のがれる為ためというのも含ふくめて、私はソーニャの手を引いて歩き出した。また顔の赤みを強めてしまうとも思ったが、背に腹は代えられん。

　こんな状態で情報を探すことなどできるわけもなく──結局、私は集合の時間までソーニャの治ち療りように努めるのであった──








第七話　くろい子犬は忠犬か









　空模様の悪くなってきた昼ごろ。私達は街についた時ソーニャが見つけていたカフェで、昼食を兼かねた報告会を行っていた。

「では、そちらも収しゆう穫かくはなかったのですね」

　とは言っても、今まで詳しよう細さいな場所の分かっていなかった盗とう賊ぞく団のアジトを半日かそこらで摑つかめるはずもなく──アルマ・シェリル組も大した情報は得られなかった、という終わりを見せていた。

　まあ、この結果は分かっていたことだ。アルマもシェリルも、特に気落ちした様子は見られないので、彼女たちも同じことを思っているところだろう。

　……だが、それでも私の心持ちは重い。確しつかりと情報収集を行ってくれたアルマ達とは違ちがい、最初の一時間くらいしか動けていないからだ。

　それもこれも、ひとえに私のせいである。無神経な言葉でソーニャを行動不能にしたあまりか、追つい撃げきまでもかけてしまった──

「どうやらよほどうまく隠かくれている様子で……さっきからどうした、ソーニャ。具合でも悪いのか？」

　その爪つめ痕あとは、今でも残っているらしい。顔の赤みこそなんとか引いてきたが、まだまだ先ほどの衝しよう撃げきは冷めやらぬ様子で、ソーニャは時折口を半開きにして空を眺ながめているのだ。

「え!?　あう、な……なんでもないよ？」

　そして、それを指し摘てきされれば慌あわてふためく……と。こんなやり取りが集合してからもう三回目である。

　これには私も悪いことをした、と流石に反省している。告白の返事を待ってもらっている分際であれとは、ほとほと自分が嫌いやになる。

　しかし思っていることを隠すのもまた苦手で……どうすればよかったのだろうか。

「……なら良いのだが。あまり後を引くようなら明日は休んでいたほうがいいぞ」

　アルマもこんなソーニャは初めてらしく、やり辛づらそうにしている。……なんとなくはソーニャがこうなった理由にも気付いているのだろうが、黙だまっていてくれるのは本当にありがたい。

　昨日のようなことがあったばかりでこんな気き遣づかいをさせてしまうのは、心苦しいものがある。だからといって、アルマの想おもいに応こたえることも立場上難しいのだが……ああくそ、我ながらウジウジしているな。たるんでおる……

「ん、ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶ……明日までには治すよ。絶対に」

　アルマの気遣いを受けたソーニャは顔を振ふるってから、強い眼まな差ざしをその瞳ひとみに戻もどした。

　私のせいでああなったというに、私よりもよほど早く自分を取り戻したらしい。このままでは、ソーニャに好いてもらった自分を恥はじてしまう。こんな私を好いてくれている彼女たちのためにも、それだけはしたくないところだ。

　咳せき払ばらいを一つして、気分を切り替かえる。

「……では、明日は結局ソーニャの索さく敵てき能力に頼たよることになるな。苦労をかけてしまうが、それでよいか」

「任せてよ！　私はもともとそのつもりだったからね」

　これも予定通りといえば予定通りだ。余計……とは言いたくないが、回り道をしてしまってもすることに変わりはない。

　話が終わると同時に、シェリルが大きく口を開け、半分近く姿を残したサンドイッチを放り込む。話し合いと一いつ緒しよに、食事も終わったようだ。

　何を考えているかよく分からない顔でもごもごと口を動かすさまは、なんとなく笑いを誘さそう。

　しかしこれで一日も終わりか。ソーニャの話だと、じき雨が降る頃ころだ。雨具は持ってきているが、雨に降られる前に帰りたい。

　ううむ、雨が降ると、瞑めい想そうくらいしかやることがないのが辛いところだ。思えば、雨の日でも鍛たん錬れんができる道場を持っているというのは恵めぐまれた環境だったのだな。とはいえ無い物ねだりをしても仕方がない。早く強くならねばと焦る気持ちもあるが、雨で身体を壊こわしでもしたらかえって逆効果になってしまう。

「そろそろ帰ろうか」

　大きな音を立ててサンドイッチを飲み込んだシェリルに笑いかけると「ん」という簡潔な返事が返ってきた。

　明日には雨が上がると良いのだが。いや、地面がぬかるむことを考えて別の日にしたほうが良いだろうか？　明日の予定を考えながら、私は伝票に手を伸のばそうとする。だが──

　一瞬だけ殺気が向けられたことで、私はその手を止めた。見れば、他の三人も同じようにしている。気け取どられぬよう自然体を装よそおいながら、平静の表情の下で戦せん闘とう態勢を整えているのだ。

　しかし、私だけは警けい戒かいを強める代わりにため息を吐はき出した。何故ならば、その殺気に……一瞬だけ放った殺気をわざと悟さとらせるという『呼び出し方』に心当たりがあったからだ。

「少し隣となりに失礼しても？」

　後ろからかかったハスキーな少女の声に、もう一つため息を吐つく。まさかこんな昼間から仕し掛かけてくるとは思わなかった。これは少しばかり面めん倒どうなことになるかもしれない。

「……殺気を立てる呼び出し方は改めろと言ったはずだがな」

「そう邪じや険けんにするな。俺達の仲じゃあないか」

　隣は良いかと聞きながら、此方の答えを聞くつもりなどないのだろう。遠えん慮りよなどした様子もなく近づいてくる気配に、頭を押さえながら振り返る。

　そこにいたのは、素そ朴ぼくなドレスに身を包んだ──とても暗殺者とは思えないほど可愛かわいらしい少女。まるで毒を隠し持つ花……村むら娘むすめのように擬ぎ態たいしたツェーンであった。

「あの、師匠せんせい……お知り合いですか？」

　言葉の端はし々ばしに殺気を混じらせながら、アルマが微笑ほほえむ。

　目的はツェーンへの牽けん制せい……といったところだろうか。

　ふと、空を見る。なるほど、ソーニャの言うとおり、今にも崩くずれそうな空模様だ。

「そこの所、私も聞かせて欲しいかな？」

　そう魔ま力りよくを膨ふくらませるソーニャは、アルマと同じく笑え顔がお。

　……これは、雨が降る前には帰れそうもないな。どのみち修しゆ行ぎようは出来ないのだ、割り切るほか無いだろう。

「……まあ、座れ。いい機会だ、紹しよう介かいしておくこととする」

「お言葉に甘えよう。自己紹介くらい、しても良いのだがな」

　そうしたらまた厄やつ介かいなことを言うだろう。心中でそう返し、最後にもう一つだけため息を吐いておく。

　何食わぬ顔で隣に座るツェーンに恨うらみがましい視線を送るが、当の本人はどこ吹ふく風。むしろこの状じよう況きようを楽しんでいると言ってもいいだろう。

　まったく、悪いことはしていないというのに、何な故ぜこんな思いをせねばならんのか。

「どこから話したものか……」

　……いや、心配させることを隠していた、という点では私にも非はあるか。でなければ、話しづらさも感じていなかっただろう。

　どこから話すべきか、やはり出会ったところからだろうなあ。ため息を飲み込んで、顔を上げる。薄うす々うす気付いていたソーニャはともかく、アルマには話しづらいと思いつつ、私は口を開いた。




　　　　◆




「つまりこの子は……スラヴァ君を狙ねらってた暗殺者……ってこと？」

「そうなるな。今はどちらにも元、と付くことを覚えておいてくれ。殺しはやめたし、コイツももう狙っていない」

　はー、と息を吐きながら聞くソーニャに対して、黒いコーヒーを啜すするツェーンが得意気に答える。

　シェリルは話の流れをよく分かっていないようだが、ツェーンが今は無害ということだけ分かると、あとは追加で頼たのんだレモネードをくぴくぴと飲んでいた。

　……とりあえずの所、この二人にはもうツェーンへの敵意は無いようだ。いや、心なしか牽制をしあっているような風にも見えるが……表面上は穏おだやかでいる以上、気のせいということにしておこう。

　だが、ここまでは私も想定していた。この二人は、これで結構さばさばしているというか……過去はどうでもいいと、そう思う傾けい向こうがあるのだ。

　問題は──

「……師匠せんせいを手に掛かけようとしただと？」

　最初から心配していたとおりの反応を見せる、アルマだ。一度私を亡なくしたという過去があるからだろう、この話はアルマの相当デリケートな部分に触ふれると思っていた。

　だからこそ、最初に話が終わるまで静かにしてくれと釘くぎを刺さしておいたのだが──今は無害だと分かっていても、アルマには許せる問題ではなかったらしい。

「落ち着け、アルマ」

　練り上げられた氷の魔力が溢あふれだし、空気を冷たくしていく──今にも飛びかからんばかりの怒いかりを見せる我が娘を、言葉で制する。

　これは私にも問題があるので、あまり強くは言えない。しかし、アルマはそれでも拳こぶしを収めてくれると、そう思っていた。

「ですが……っ！　……いえ、分かりました」

　思っていたとおり、アルマは椅い子すに腰こしを預けて、魔力を鎮しずめてくれる。……こうしてくれると思っていたからこそ、申し訳なく感じた。

　だがツェーンへの敵意がなくなったわけではない。今でもアルマはツェーンを睨にらみつけていた。

　ううむ……暗殺者に狙われた、などと言えばアルマが心配してしまうと思って隠していたが、やはり思っていたとおりになってしまった。

　正直な所、私自身はもうツェーンに狙われたことなどすっかり忘れていた。結果として私は生きていて、ツェーンは私を狙うことはやめている。それに、私は武術家だ。命をかけたやり取りなど珍めずらしくないし、その後で両者が生き残って後あと腐くされを残すなんていうのは、一番嫌だと思うことの一つだ。

　冷静に考えれば、アルマもそのあたりのことは分かるはずなのだがな……

　しかし、私が死んだ日のことを思い出して未いまだに涙なみだぐむアルマの気持ちが分かるのもまた事実で──

　この二人を仲良くさせる理由というのはないのだが、敵意を抱いだいたままというのも……と考えていると、ふとツェーンが眉まゆを顰ひそめるのが見えた。アルマに対して思うことがある……のではなく、単にコーヒーが苦かったのだろう。コーヒーに砂糖を入れなかったのは、単なる格好つけのようだ。

　苦い顔をしたことに気付かれていないと思っているのだろうか。ツェーンはすました顔でコーヒーカップをコースターへと置くと、腕うでを組んだ。

「一つ、聞きたいのだが」

　問いかけるというよりは挑ちよう戦せん的な顔つきで、アルマへと視線を向ける。アルマはそれに腹を立てたのか、食いしばった歯を覗のぞかせるが、すぐに表情を平静へと戻す。

「……何か？」

　平へい坦たんな声に震ふるえはなく、機き嫌げんが悪いくらいに見えるアルマが手元のコーヒーを一口啜る。此方こちらも無糖のブラックだが、飲み慣れているアルマの表情は変わらない。

　腹の中ではツェーンに対する苦く黒い思いが渦うずを巻いているのだろうが、意外にもそれは表情に出ていない。

　どちらかというと、表情を隠かくすのはツェーンのほうが苦手なようだ。暗殺者としてそれはどうなのかと思うが、見られる前に標的を仕留めることを目的としているあたり、そういった技術は必要ないのかもしれない。

「いや、先ほどからお前が憤いきどおっているのが不思議でな」

「よくも抜ぬけ抜けと……！　……師匠せんせいを狙ったなどと聞かされて、平静でいられるはずがないだろう」

「ほう？　ではお前は俺如ごときに狙われて、こいつがどうにかなると思っているのか」

「そんなわけないだろう！　……あ」

　だが、こういった駆かけ引きは、ツェーンの方が一枚上手のようだ。というより、アルマが苦手すぎるというべきだろうか。

　なにせ、アルマは私の娘だ。頭をつかうことは、あまり得意ではない。

　ツェーンが言ったことは、傍はたから見ていると論点のすり替かえに他ほかならないのだが──アルマは、申し訳無さそうに私の方をチラチラと見始める。助けを求めるような瞳ひとみは、親の私としてはつい可愛らしく感じてしまうのだが……ううむ、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、これで。

「あ、あの……師匠せんせい……」

「……いや、気にしておらんよ。心配してくれる気持ちは嬉うれしく感じる。ありがとう、アルマ」

「勿もつ体たい無ないお言葉です……」

　私が絡からむとどうにもこの子は残念だというか……こういう所はこの旅を通して、少しずつ直していかねばならんな。

　ソーニャもそんなアルマを見て、頭を押さえていた。アルマが何かしらツェーンに言うことを期待していたのかもしれない。旅の仲間の命を狙っていた、と聞かされて良い感情が持てるはずはないので当然か。

「心配させるまいと黙だまっていたことで、余計に心配をかけてしまったようだな。すまなかった、アルマ。私も隠し事をすることは申し訳なく思っていたのだが──」

「……っ！　いえ！　頭を下げないでください！　師匠せんせいにそうされては、私は……！」

　しかしなんとも、本当に大丈夫だろうか。アルマは軽く涙目になっている。これ以上謝っても逆効果になってしまうだろう。

　隣の様子を覗くと、ツェーンは愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らしていた。まったく、此奴こいつは……どうにも悪戯いたずらっぽい所があるというか、加速度的に普ふ通つうの少女になってきているというか……

　この話はここらでやめておいたほうがいいだろう。

「はあ……それで、ツェーンも何用だ。まさか顔を見せに来ただけというわけでもあるまい」

「と、そうだったな。なに、少しばかり興味深いだろう情報を届けにね」

「興味深い情報？」

　慌あわてているアルマを見て満足したのだろうか。話題を変えるとツェーンは意外にもあっさりと私の話に乗ってきた。妙みように勝ち誇ほこった顔をしているので、多分間ま違ちがいはないだろう。

　しかし手助けとは。彼女なら私達の予定を把は握あくしていてもおかしくはないし、明日に関することだろうか。

　聞き返す私に、ツェーンは笑みに混じる愉快そうな色を強める。

「盗とう賊ぞく団のねぐらを探しているのだろう？　その場所を探してきてやった。もちろん、大おお雑ざつ把ぱにこの辺りというのではない、詳しよう細さいな位置をだ」

　待っていましたとばかりにツェーンが返したのは、予想通りで、予想以上の答えだった。

「それは確かに……興味深いな。だが急にどうした？　お前には私達に協力する義理はないはずだが……」

　だが、何故ツェーンは私達に協力してくれるのか。そう聞くと、ツェーンは表情から笑みを消した。それからすぐ、代わりに浮うかんだのは自じ嘲ちよう的な──けれどどこか満足しているような、不思議な笑みだった。

「義理はなくとも義務はあるんだよ。お前には命という借りを受けているからな。俺が俺自身につけた命の値段は、そう安くないということさ」

「……なるほどな」

　付き合いは短いが、それでもツェーンらしいと思ってしまう答えに苦く笑しようする。

　この表情だと、その全すべてが本心という訳ではないだろうが、本人がそういうのだ。今はそういうことでいいだろう。

「……ふ、まあいい。さっさと本題に入るぞ。コレを見ろ」

　話題を切り替かえ、ツェーンは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　見ろという言葉通りにテーブルの上へと広げられた紙は、どう見ても地図だった。

　用意がいいというかなんというか……感心しながら、素す直なおに言葉を待つ。

「大体だが、これが森の全体図だ。奴やつらがいるのは、だいたいこの辺り。森を切り拓ひらいて小屋を建てているようだった」

「ようだった、とは？　実際に見てきたのか？」

　丸で囲まれている場所を指しながら、まるで見てきたかのように言うツェーンに補足を求める。

「ああ、聞き込みで場所は絞しぼり込めていたのでね。あとは実際に行ってみただけだ。罠わなの類たぐいは無いようだったな。魔ま人じんの用心棒とやらを、よほど信しん頼らいしているらしい」

　言葉の通り、ツェーンはその場所を実際にその目で見てきたらしい。

　それはまた……いくら借りを感じていても、聞き込みを行った上実際にその場所を見に行き、地図まで作成しておくとは。あまりにも至いたれり尽つくせりで申し訳なくなってくる。

「それはいいが、あまり危険なことはしなくても良いのだぞ？」

「危険なものか。森で俺を見つけられる奴がいたら、尊敬するよ」

　一応……というと悪い風に聞こえるが、ツェーンもこれで若い少女だ。あまり危ないことはしてほしくないのだが、返ってくるのは得意げな笑み。

　自信を持っているのはよいが、行き過ぎはいかんぞ。いつか痛い目を見ないとよいのだが。

「そういう問題ではない。ツェーンに何かあれば、私もいい気分はせん。そうなったら、借りを返すどころか逆効果になってしまうぞ」

　無む駄だだとは知りつつも、そう言ってしまうのは年をとった証しよう拠こだろうか。つい説教臭くさくなってしまって良くないな。

　だが、ツェーンが見せたのは意外な反応であった。

「……ふん、分かった。雇こ用よう主ぬしがそういうのでは、仕方がないな」

「分かってくれたのならば嬉しい。……だが、情報を仕入れてきてくれたことは、素直にありがたく思うよ」

　何ど処こか芝しば居いがかってはいるが、ツェーンの返事は意外にも素直なものだったのだ。

　腕を組んでそっぽを向いているが、苛いら立だちや怒りのようなものは感じない。分かってくれるのは嬉しいが、てっきり怒おこるか自分の才を保証しようとするものかと思っていた。……ふむ、やはりまだ付き合いが短いからか、細かい所はよく分からん。

「……調子が狂くるう」

　ため息と共にそう吐はき出すと、ツェーンはコーヒーを口に含ふくんだ。また眉を顰めたが、かえって調子を戻もどすための気付けになったのかもしれない。

「しかし、どうやってこれ程精度の高い情報を手に入れたのだ？　それにその格好は……」

　話題を変える狙ねらいを兼かねて、気になっていた疑問を投げかける。

　私達……はともかく、二手に分かれて情報を集めても大した情報を得られなかったというのに、ツェーンが持ってきた情報は見事なものだった。

　いつから調べていたのかは分からないが、それでも私達ではここまで詳細な情報は手に入れられなかったと思う。

　また、ツェーンの服装も疑問の一つだ。何処にでもいそうな町まち娘むすめというか……いつもの黒装束とは違ちがう素そ朴ぼくなドレスに身を包んでいるツェーンは、男と間違えることは決してないだろうと思うほど少女らしい。

　二つの疑問を受け、ツェーンは誇らしげに鼻を鳴らす。多分、聞いて欲しかったのだろう。胸に手を当てるツェーンはとても嬉しそうだ。

「情報を持ってそうな奴に絞って話しかければ容易たやすいことさ。あとは俺が実際に裏を取ればいい。この服装も、情報を集めるときには便利でな。無害そうな町娘を装えば、相手の警けい戒かい心も薄うすれる。どうだ、中々似合っているだろう？」

　饒じよう舌ぜつになったツェーンはそれだけでは飽あきたらず、席から立ち上がってくるりと回り、スカートを膨ふくらませてみせた。

　歳とし相応の少女らしい振ふる舞まいは非常に可愛かわいらしく思える。思えるのだが──

「……なんか、私この子のこと少し分かってきちゃった気がする」

「……だろう？」

　耳打ちをしてくるソーニャに返すのは、苦い笑い。

　やはり、この子が分かりやすいと思うのは私だけではなかったようだ。言い負かされたアルマは、悔くやしさ半分呆あきれ半分で頭に手を当てている。

　またシェリルが手を叩たたくことでツェーンが気を良くしているのが、さらなる脱だつ力りよくを誘さそう。

「ん、どうした？」

　こそこそと話をしている私達を見つけたツェーンが、自信に満ちた笑えみのまま視線を送ってくる。本当に、戦っている時とは別人のようだな。最速最短で急所を狙ってくる機械のよう……という印象は、今のツェーンからは想像できない。

「いや……よく似合っている。可愛らしいと思うよ」

　なんとなく残念な匂においのするツェーンに、ソーニャと話していたままの表情で返す。

　色々と思う所はあるが、それは本当だ。素直な感想を伝えると、ツェーンは再び椅い子すに腰こしを下ろし、身を寄せてきた。

「くくく、そうか。ならばいつぞやの話を考えてみてはどうだ？」

　耐たい性せいのないことをされ、思わず身体が硬こう直ちよくする。ふと視線をずらすと、硬直しているのは私だけではないことが分かった。

「い……いつぞやの話とは……？」

　しかし、その言葉に覚えがない。頰ほおに手を伸のばされ、焦あせりが浮かぶ。動いているのがツェーンと、動きの意味が分からずに首を傾かしげるシェリルだけになった時、私はその質問が悪手だと気付いた。

　もしやいつぞやの話というのは──

「なんだ、忘れていたのか。お前の愛人になってやってもいい、という話だよ」

　思考とツェーンの言葉とが重なり、私は遅おそかった、と思い浮かべた。

　ああ、何な故ぜ最近はこんなことばかりなのだ……後が怖こわいが、今ここで冷静になっておかねばより大きな後こう悔かいをすることになる。

　たじろぐ心と身体からだに心中で平手を打ち、佇たたずまいを直す。

「っ……だから、愛人も何も特定の相手がいないと言っておろうが。あまり人をからかうものではないぞ」

　伸ばされた手を払はらいつつ、なんとか声に冷静を取り戻す。

　本当に、こういうやり取りには弱くて困る。かと言って、慣れようと努力するのも自意識過か剰じようなようで好きではないし、どうしたものか。
















「からかってなどいないさ。だが、そうか……特定の相手がいないというのならば、そちらを狙うのも良いかもしれないな？」

　手を払ってもなお寄ってくるツェーンに困こん惑わくする。ソーニャやアルマならば一度こうすれば引いてくれるのだが、どうやらこの子はそれだけでは駄だ目めらしい。

「なあスラヴァ。お前はとても面おも白しろい奴だ。俺の世界など狭せまいものだが、そんな狭い世界でもお前にだけは興味を抱いだける。新しん鮮せんなんだよ、お前との一秒ごとが」

　近づいたツェーンの息が頰にかかると、それが熱を持っていることに気付いた。

　騒さわぐ心臓の音を聞かれそうなほど近くまで来たツェーンが頰を撫なでる。その感かん触しよくを確かめるようにツェーンはまた一つ熱いため息を吐つくと、波のように静かに引いていく。

「友情か、愛情か……この感情がなんというのかは知らん。だが、俺はお前の傍そばにいられるのならば、形はどんなものでも構わないと思っているよ。それだけ……一つだけ、覚えておけ」

　息が届かなくなるくらいに離はなれたツェーンは、くすりと鼻を鳴らした。

　そのままツェーンは立ち上がると、落ち着いた色のドレスをなびかせて背を向ける。

「ではな。何いずれの夜にまた会おう」

　顔だけをこちらへ向けてそう残すと、ツェーンは去っていった。

　……これは、またなんというか。何から何まで意外な出来事に、あっけにとられる。

　ただでさえ色々と考えることが多いというに、ツェーンまでもがそれに絡からんでくるとは……完全に詰つめ込み過ぎだ。もはや何から考えてよいものか分からん。

「……スラヴァ君は。また女の子引っ掛かけて……」

　頭をひねっていると、隣となりのソーニャから冷たい視線が飛んできた。責める……というと言い過ぎか。抗こう議ぎするような視線に、慌あわてて弁明する。

「い、いや！　誤解だ！　今回ばかりはただ狙われたというだけだぞ!?」

「まあ話を聞いてるとそうだよね……」

　一応、洗いざらいを話したあとということでソーニャは弁明をすんなりと受け入れてくれた。

　……しかし、何故だ？　このようなことになる要素はなかったはずだが……

　言ったとおり、ツェーンとは標的と、暗殺者というだけの間あいだ柄がらだ。その後情報をもらったりはしていたが、特に変わったことはないはず。

　そんなことになる理由がない……と考えると、一つだけ思い当たりがあった。ツェーンは会話らしい会話をするのは私が初めてだと言っていたが、それだろうか。

　思い浮うかんだ考えを、そのまま口に出す。

「それで、いつもの調子で話してたの？」

　すると、ソーニャはなんとも言いがたい、呆れたような瞳ひとみで私を見やった。

「……？　それは、そうだろう。いくら最初は命を狙われたとはいえ、一度手合わせをしたならば後あと腐くされは残さんよ」

　何を当たり前なことを、と。表情で付け加える。

「ああ……原因、それだよ……」

　だが、ソーニャが言うにはこれが良くなかったらしい。見れば、アルマもソーニャと同じ顔をしていた。

「人と喋しやべり慣れてない子が、認めた相手から口説かれたらさ、誰だれでもああなるって……」

「く、口説いてなどおらんぞ？　そもそも私の言葉は大体思ったことをそのままだな……」

「だからそれが良くないんだってば。スラヴァ君はもう少し、自分の言葉が人にどういう影えい響きようを与あたえるか考えなさい」

　もはや呆れを隠かくさないソーニャは大きなため息を吐いている。また何かやらかしてしまったらしい。

　気をつけてはいるのだが……どうにも難しいな。特に問題のあることを言った覚えはないのだが……

「乙女おとめ心ごころは難しいのう……」

　しんみりと呟つぶやいた自らへの不ふ甲が斐いなさは、雨の音に溶とけていく。少しは女心の勉強もしたほうがよいのだろうか……

「雨、すごい」

「そうだなあ」

　まるでごまかすように、外を見て感心したように息を漏もらすシェリルに同調すると、小さな呟きを拾っていたソーニャが笑った。

　そのことに顔をしかめつつも、ソーニャの調子が戻ったことを嬉うれしく思う。雨の日は外のせわしなさとは対照的に、ゆっくりと進んでいくのであった。








第八話　懐なつかしき邂かい逅こう









　雨の日から二日がたった朝。

　まだ太陽が昇りきらぬ早い時間に、私達はルフォの街から少し離れた位置にある森へとやってきていた。

　ここに来るのは予定では昨日ということになっていたのだが、一昨日おとといの雨は中々に強く。森という場所から地面がぬかるむことを考こう慮りよし、予定を今日にズラしていたのだった。

「……ふむ、大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　森の外とは質の違ちがう土を、強めに踏ふんでみる。それが大丈夫だったので、今度は少し強めに踏み込みを。

　……どうやら、問題なさそうだ。水はけの良い土地なのだろうか？　それはともかく。

「では──各おの々おの、準備は良いかね？」

　これでようやく、捕とり物が始められる。

　ここ二、三日ロクに身体を動かせてなかったので、ついつい口の端はしが上がってしまう。……どうやら、それはアルマ達も同じようだ。仮面で隠れて顔は見えないが、多分ソーニャも同じだろう。

　これより私達が相手するのは、ルフォの街周辺で活動する盗とう賊ぞく団だ。

　武術家との手合わせではない、悪人との実戦というのはしばらくぶりに感じる。

　いや、よくよく考えればツェーンとのそれも後者のやり取りに近いか。

　……と、いうのはどうでもよいか。大切なのは、これが命をかけた実戦ということだ。

　この武者修しゆ行ぎようの旅も、今はその姿を変えている。

　これからは武術家を相手に己おのれを磨みがくだけではなく、命を賭としたやり取りにも慣れていかなければならない。殺意をもって襲おそってくる『敵』と戦うための、より濃こい戦せん闘とうへの理解が必要なのだ。

　この戦いは、その第一歩であった。盗賊団の持つ力は、武術家と比べればたかが知れているだろう。だが、奴やつらは殺すことを厭いとわぬ、一歩踏み込んだ戦い方をするだろう。

　その一歩だ。殺し合いは慣れているが──今は、その距きよ離り感の一歩先を摑つかみたい。

「スラヴァくん」

　シェリルに名を呼ばれ、いつの間にか強く拳こぶしを握にぎりしめていたことに気がついた。

　焦りも無いわけではないのだが、これから戦いに赴おもむく以上、それは無用の長物か。

「どうした？」

　意識をあるべき場所に戻もどしてくれたシェリルに微笑ほほえみかける。

　一応は敵地のすぐ近くだ。そろそろ考え事はやめなければならないな。

「てかげん、しなくていい？」

　この子も、そのあたりは確しつかりとしているようだ。口の端を釣つり上げたシェリルは落ち着いてはいるが、半分くらいは気分を昂たかぶらせた状態になっていた。

「一応は、殺さん程度に加減してやれ。だがもしもお前自身に危険が迫せまったら、その時は目め一いつ杯ぱい暴れるがいい」

「……あは、分かった」

　私の答えに、シェリルは温かい息を漏らした。こういう荒あら事ごとが好きなあたりは、やはりあの男の孫だ。シェリルの父──チェスターの息子むすこは温厚だったというが、いっそ顔が見てみたかったものだ。

「スラヴァ君」

「分かっている」

　だがその点は私も人のことは言えんか。手のひらに拳を打ち付けると、気分が高こう揚ようしてくるのが分かった。相手がなんであれ、実戦となればこうなってしまうのは、まだまだ青い証しよう拠こだな。

　ソーニャの声に応こたえ、身体に魔ま力りよくをみなぎらせていく。どうやら早さつ速そくお出で迎むかえのようだ。

　……此方こちらを狙ねらう気配が一つ。隠そうともしていない殺気が肌はだを焼く。

　これは、存外楽しめそうだ。私を刺さす魔力の強さに、口角が上がる。

　殺気の主が狙うのは、一見して一番弱そうに見えるシェリルでなく、また名が広まっているアルマでもない。強い魔力は真まっ直すぐに私へと向けられていた。恐おそらくは敢あえてなのだろう。殺気の位置から一番近いのはソーニャだ。狙いやすいわけでもない私をわざわざ狙っているのには、意味があるのだ。

　恐らくは──同類。熱ねつ烈れつなラブコールだ。応えないわけにはいかんだろうよ。

「下がっていろ」

「……はい」

　これは私の客だ。そう伝えるかのように一歩前へと足を進めると、殺気の向けられた方向を分かっているのだろう、アルマ達はすんなりと下がってくれた。

　向こうも私達が自分の存在に気付いているというのは承知済みのはず。奇き襲しゆうは端はなから狙っていないだろう。私はここだと、伝えるように戦闘態勢をとった。

　直後──吹ふき荒あれる黒い暴風。意志を持った竜たつ巻まきが、突とつ進しんと共に拳を突つき出してくる。

　そこいらの悪漢とは比べものにならない、凄すさまじい魔力だ。もしや彼奴きやつが噂うわさの用心棒か。いきなり当たりを引いたかもしれない……と、期待を膨ふくらませながら、固めた腕うでを交差して防ぼう御ぎよを整える。

　体重を乗せきったストレートが、十字の盾たてを叩たたく。腕を通して身体を伝わる衝しよう撃げきに、笑ってしまう。なんてことだ──今回の任には期待していなかったが、これ程ほどの者に出会えるとは！

　久方ぶりに出会えた好敵手の顔を確かく認にんするため、防御の奥から襲しゆう撃げき者を覗のぞき見る。

　そこにいたのは──褐かつ色しよくの肌に、鋭するどく光る紅あかい瞳。

　思わず顔が驚きよう愕がくを形作るが、私はすぐにそれを沈しずめ、再び笑えみを浮かべる。

「よォーう、久しぶりだなあ、旦だん那な」

　見覚えのある声と共に飛び込んできたのは、見覚えのある顔であった。

「まさか、この国でお前と会うとはな。久しぶりじゃあないか、ええ？　ダグラス」

　拳を収めたダグラスを見て、私も防御を解く。私とダグラスが浮かべている笑みは攻こう撃げき的なものではなく、自然と旧友に出会ったような懐かしさを宿していた。

「あ……えーと……ダグラスだ」

「おー、元気そうだな白い嬢じようちゃん。つーか呼び捨てか。まあいいけどよ。そっちの仮面は、あん時の金きん髪ぱつの姉さんかい？　アンタも久しぶりだな」

「そうですよー。いつぞやはどうも」

　記き憶おくの中の名前と顔を一いつ致ちさせたシェリルがダグラスを指差すと、ダグラスはシェリルの方へと歩み寄り頭をポンポンと叩く。

　そのままついで程度にソーニャに挨あい拶さつを済ませていると、にこやかに挨拶を交かわす私達についていけないのか、唯ゆい一いつダグラスと面識のないアルマが私の肩かたを叩く。

「この青年は……？　お知り合いですか、師匠せんせい」

「ん、ああ……セリアの劇場が占せん拠きよされた時に、ちと手を貸してもらってな。まあそれ以前にも何度か手合わせをしている仲だ」

　どこか声を潜ひそめるように、遠えん慮りよがちに投げかけられた疑問に、何でもない風に返す。

　するとそんなやり取りが目についたのだろう、ダグラスが手を上げながらこちらへと近づいてくる。

「よォ、アンタは初めてだな。……っても、知らない顔じゃあねぇが」

「む……ああ、初めまして。ええと……？」

「ダグラス＝ブラードだ、よろしくな。アンタはアルマ＝シジマだろう？　こんな所で見かけるたァ思わなかったよ」

　困こん惑わくするアルマに差し伸のべられるダグラスの手は、握あく手しゆを求めながらもひどく野性的な挑ちよう戦せんに満ちていた。

　若い武術家であるダグラスからすれば、エルフの英えい雄ゆうと呼ばれる武術家であるアルマは、非常に興味深い相手なのだろう。そして、その挑戦に気がつかないほど、アルマも牙きばを失ってはいない。

「……ああ、よろしく」

　決して引かず、しかしいなすように。こういう敵意に慣れているのだろう、握手に応じるアルマの表情には切れ味のある鋭い笑みがあった。

　うむ、いい感じにぴりぴりとしている。この空気は、好きだ。

「いいねえ、いい目だ。シジマ流のモンは皆みんなそんな感じなのかねぇ」

　緊きん張ちよう感のある空気を味わうように、目を細めるとダグラスは手を離はなす。

　意外にも、その瞳ひとみは穏おだやかであった。

「さて、と。できれば今からでもお相手願いたい所だが……お前さん達、この森に来たのは何が目的だい？」

　だが、空気を仕切りなおすと──放たれたのは、殺意にも似た赤黒い色の魔力。

　笑みに牙が剝むかれ、その笑みは肉にく食しよく獣じゆうのような獰どう猛もうなものとなる。

　初対面のアルマが、静かに魔力を研とぎ澄すますが、私は構いなく答える。

「盗賊団と言えば分かるだろう？　──私は、最近入った魔ま人じんの用心棒とやらがお前だと楽しめそうだ……と思っているのだが」

　ダグラスの問いかけに答え終わる頃ころには、私の笑みもまた同じようなものになっていた。

　取り囲む木々が、獣けものを封ふうじ込めておくための檻おりに見えてくる。

　どちらからでも仕し掛かけられる。いつ切れるかわからぬほどに張り詰つめられた糸が、今まさに千切れんとした時、ダグラスがふと息を漏もらす。

「ハッ……そうだったら面おも白しろおかしいことになると思ったんだがねぇ。残念ながらロクでもない仕事は休業中なんだよ」

　お手上げ、といった仕草をするダグラスにより、張り詰めた糸が緩ゆるめられる。

　なんとなくは予想がついていたが、どうやら違うらしい。もしもダグラスが私達の『敵』ならば話をするまでもなく、最初の一いち合ごうから戦いが始まっているはずだ。

　と、なると──

「今回は俺も狩かる側でね。アンタ達もそうじゃあないかと思って声かけたってぇワケさ」

　ダグラスも『此方側』だったらしい。

　思えば最初の一撃は殺気こそ含ふくまれていたが、嫌いやらしい害意のない気持ちのよい──と言っていいかは分からないが──ものであった。

　ダグラスがこう言うのだ、敵ではないというのは信用してもよいだろう。どういう訳だか此奴こいつは噓うそを吐つくような者には思えんし、この青年の気性ならば騙だまし討うちを仕掛けるような『勿もつ体たい無ない』ことはしない筈はずだ。

「そうか、それは残念だ」

　私も息を吐はき出しながら、魔力を収める。

　知り合いが敵でなくて残念──というのは少々質たちの悪い冗じよう談だんだが、その気持ちは本当のものだ。此奴が敵で、命を懸かけた戦いができるのならば、それはきっと素す晴ばらしいものになったろうに。

　私の軽口に、ダグラスもまた快活な笑いを上げる。

　此奴とはどうにも馬が合う。こんなやり取りをしていると、若返ったようだ。……いや、もうとっくに若返っているのだったな。

「まあそんなわけで、今回は穏おん便びんに行こうぜってこった」

「先に攻撃を仕掛けておいてよく言う」

「俺達には挨拶みてぇなモンだろう？」

　差し伸べられた手を握り返しながら、軽口を叩き合う。

　普ふ段だんは周りに少女がいるから、こういう快活な男とのやり取りは中々に新しん鮮せんだ。すっかり敵意のない私たちを見て、今はアルマも緊きん張ちようを解いている。今の今まで、油断なく警けい戒かいを続けているあたり真ま面じ目めというか。

　アルマが敵意を収めたことを感じ取ったのだろう、ダグラスは笑みの質をまた攻撃的なものに変えた。といっても、戦いを挑いどもうというそれではない。どちらかと言えば悪戯いたずらを考えた子供のようなものだった。

「んで、ここからが本題なんだがよ──どうだい、ちょいと俺らで手ェ組まないか？」

　何かを企たくらんでいるというのは私が笑みから受けた印象通りのもので──なるほど、それは中々面白いと思わせる提案だった。

　私達だけでも盗とう賊ぞく団なぞに遅おくれを取るつもりはないが、そこにダグラスが加わるとなれば、それは盗賊団にとってはちょっとした災さい厄やくのようなものだろう。

　若さゆえに荒あらい部分こそあるが、ダグラスの実力は達人と呼ばれる者達と比べても遜そん色しよくのないものだ。立ち合えば命を懸けてでも勝ちに食らいつこうとするストイックさで、幾いく千せんもの戦いに臨のぞんだ経験こそが、この若さで奴やつをそこまでに引き上げたのだろう。

　荒事で日ひ銭ぜにを稼かせぐチンピラのような暮らし方をしていても、積み上げてきた戦いの経験は誤ご魔ま化かしの利きかない真実のものだ。これほどの実力を持つ者の申し出ならば、断る理由はない。

「いいだろう。またお前と戦えることを、嬉うれしく思うぞ」

　それに、今はそんなダグラスの戦い方に学ぶこともある。

　久しく忘れていた感覚。……格上に喰くらいつく、牙の研ぎ方を。

　ダグラスの獰猛な心のあり方を隣となりで見られるというのならばこれ以上の教材はない。

「お前達もそれで良いか？」

「いいよー」

「同じく」

「師匠せんせいが言うのでしたら」

　シェリル達に聞いてみると、それぞれ違ちがった反応が返ってきた。

　アルマからはほんの少しの不満を、シェリルからは顔見知りだろうか、思ったよりも好意的な反応だ。ソーニャは、どちらでも良いといった感じだろうか。

　性格が出ている反応に、思わず笑ってしまう。ダグラスとのやり取りも楽しいが、それぞれが違うこの子達との日々もまた、飽あきないのはこれが理由だろうか。

「良いそうだ」

「それはありがたい。報ほう酬しゆうは五人で割った数でいいからよ、よろしく頼たのむわ」

　ダグラスならばもう少しとっても良いと思うのだが、ダグラスもまた金への執しゆう着ちやくはあまりないらしい。

　悪党の用心棒なんかをしていたのは、金よりもそれに見合った危険を目的としていたのだろうな。すぐに理解してしまうあたり、やはりこいつは私と近い。

「話も纏まとまった所で、行くとするか。重ねて言うが、これは実戦だ。お前達も十分に注意するように」

「全力でやっていいんだよね……？　だいじょぶだよ！」

「腕うでが鳴るねぇ。久々に旦那の戦いを見られるとあっちゃあ、無様な所は見せられねぇよなあ」

　魔人の血を内に宿す二人は、もうそろそろ我が慢まんも限界のようだ。

　若さも助けてか、血気盛んなことだ。まあ、今は私も人のことは言えんが。

「よし、では敵のねぐらに向かうとするか」

「おー」

　一応敵の本ほん拠きよ地ちが近い故ゆえ、声は抑おさえめだが鬨ときの声を上げる。かつてセリアを救出する時にもしたことだが、そこにアルマが加わっているのは新鮮に思えた。

　思わぬ人物を加え、私達は森を進むのであった。








第九話　『俠きよう』の刃やいば









「……どうだ、ソーニャ」

　森を進んで、十数分が経たったころ、私達は森の中央部から少し外れた所で足を止めていた。

　ツェーンから渡わたされた地図によると、盗賊団のねぐらはここから歩いてすぐの場所にあるとのことだ。

　地面に敷しいた布の上に長い耳を付け、音を探るソーニャが顔を上げた所で、私は声をかける。

「うん、ツェーンちゃんのくれた情報は確かみたいだね。殆ほとんど地図の通りの場所にあるよ。あと、言ってたとおり罠わなもなさそう。木の上に作られてたりしたら、ちょっと分からないけどね」

　手についた土を落としつつ、ソーニャは息を吐いた。森の中という場所で何い時つも以上に集中しているからか、少しばかり骨が折れたようだ。

　ソーニャが『視みた』上で同じことを言っているあたり、ツェーンのくれた情報はかなりの精度を持っていたようだ。……単身でそれを調べてくるとは、奴も中々侮あなどれない。

「相変わらずとんでもないことするよなあ、こんな土の上じゃ、足音もそんなにしねぇだろうに」

　僅わずかに疲つかれを見せているものの、報告をなんでもないように済ますソーニャに、ダグラスが呆あきれ半分の声を上げる。

　自然体にするということは、それだけ得た情報に自信があるということだ。離れた場所から耳を付けるだけでまるで見てきたかのように言うというのは、とんでもないことに見えるのだろう。

　事実、見慣れはしたがソーニャの行う感知の技わざが絶技であることは、誰だれにも否定のしようのないことだ。私も驚おどろきこそしなくなったが、見るたび感心させられている。

「足音だけじゃなくて、魔力とかも感じてるからね。見慣れた人なら、一キュロ以上離れたところからでも見つける自信があるよ。風下で匂においが分かれば、もっと行けると思う」

　自身に向けられた驚きの声に、ソーニャは胸を張って鼻を鳴らす。だが、それを咎とがめられるものは誰もいないのだろう。同じことができる者がこの世界にあと一人でもいるかと言われれば、いるだろうと答えられる者の方が少ないほどの技なのだから。

　ともかく。これで情報にも裏が取れた。

「で、どうする？」

　あとは作戦を決めるだけだ。此方こちらは五人だが、一応向こうは二倍以上の数という情報がある。

　ねぐらを離はなれた敵から各個で仕留めて有利に近づけるとか、戦法はいくつか考えられるだろう。

　私の聞く所は、皆みな理解できているらしい。どのような意見があるか、募つのると──

「しょうめんとっぱ！」

「そりゃあ真正面から喧けん嘩か売ってやるに限るだろうよ」

　これ以上ないくらいシンプルな答えが返ってきた。

「私もそれでいいと思うよ。目的は修しゆ行ぎようなわけだし」

「そうなると思ったよ……」

　前二人は予想できたことだが、ソーニャもその案に賛同したことで、アルマがため息を吐つく。

　アルマはこれで、英えい雄ゆうとして荒あら事ごとを引き受けることも多かったようで、こういったことは慣れているらしい。そういった場合はなるべくスムーズに済ます方法を好んでいたようだが、その顔は意外にも悪くなさそうな笑みを浮うかべている。

「私も賛成です。どういたしますか、師匠せんせい」

　くすりと笑ってから、アルマは横目で私を見てきた。

　なんだかんだ、結構楽しみにしていたらしい。最近ではアルマも昔に戻もどってきているというか──父の目線で悩なやむべきか、師し匠しようの目線で嬉しがるべきか、迷う所ではあるな。

「決まりだな。正面から、正々堂々叩たたき潰つぶすぞ」

　だが、私好みの答えだ。

　そう、元からこうなることは分かっていたのだ。戦いを求めてきたのだから、小細工などしては『勿体無い』。

　結局満場一いつ致ちで私達の『作戦』は決定した。

　これだから、楽しい。

「分かってるねぇ、旦だん那な」

　拳こぶしを打ち付けるダグラスは、見るからに愉ゆ快かいそうだ。その攻こう撃げき性は、あとでたっぷりと見せてもらうとしよう。

「よし、行くぞ」

　意思を一つにした私達は森を歩み始めた。

　噂うわさだと盗賊団を捕とらえに来た者達には帰らない者もいたという。今までの奴らは、キャンプを張り獲え物ものを待つ狩人かりうどだったのだろう。だからこそねぐらの正確な場所は今まで分かっていなかった。

　しかし今回は違う。

　今回の奴らは──ねぐらで怯おびえる兎うさぎになってもらう。

　程ほどなく、盗賊団がねぐらとする小屋が見えてくる。小屋といっても、その規模はそれなりに大きい。それだけ盗賊団の人員が多いということだろう。コレならば取り合わなくても済むかもしれない。

　口の端はしを歪ゆがめ、ただ自然体で、歩く。

　それは、さぞかし異様に映ったことだろう。ダグラスを除けば女子供。それに、不気味な鳥の面を被かぶった者が一人。計五人の男女が、真正面から堂々と歩いてきたのだから。

　見張りに立てられたガラの悪い男たちは、二人共が口を開き、驚きの表情を浮かべていた。

「何者だ、お前ら」

　だがよく見れば『美お味いしい』相手だと気付いたのだろう。強気の態度で、剣けんを向けた男が問うてくる。

　さてどう答えたものか。気の利きいた返しを考えていると、ダグラスがずいと一歩前へと足を出す。

「正義の味方さ。臨時のね」

　意外な答えであったが、思わず私は喉のどを鳴らしてしまった。ダグラスと出会ったのは、ちょうどこんな場面だったと思い出したからだ。

　よく言う。控ひかえめな笑いから心中の呟つぶやきがダグラスにも伝わったのだろうか。ダグラスは不ふ機き嫌げんそうに「なんだよ」と聞き返してきた。

　まるで緊きん張ちよう感のない私達のやり取りは、それなりに気の利いた返しだったようだ。

「お前達……賞金稼かせぎか。俺達も随ずい分ぶんと舐なめられたモンだな……！」

　ぱっと見で女子供の目立つ一団にコケにされ腹がたったのだろう、見張りの男達は殺意の混じった魔力を向けてきた。

　……悪くはないが、ちと足りんな。

「おい！　賞金稼ぎだ！」

　見張りの男が叫さけぶと、中からぞろぞろとロクでもなさそうな男達が出てくる。

　その数、十二名。建物の割に多い人数にほう、と息を吐はいた。

　一人頭二人か三人か。そんな勘かん定じようをしていると、男達の中から一ひと際きわガタイの良い男が前へと出てくる。

「最近はお客さんが多くて嬉うれしいじゃねえか」

　格好は他の者達と大差は無いが、持っている剣が一段良いものだ。恐おそらくはこの男が盗とう賊ぞく団の首領だろう。

　首領とみられる男は、私達を値ね踏ぶみするように睨ねめ付ける。

「こりゃいい。魔ま人じんはともかく、若いエルフじゃねえか。高く売れそうだ」

　魔力はそれなりに高そうだが、その言葉にため息を吐きそうになった。全く、相手の魔力を探さぐることもせんとは。この盗賊団はよく今日までやってこられたな、と感心した。

　しかし──

「油断めさるな。この者達は、出来るぞ」

　その男の背後に控える青年が、静かに声を響ひびかせる。

　よく見ている者もいるようだ、と思ったのもつかの間。青年の容姿を見て、私は口の端を釣つり上げた。

　何よりもそのものの存在を示す、真しん紅くの瞳ひとみ。そして──汚よごれからか多少くすんだ──色を不要と切り捨てた、乾かわいた白髪しらが。

　間ま違ちがいがない、魔人だ。となると、噂の用心棒というのはこの青年のことだろう。

　青年は、盗賊団の首領を制しながら、冷たく鋭するどい視線を私達へと向けていた。佇たたずまいといい、力を見み抜ぬく目といい──『できる』。思わぬ出会いについ笑えみを浮かべてしまうのは、必定のことであった。

「……おめえがそういうってこたぁ、そうなんだろうな。おい、気をつけろよお前ら。どうやらちょいと厄やつ介かいなお客さんだそうだぜ」

　その青年の声に、首領をはじめとし、男達の纏まとう雰ふん囲い気きが変わった。

　用心棒の青年は、どうやらかなり信しん頼らいされているらしい。なるほど、この盗賊団が厄介だと言われていたのはこういうことか。

　優ゆう秀しゆうなアドバイザーに、忠実に従う。そうしてこの盗賊団は今まで上う手まくやってきたというわけだ。

「女はなるべく傷つけずに捕らえろ……と言うつもりだったが、予定変へん更こうだ。全員殺せ。油断するんじゃねえぞ」

　あらくれ達がどういった経けい緯いでこの青年に従うようになったのか……というのは少し気になったが、今はそれはどうでもよい。

　殺す気で来てくれるのはありがたい。これで少しは楽しめそうだ。

「……と、いうことだ。向こうも本気で来るようなので、お前達も手心は加えんで良いぞ」

　念のため、最後に皆に釘くぎを刺さしておく。だが、その必要はなかったかもしれない。アルマは既すでに油断なく、静かに魔力を高めていたし、ソーニャの周りには穏おだやかな風が吹ふいていた。シェリルの口は三日月のような笑みを形作っていたし、ダグラスも腕うでを回していた。

　全く、過か剰じよう戦力も過ぎるな。だがこれも因果応報、奴やつらを哀あわれには思わん。

「ちっ……舐めやがって！」

　むしろそうだったのならば良かったのだろうがな。毒づく首領に、心中でそう返す。

　さて、しかしどうするかな。私としてはやはり──あの青年が気になる。

　あの青年と適当に一人を貰もらおうか。

　あまり多く取り過ぎても顰ひん蹙しゆくが来そうだし、妥だ当とうな所ではないだろうか。うむ、そうするべきだろう。血の気の多いダグラスにはあの首領をあてがえば満足するだろう。

　久々に滾たぎる。あの青年の腰こしに下げられた剣は、確か獣じゆう人じんの国の物──確かカタナと言ったか、非常に高価で優すぐれた剣だったはず。美術品として持ち歩いている風ふう貌ぼうではないし、あれはそれだけ剣にこだわりがあるという証しよう拠こだ。

　混乱をせぬためにも、私は宣言する。アレは私が貰う──と。

「用心棒の青年は私が引き受けよう」

「同郷の好よしみだ、用心棒サンは俺が貰うぜ」

　だが──隣となりから、同じ意味を持つ言葉が放たれたことで、私は顔を顰しかめた。

　考えることは同じだったらしい。考えてみればそうだ。一番強い相手と戦いたいと思うのは、武術家としては当然のことだ。

「……いや、お前は私達に混ざった形だろう？　ここは譲ゆずれ」

「いやいや、お前さんもまだ若いんだから年長者に譲れよ」

　どうやら、ダグラスの方も譲る気はないらしい。敢あえて旦那という呼び方をしなかったダグラスの手は、年長であることを強調するものであった。

　本当は私のほうがずっと上──と言っても信じぬだろうし、このままでは話は平行線をたどってしまう。

「お前ら、行くぞ！」

　さてどうするべきか──と考えた所で、敵が一いつ斉せいに襲おそってきた。

　三人ないし二人で組んで、此方に連れん携けいを取り合わせない腹のようだ。

　私の方には、三人の男達が向かってきた。その中には──

「悪いですなァ、どうもあんたが一番厄介そうで」

　あの、用心棒の青年の姿も。

「ははッ、悪いな。ご指名のようだ！」

「ちッ……！　しゃーねェなあ！」

「コケにすんじゃねぇぞガキ共！」

　笑いと同時に、振ふり下ろされたカタナを飛びのいて避よける。悪態を吐つきながらも、ダグラスは盗賊団の首領の相手を始めた。

　向こうから来てくれるとはありがたい。今はそれが美女からの誘ゆう惑わくにさえ思える。……いやまあ、実際にそれをされると慌あわてふためいて何も出来ないというのは置いといてだ。

　ともかく、戦いは始まった。今は此方こちらに集中せねば。

　私がカタナによる斬ざん撃げきを飛び退のくと、着地を狙ねらって二人の男達が安っぽい剣を振り下ろしてくる。

「オラァッ！」

「せいィ！」

　恐らくは、用心棒の青年から受けた指示だろう。

　自分が斬きりこむから、波状攻撃で仕留めろ──といったところだろうか。私が飛び退いて避けることを予見し、そう指示を出したところまでは評価できるが──

「なァ!?」

「ッ！」

　いかんせん、手足として使うにはこの男達は未熟過ぎる。

　用心棒の青年が舌打ちをするのが分かった。男達の動作が、要求した水準に達していなかったのだろう。しかし舌打ちの理由はそれではない──私の『厄介さ』が、想像よりも上だったといったところか。

　左右から男達が振り下ろした剣を、私は摘つまんで止めていた。この程度であれば強化した腕で受け止めることも、拳こぶしで叩たたき折ることも出来たのだが、敢えてそれを選せん択たくしたのは「見えているぞ」というメッセージを伝えるためだ。勿もち論ろんそれは驚きよう愕がくを浮うかべる男達にではなく、あの青年に。

　息を継つぐ間もなく、私は左の男の腹へと蹴けりを見み舞まった。身体を曲げて浮き上がった瞬しゆん間かんに剣を放すと、そのまま男は蹴り飛ばされ、遠くの木の幹を背で揺ゆらしてから昏こん倒とうした。

　目の前で起きた一瞬のことに、右の男が目を丸くする。私はその間に男の側面へと回りこんだ。無意識の反応か、視界の外へと消えていく私を追い、遅おくれて振り向く頭に合わせ、掌しよう底ていを顎あごへと打ち込む。一番手っ取り早い方法で意識を追い出された男は、そのまま地面へと引かれるように崩くずれ落ちた。

　……やはり、この程度では何も見えはしないか。この悪党どもは確かに私を殺すつもりで剣を振るったはずだ。踏ふみ込みの深さが、それを証明している。この距きよ離り感が、手合わせと殺し合いの違ちがいなのだろうが、いかんせん遅おそすぎる。

　結果がこれだ。あっさりと攻こう撃げきを受け止められ、露ろ呈ていした隙すきへと強力な一撃を見舞われる。

　この男達は、暫しばらくは起き上がらないだろう。それだけを確認し、私は身体の向きを正して青年に視線を送った。

　最初の一合は残念な結果に終わったが──まだ、本命は残っている。

「想像以上ですなァ。これはちと荷が重い」

　私の視線を受け止め、魔人の青年は構える。その瞳には、引く気も諦あきらめる気も一片たりと含ふくまれていない。

　構えも見事なものだ。カタナと殺気は鞘さやに含めたまま、だというのに既に抜ぬき身みの刃やいばを突つきつけられているかのような緊きん張ちようを感じさせる、隙のない『攻撃態勢』。

　何から何まで、滾らせてくれる。だが、解げせない。

「お前ほどの男が何な故ぜ奴らに付き従っているのか、分からんな」

　見た目に惑まどわされず本質を見み据すえ、賞金稼ぎとのたかが一戦を真しん摯しに取り組む男が、あんな下げ卑びた男達の力となっているのが。

『流水』を構えた私を見て、青年が唾つばを飲み込んだ。しかしやはり毅き然ぜんたる態度で、青年は笑う。

「くだらねぇ奴らとでも切れない義理ってのがありまして。御ご託たくはいい、さっさとやりましょうや」

　つくづく──惜おしい。だが、それ故ゆえに心が昂たかぶる。

　こんな男と人間の国で、こんな場所で出会うことが出来たのは、紛まぎれも無い幸運だ。

　……よい武術家の前に立つと、いつもこうだ。心は熱されているのに、空気は冷たい。

「名を貰えるか。我が名はシジマ流、スラヴァ＝マーシャル。お前は？」

「おっとこいつぁ気が利ききませんで。御み鏡かがみアザイ流、マイルス＝ソーンってモンです、お見知り置きを──いざ、参ります」

　握にぎりに手をかざすようにして、マイルスが構える。戦せん闘とうが始まってもなお『抜ぬかない』ことに疑問を覚えるが、これほどの男がすることだ。酔すい狂きようやはったりの類たぐいではないだろう。

　……なるほど、隙がない。まるで時が止まっているかのよう。纏う希き薄はくな魔力の揺らめき以外には、数瞬ごとの僅わずかな変化すら存在しないその構え。一いつ切さいのブレがないその姿は、時間から取り残されているようでもあった。依い然ぜんとして刃は鞘の中。しかし、迂う闊かつに踏み込めない『圏けん』がマイルスを中心に広がっているのが分かる。

　おそらく、マイルスの構えは『受け』に特化したもの──だと思う。未いまだ見たことのない構えに断定は出来ないが、そうした自信と意志が、私の一挙手一投足を睨にらむその瞳から感じられた。

　ならば、乗ってみせよう。普ふ通つうでは『奴』に勝てない。死線のその先にこそ、足りない何かがあるはずだ。

　一切の誤ご魔ま化かしなく、私は間合いを詰つめ始める。無論、無策というわけでもない。何が来ても対応できるよう、最新の注意を払はらいながらのことだ。それが伝えることはただひとつ、真っ向勝負。お前の技わざを見せてみろ、と言わんばかりの行こう為いに、マイルスが口角を僅かに上げる。

　少しずつ、足を地にするようにして『圏』へと近づいていく。まるで羽衣で石を削けずっていくかのような気分だ。不確定なマイルスの構えは近づくごとにその圧を増していく気がした。

　永遠とも思える一秒ごとが経過していく。見えるか、いや、見えるはずだ。

　刹せつ那なのその先。死線を越こえた向こう。それを示すかのような圏に足を踏み入れる──

　今！

（ッ出、速い──！）

　その時私が『感じた』のは、同時に発進し、並んだ言葉未満の思考であった。

「ッ」

　声にならない声が漏もれる。と、同時に私は身を退ける。見えたかどうかというと、怪あやしい。しかし、半ばそうすることが決まっていたかのように、一歩を引いたのだ。

　それが私の命運を分けた。横一いつ閃せんに薙なぎ払われる銀の煌きらめき──引いた私を捉とらえることなく、刃は過ぎ去っていく。だが、私は肝きもを冷やして歯は嚙がみした。今の一閃は、命にまで届き得た──！

　薙ながれる刃は、そのままに留とどまらず、頭上へと構えられる。二撃目が放たれる前に、私はもう一歩、大きく飛び退いてマイルスの間合いから脱だつ出しゆつした。

「……今のを避けられるたぁねえ。流石さすが──としか言えませんや」

　冷たい汗あせを流す私に向け、それ以上に多くの汗を流し、目に見える疲ひ労ろうを浮かべたマイルスが賞賛を贈おくってくる。

　馬ば鹿かを言う──賞賛を贈らなければならないのは、此方の方だ……！

　これでも、私は長く戦ってきたつもりだ。それ故、対たい峙じすれば感じる魔力や構えから、相手の力量をある程度測ることが出来ると思っていた。

　だが、実際はどうだ。今の一瞬、反応が遅れていたら刃やいばは私の腹を割さいていただろう。薄うす皮かわを切られれば、中身が零こぼれていたかもしれないし、もしかしたら刃は内臓を切り裂さいていたかもしれない。

　魔力は私の予想の範囲を超こえていなかったし、結果として私は今無傷でこうしているし、相手は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ──その上で、相手の力を見くびっていたと、そう言わざるをえない。

「よく言う──」

　今の一瞬で終わっていてもおかしくはなかったと、言外に褒ほめ称たたえる。

　マイルスにもそれは伝わっているのだろう、マイルスは疲労の中に笑えみを混ぜた。

　……今の一閃、考えれば考えるほど解せない。あの時、構えたマイルスが纏まとっていたのは非常に希薄で弱々しささえ感じさせる『薄うすい』魔力だった。攻撃の瞬間に振るわれた魔力は、私の予想を超えるものではなかったと記き憶おくしている。あの一瞬には確かにより濃こい魔力が凝ぎよう縮しゆくされていたが、それでもそれは『試し製せい桜おう花か』を使っていない私の全力にすら届かぬものだろう。

　言い訳になってしまうが、反応が遅れたのにはそういった理由もある。一の力に対して十でぶつかっては無む駄だが生じる。それ故、必要な力には必要な力だけで対処するというのが原則なのだ。

　だというのに……奴やつが今見せた力は一しか込こめられていないというのに、十の力を発揮していた。
















　それに、あの一閃にはもう一つ解せない点がある。それが、起こりの速さだ。

　あの瞬間、圏に足を踏み入れた私を待っていたのは、不可思議な現象であった。

　私が間合いに触ふれた瞬間、剣けんは間ま違ちがいなく鞘に収められていた。だというのに、気がつけばまるで刃は既すでに抜身であったように、振るわれていたのだ。

　恐おそらくは、それはあの独特の構えが関連しているのだと思う。腕うでで剣を振るったのではない、体全体で振るった、とでも言うべきか──足で、腰こしで、剣を抜くのではなく、まるで『鞘を抜く』ように。

　……つくづく、驚おどろかせてくれる。終わった今でもその全容が摑つかめない。

　畑が違うせいというのもあるが、剣けん術じゆつというのも、とことん深いらしい。

「けっ、全く嫌いやになりますなァ。こちとらこればかりに賭かけてるッていうんに、あんたみたいな若いのにあっさり躱かわされたってんじゃあやめたくなりまさァ」

　しかし、その不可思議の代だい償しようは大きかったようだ。マイルスが纏う魔力は、もはや一いつ般ぱん人のそれと比べても大差がないほどに落ちていた。先ほどの時が止まったかのような構えも今や見る影かげもなく、肩かたで息いきをするたびにブレている。

　あの一撃は、文字通り全すべてを一瞬に込めた代しろ物ものだったのだろう。

　……これだ。私が見たかったものは。私は、地力では奴を上回っていたはずだ。戦闘の経験も、魔力の量も、私が上回っている。その『事実』は、本来覆くつがえしようのないものだ。

　それでも奴はその刃を私に届かせるだけの何かを秘ひめていたのだ。魔力と技術を一瞬に凝縮し、その上で『何か』を重ねた──たった一度の絶技。それこそが、今私が欲しいものだった。

「……強いな」

　そして、形を崩した今もなお、同じ構えで同じ技を放とうとするその心構えだ。戦局が分かっていないわけではない、だがやけくそではない、諦めのない瞳ひとみ。

　今度こそ、私は賞賛の言葉を口にしてしまっていた。

　敵ながら天あつ晴ぱれとはよく言ったものである。

「生憎あいにくとこれしか知りませんで。さァ、来なさいな」

　汗を浮かべたままに、マイルスの動きが止まる。再び、あの極限の集中力を発揮しているのだろう。

　それに対し私が打った手は──先ほどと同じ。少しずつ間合いを詰めていくことだった。

　このまま勝負を引き伸のばせば、奴は疲労であの構えを続けることは不可能になるだろう。しかし、今はあと一度でも、あの技を見ておきたかった。

　それに──これほどの者に対し、真っ向勝負を挑いどまねば後こう悔かいしてしまう。

　マイルスは構えを続けたまま、ごく僅かに、目を凝こらさねば分からぬほどに間合いを縮めていた。奴の方も短期決戦を望んでいるのだろう。つくづく、勝負に真摯な男だ。

　先ほどよりも短い間合いの削り合い。『圏』が私の指先に触れるか否かという瞬間が訪おとずれると、私は一気に前へと踏ふみ込んだ。

　──これだ！　その瞬しゆん間かん、マイルスがカタナを切ろうとするのが見えた。やはりあの一閃は鞘の中からカタナを取り出すのではなく、むしろ逆。カタナから鞘を取り出すように腰を切っていたからこそ、突とつ然ぜんカタナが現れたように見えたのだ！

　勿もち論ろん、腕も遊んでいるわけではない。腰を切って抜き放ったカタナを、そのまま薙ぎ払う。そうして、先ほどの神速の一閃が成り立ったのだ。

　マイルスの疲労故か、今回はそれがはっきりと見て取れた。

　踏み込みの速度に任せ、私はマイルスへと急接近する。そして、今まさに振ふりぬかれんとする腕を摑つかんだ。

「──！」

　動作の起こりを押さえられたことで、マイルスは歯を見せて息を飲み込む。

　全力の速度であれば、タネを知った以上、躱すことは出来てもこのように起こりを摑むなどということは出来なかっただろう。

「お見事」

　腕を摑まれ、悔くやしさに歯を嚙かみ──その後で先ほどよりもなお疲ひ弊へいした顔で、マイルスが浮うかべたのは──やはり、笑みであった。

　表情を変えることすら辛つらいであろう体力で、相手への賞賛を贈おくるとは。

　……それは、またも此方こちらの台詞せりふであった。

「そちらこそ、な」

　腕を摑んだまま、腹に掌しよう底ていを打つ。立っていることすら覚おぼ束つかないマイルスの意識を刈かり取るに必要な力は、ごく軽いもので十分であった。

　体中から力が抜け、マイルスの重さが摑んだ腕から伝わってくる。私は、それをゆっくりと地に降ろした。

　……ありがとう。身体からだを地に預ける時、私は心中でそう告げた。

　単純な力では劣おとっていても、対等以上に戦う方法はある。武術の原点ともいえることを、思い出させてくれたことに。

　圧あつ倒とう的な力を前に、少々焦あせっていたのかもしれない。そんなことを忘れるとは、全くもって武術家失格だ。

「よ、終わったみたいだな」

　どうやら、集中していたのは私の方も同じだったらしい。ダグラスに声をかけられると、僅かに息が上がっているのが分かった。

　極限の集中状態。また一つ、なにか摑めそうな気がする。

「まあ、な。そちらもとっくに終わっているようだな」

「もうちょい手て応ごたえがあると思っていたんだがねぇ。そっちが羨うらやましいぜ、本当によ」

　見れば、ダグラスは気を失ったガタイの良い男を乱暴に引っ摑んで引きずっていた。

　確か首領と戦っていたはずなので、ダグラスの引きずっているこれが、盗とう賊ぞく団の首領なのだろう。しこたま殴なぐられたのか、摑まれている男の顔はもはや元の顔が思い出せないほどになっていたし、あちこちの骨を叩たたき折られているようだった。

　流石に気の毒になるが……それよりも、ダグラスがこれ程ほど相手を痛めつけるのは多少イメージと違ちがうように思えた。だがこの男のことだから、多分何かしらの理由があるのだろう。

　さて、シェリル達の方は──終わっているようだな。

　よく見ると、アルマとソーニャで悪党どもを縛しばっていたようだ。シェリルは、その傍そばでそれを眺ながめていた。

　怪け我がが酷ひどいものも多いが、シェリル達はほぼ無傷。今回は本当に、私が美お味いしい相手を譲ゆずってもらう形になったようだ。

「手伝おうか」

「お疲つかれ様。もう少しで終わるから、見てても大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　手伝いを申し出るが、確かにもう終わりそうだ。

　疲れて見えるのもあるのだろう。少しばかり考えたいこともあったので、今回は言葉に甘えさせて貰もらうことにする。

　木に背中を預ける私は、早さつ速そく今しがたの戦いのことを反復し始めていた。

　それほど印象的だったのだ。あの一閃は。

　どうすればあれだけの魔ま力りよくであそこまで速く、鋭するどく剣を振るえるのか？　あの若さで、どうやってあのような技術を身につけたのか？

　考えても分からないのは久しぶりで、それはとても楽しく思えた。

　あの凄すさまじい集中力がそれを可能にしたのだろうかとも考えたが、あれはそんな技術的なことではない気がする。だが、何な故ぜだか関係がないとも思えなかった。

　……あれほどの爆ばく発はつ力を、私にも扱あつかうことができたら──

　それをあてにしてするのは危険だがしかし、私の頭は新たな何かを組み立て始めていた。

「師匠せんせい、終わりましたよ」

「ん……ああ、すまないな、ありがとう」

　けれど、それを考えるのは一いつ旦たん休きゆう憩けいのようだ。

　作業は視界に入っていたはずだが、アルマに言われて私は初めて盗賊団の連中を縛り終えていたことに気がついた。

　差し出されたアルマの手をとり、立ち上がる。なんだか随ずい分ぶんと久しぶりなやり取りだが、不思議と自然に受け入れていることに鼻を鳴らす。

　だが今も、マイルスの落とした火種は燃え続けていた──








第十話　祝勝会









「それじゃ勝利を祝ってー」

「乾かん杯ぱい！」

　盗賊団を捕つかまえてから暫しばらく。

　私達はギルドの酒場で依い頼らいの遂すい行こうを報告しがてら、酒場で杯さかずきを酌くみ交かわしていた。

　憲兵に男達を突き出してからの手続きが長く、少し自由時間を過ごした今はもうすっかり日が落ちている。

　なので、これは夜の食事を兼かねているということになる。酒の肴さかなになるような食べ物は皆みな──特にシェリルが好んでいるので、こうして夕食を摂とることは珍めずらしくない。

　しかし、今日は少しばかり珍しい顔がそこに並んでいた。

「ッッかー！　ちゃんとした仕事の後に飲む酒は格別だねぇ」

　浅黒い肌はだに白い泡あわの髭ひげを浮かべる青年、ダグラス＝ブラードである。

　歳としの割に中年臭くささが過ぎるような気もするが、普ふ段だんからさんざっぱらじじ臭いと言われる私がそれを指し摘てきするのもなんだろうと思うので、敢あえて言わずにおく。

　だが、ダグラスの飲んでいるものには興味があった。いや、それ自体は割合見慣れたものなのだが──その飲み方だ。

「珍しい飲み方をするな。ビールを冷やして飲むのか」

　それが、このビールを冷やして痛飲する──という飲み方である。

　私の中でのビールといえば、香かおりを楽しみながら常温で飲むものなのだが、ダグラスの飲み方は私が知っているものとは正反対のものだったのだ。

「ああ、そうかい？　いや、俺らの国じゃあそんなに珍しいモンでもないんだがね」

　半分以上を一度に飲んで軽くなったグラスを置きながら、ダグラスは笑う。

　気がつくと、私も笑っていた。此奴こいつとは会うたびに拳こぶしを突つき合わせている仲だが、こういう風に飲むのは中々どうして楽しかったりする。

　今回は二人で静かに飲んでいた前回とは正反対。大勢でわいわいと騒さわいでいるが、これもまた楽しいものだ。

　食事をしながら酒を飲み、雑談をする。先ほどの話、あの時はどうも助かった、今度手合わせを──などなど。ダグラスの快活な性格もあってか、話のタネには困らなかった。

「しかし……今いま更さらだが、お前とこの国で会うことになるとは思わなかったな」

　その中で、ふと私がそんな話題を出す。するとダグラスは口へと運ぶジョッキを止め、テーブルへと戻もどす。

　頭を搔かきながら、少しの間逡しゆん巡じゆんし、ダグラスは笑う。

「いやァ、実はアンタが人間の国に行ったって聞いてから来たんだよな。実際にこうして会ったのは全くの偶ぐう然ぜんだがよ」

　どうやら、ダグラスが言うには半ば私を追いかけるようにしてこちらへと向かってきたらしい。

　意外な答えに目を丸くすると、ダグラスは今度こそビールを口へと運び、喉のどを開いてから続ける。

「これで結構ミラフィアは長くてよ。落ち着いた景色も飽あきてきたって思った頃ころだったんだよな。んで、最後にちぃとアンタと遊ぼうとしたらサーフレストに行った、とか聞いてな。だったらせっかくだしと、こっちに来たってわけだ」

「そういうことだったのか」

　珍しい奴やつと出会ったとは思ったが、事の顚てん末まつはそういうことだったらしい。次の旅先を決めるのなんて、それくらいいい加減でも良いと思うので、おかしなことではないだろう。

「ま、そんなわけだ。出会ったのも何かの縁えん、今日とは言わねえが、ちょいと遊んでくれよ」

「それは此方も望むところだ」

　断る理由のない申し出を受けると、ダグラスは歯を見せて笑う。今は人に言えない仕事をしているふうではないし、中々気持ちの良い男だと思う。

「……むー、スラヴァ君てば男にもおモテになるようで……」

　などと、二人で笑い合っていると、横から膨ふくれた声が聞こえてきた。

　だいぶ顔に赤みが差しているソーニャだ。今日は酒場で飲むことを目的に来ているので、それなりに酔よっているように見える。

「気持ち悪いこと言うなよ……この姉さん、酒さけ癖ぐせが悪いのな」

　そんなソーニャにダグラスは呆あきれながらため息を漏もらす。食事の席を共にするのは初めてだが、初めてでもそう言われてしまうあたりソーニャの酔い方はあまり良いものとは言えないのだろう。

「まったく……仕方がないな、ソーニャは。師匠せんせいは慣れているだろうからまだいいが、人様にまで絡からむな」

「だってなんか楽しそうなんだもん……」

　すっかり出来上がっているソーニャに、アルマが釘くぎを刺さす。アルマはそういえば、酒に強かったな。私もアルマもあまり飲む方ではなかったのだが、そのあたりはやはり生まれつきのものなのだろうか。

　これでアルマは面めん倒どう見みが良い。普段はどちらかと言うとソーニャの方がアルマをからかったりしているのだが、今のアルマを見ているとまるで姉のようだ。

　絡み酒のソーニャを正すアルマ。そして、マイペースに果か汁じゆうを飲むシェリル。それぞれアクの強い者達だが、案外バランスの良い三人だと思った。そのやり取りはまるで姉妹のようで──これを見るのは嫌きらいではない。

「つーかそれ、気になってんだよな。あんたァ、アルマ＝シジマだろう？　さっきから言うセンセイってもしかしなくても旦だん那なのことだよな？」

　……しかし、個人にとっては見慣れた光景でも、外から見ているとその違い和わ感に気がつくもので。

　訝いぶかしげな瞳ひとみでダグラスが投げてきた疑問に、私は固まった。

　今更だが、そういえばダグラスはまだ私達の事情を知らないのだ。

　知り合いだからといって油断していたことに頭が痛くなる。見れば、アルマもしまった、という顔をしていた。こういう時、私達親子は単純なのでどうしようもない。

「そ……それは……」

　予想外の事態に、アルマはもうしどろもどろ。目は泳ぎ放題で、なにか言えないことがあると、言葉よりも雄ゆう弁べんに語っている。

　本当に、もう少し権けん謀ぼう術数……というと行き過ぎだが、社会の渡わたり方というのを教えておいたほうが良かったかもしれない。

　一つため息を吐はき出してから、ダグラスの視線を受け止める。

「……ちと難しい事情があってな。少しばかり人には言えんことなので、目を瞑つぶってくれるとありがたい」

「ふうん……ま、いいがね。言えないような事情に首を突っ込むこたァしねえよ」

　素す直なおにそう打ち明けると、ダグラスは苦笑いをしてから、酒で喉を鳴らした。

　これ以上追及するつもりはないらしい。本当に、この男のこういう所は好感が持てる。

「けど、エルフの英えい雄ゆうアルマ＝シジマが旦那みたいなガキをセンセイって呼んでたら誰だれでも疑問は持つと思うぜ。俺は旦那がただのガキじゃねぇって知ってるからいいが、気ィ付けた方がいい」

「うむ、肝きもに銘めいじておく。アルマもな」

　半ば呆れたように言うダグラスに感謝しながら、素直に忠告を聞き入れる。だが、こういう時心配なのは私もそうだが、アルマもなのだ。応こたえつつ、念を押すとやはり色の悪い返事が戻ってくる。

「う……でもなんとお呼びすれば良いか……」

「普ふ通つうにスラヴァでいいだろうに」

「し、しかしですね……」

「……どうも、本当に難しい話みてぇだな」

　そんな様子を、ダグラスは今度こそ呆れながら見ていた。

　アルマはもう少し柔じゆう軟なんにならんといかんな。

　……と、いったやり取りをして暫く。アルマも肌に赤みが差して、ソーニャが完全に潰つぶれて眠ねむってしまった頃。

　卓たくの上の皿も殆ほとんどが空になった頃、我らが姫ひめ様さまがふっと息を吐き出した。

「おなかいっぱい」

　喋しやべっている最中も、頻ひん繁ぱんに頰ほおを動かしていたシェリルが、腹をさする。

　よくよく考えれば、私達も後半はもう殆ど料理に手を付けていなかったので、料理の大部分はシェリルが腹に収めていたようだ。

　ううむ、結構な量を頼たのんでいたと思うのだが……シェリルはこれで、意外と健けん啖たん家かであるらしい。私なんぞよりも食べるのではなかろうか……とも思ったが、丁度思春期を迎むかえた頃だ、食べ盛りなのかもしれない。

　その分身体からだは動かしているし良いことだろう、と感心していると、ダグラスが背を伸のばした。

「っと、んじゃあそろそろお開きかね？」

「そうなるだろうな」

　割りと飲んでいたように見えたが、ダグラスはまだ平気な顔をしていた。顔に出ないだけなのかもしれないが、少なくともアレだけ飲んで潰れないくらいには酒に強いらしい。

「ほら、行くぞソーニャ。……ああ駄だ目めだ、完全に潰れてるな」

「うぇー……」

　ソーニャの方は、これは駄目だとひと目で分かる潰れ方をしていた。昔、酔よっ払ぱらったソーニャに誘ゆう惑わくをされたことがあるが、この様子ではそれも出来んだろう。

　動くことも出来ないというか、動く気もないというか。だらしない顔で気持ちよさそうに眠るソーニャを、アルマは背に負った。仕方ないとため息を吐つきながらも、しっかりと面めん倒どうを見てやるあたり、優やさしい。

「ソーニャ、だめな子」

「普段はしっかりしているのだがなあ」

　その様子は、シェリルにさえバツを付けられるもののようだ。悪気が無い評価というのは、得てして正しいものである。

「仲が良いご様子で」

「ちと恥はずかしい所だがな。これで楽しんでおるよ」

　歳としの差……と言って良いのか分からないが──目線の違ちがいのせいでどうにも娘むすめや孫娘を見るような感覚だが、楽しいのは本当だ。

　アルマがしっかりしていたおかげか、手のかかる子というのも嫌いではない。こんなソーニャも、見慣れれば可愛かわいらしいものだ。

　歳のことはともかく、そんなことを伝えるとダグラスはまた笑っていた。

　潰れたソーニャをアルマに任せ、会計を行う。

　外に出ると、酒で火ほ照てった身体に夜風が心ここ地ちよかった。

「ありがたい風だねえ、酒を飲んだ後には丁度いい」

　店の入口から少し離はなれた所で、ダグラスが息を押し出す。顔に出ていないだけで、やはり酔っていることには変わらないらしい。

「同感だ」

　この、火照った身体に当たる風というのが、私は好きだった。しばしその風を楽しむように、別れずに留とどまる。

「なあ、旦那達は暫しばらくこの街にいるのかい？」

「む」

　植え込みの石いし垣がきに腰こしを下ろしたダグラスが不意にそんなことを聞いてくると、私は短い言葉で聞き返す。

「いや、一度くらいは手合わせをしときたいと思ってね」

「そういうことか。まあそうだな、この辺りで面おも白しろそうな依い頼らいがあるうちはいようと思っている」

　アルマに目配せをすると、頷うなずきが返ってくる。実のところ、今回は個人的に『美お味いしい』依頼であったのだ。

　名が売れたものでなくとも、影かげの世界にも強つわ者ものはいる。今日の依頼は、それをまざまざと思い知らされた。

　ダグラスの戦いぶりを見ることはかなわなかったが、マイルスの見せた技わざはあれこそが今私が欲ほつするものであった。またあんな技を見られたら、と。そう考えると、もう少しこの賞金稼かせぎの真ま似ね事ごとを続けてみようと思ったのだ。

「へえ、そりゃいい。そんじゃ、ちょいと相談なんだがね」

　脳のう裏りに焼き付いた技を思い出しながら、拳こぶしを握にぎる。つい熱がそちらへ行ってしまうも、ダグラスの相談という言葉に思考を引き戻された。

「相談？　……話してみるといい」

　意外な言葉に思考を止められつつも、続けるよう促うながす。

　改まって相談、とはなんだろうか。手合わせであれば、必要ならば勝手に向こうからふっかけて来そうなものだが。

　それほど飲んだわけではないのだが、僅わずかに酒で鈍にぶった判断力は答えを出してくれない。答えを待つだけになった私にダグラスが告げた相談事とは──

「依頼を受ける時、俺も混ぜちゃあくれないかと思ってね。報ほう酬しゆうは今日と同じ人数割りでいい。どうだい？」

　街で依頼をこなす際に、自分も加えろ──ということだった。

　なるほど、考えてみればそれは確かに予想できた提案だったかもしれない。

　しかし、これまた意外であることには変わりはない。ダグラスならば、気まぐれ以外で群れることは無いと思ったが。

「それはまた、急だな。一体どうした？　お前ならば、一人でも大たい概がいのことは問題あるまいに」

「その自信もあるがね。旦那と肩かた並べて戦えりゃ、色々見えてくるモンがありそうだって思ったのさ。無理にとは言わねぇよ。嬢じようちゃん達の意見も聞かなきゃいけないだろうしな」

　座ったまま右手を差し伸べるように広げたダグラスからの提案に私はふむ、と息を転がした。

　私としてはその提案は中々良いものであった。

　共に行動する間であれば手合わせの機会にも困らんだろうし、ダグラスとあの子達を戦わせてみたい……というのもある。

　だが言うとおり、アルマ達の意見も気になる所だった。潰れているソーニャには求めようがないが、とりあえずということで私はシェリルとアルマに視線を送る。

「と、いうことらしいがお前達はどう思う？　私としては、受けても良いと思っているのだが」

　細かな理由は省き、とりあえず意見だけを求める。

　二人だけに聞いても仮の意見になるが、それでも参考にはなるだろう。

「私は、師匠せんせいが賛成ということならば信しん頼らいできます。賛成ということで構いませんよ」

　ひとまず、アルマは『可』ということらしい。理由に少しばかり嬉うれしく感じてしまうのは、私が酔よっているからだろうか。

　では、シェリルの方はどうか、と視線を移すと──

「ダグラスもいっしょにくるの……？」

　遠えん慮りよのない風に名を呼んで、首を傾かしげた。ダグラスはもはや呼び捨てにされることを諦あきらめたのか、苦い笑いを浮うかべている。

「ああ、と言ってもとりあえずは依頼を共にこなすだけというらしいが」

「わたしはいいよ！」

　そんなダグラスに、シェリルが下す評価は意外にも悪くないものだった。

　出会った時には敵同士だったはずなのだが、様子を見るとどちらかと言えば好意的である気もする。そういえば、アルファレイアで再会した時にも反応は悪くなかったな──と思うと、シェリルはその理由を語ってくれた。

「……ダグラス、セリアを返してくれたから。たぶん、わるいやつじゃないかなって」

　聞けば、それは納なつ得とくの行く理由であった。

　……そういえば、そうだ。最初にダグラスと出会った時には確かに敵同士だったが、汚きたない手を打つ悪漢から直接セリアを取り戻もどしてくれたのは、他ほかでもないダグラスだったのだった。

　見れば、ダグラスは照れくさそうに笑っていた。純じゆん粋すいな言葉というのは、自分に向けられると何な故ぜあんなにも照れくさいのだろうなあ。

「と、言うことらしいぞ。この二人が賛同しているのだ、恐おそらくソーニャも悪い返事は出さんだろう」

「そいつぁ助かる。んじゃあまあ……暫くの間、よろしく頼むぜ」

　半ばからかうように、笑えみを向けると、ダグラスは照れをごまかすように手を差し伸べてきた。そういえば、握あく手しゆをするのは初めてかもしれないな。

「……ああ」

　最初に出会った時には、此奴こいつと握手をすることになるなど、考えもしなかったのだが。

　これだから人生は面白い。その手を取るのに、迷いはいらなかった。

　こうして、臨時ではあるがまた一人、仲間が増えることとなったのであった──








第十一話　発たつ鳥のお仕事









　流れる川のほとりで、二人の男が対たい峙じしていた。その片方は、ひどく汚よごれた身なりの男だ。口の周りは元を想像したくないどす黒い赤で汚れていて、髪かみは四方八方へと跳はねた荒あれ放題。だというのに、服だけはそれなりに悪くない代しろ物もの──という、質たちの悪い冗じよう談だんのような格好をしている。

　それに正面から向き合うのは、知っている顔であった。白い髪に赤い瞳ひとみ、魔ま人じんの青年ダグラス＝ブラードだ。しかし、今は竹を割ったような性格が表れた快活な笑みは、嫌けん悪おの怒いかりに歪ゆがんでいる。

　今私達は、ルフォの街から離れた位置にあるとある川へとやってきていた。目的は、賞金首の捕ほ縛ばく──今回は、ダグラスがその担当というわけだ。

　出番が無いことに多少気を落としつつも、私は対峙する二人の一挙手一投足を見み逃のがすまいと目を見張っていた。

「クゥルルルルルル……！」

　がさがさした髪を振ふり乱しながら、男は体勢を深く落としてダグラスを威い嚇かくする。

　まるで獣けもののようだ──という印象が浮かぶが、今回の敵は正まさしくそれだった。いや、その表現はやはり正しくないだろう。敢あえてこの男を何かにたとえるのならば──畜ちく生しよう。それ以外の表現は、他の存在に失礼に当たる。

　食しよく人じん鬼きギュンター。それがこの男の名前だ。尤もつとも、それが本当の名前であるかは分からない。出自すら分からないこの男を呼ぶ便べん宜ぎ上じようの名前が欲しかったという理由で呼ばれるだけの名前なのだから。

　この男がどんな悪事を働いて賞金をかけられるに至ったか──というのは、その異名を聞けばすぐに分かることだろう。

　水を求めて川に寄ってきた者を殺し、食らう。被ひ害がい者は今分かっているだけでも三十名以上。その中にはまだ幼い子供もいて──と。吐はき気を催もよおすような手配書の情報に、一番の憤いきどおりを見せたのが、いま食人鬼と対峙しているダグラスだったのだ。

「おう、来いよクズ。それとも俺みたいなのはマズそうかい」

　子供を誘ゆう拐かいし、売り飛ばす組織の用心棒などしていたダグラスが、それほどの怒りをみせるのはすこしばかり意外だった。──いや、怒おこるのはそんなことをしていたからこそ、なのだろうか。

　数日前、盗とう賊ぞく団の首領を引き渡わたした後も、何者かと会っていたようであるし──と。怒いかりの理由を考えていると、ただ見合っているだけの戦せん況きように変化が訪おとずれた。

　獣のような構えをしていた食人鬼が、低い姿勢のままに前へと跳ねたのだ。軌き道どうこそ単純だが、踏ふみ込み自体は中々の速度を持っている。

　しかしそれは、武術家には通用しない愚おろかな行こう為いだ。真っ向から避よけようとすれば避ける方もそれなりの速度を要求されるだろうが『捌さばき』を修めたものには、自由の利きかない直線的な攻こう撃げきなど、いくらでも対処の仕様はある。

　動物的な殺意をむき出しにした爪つめが躍おどる。研といでいるのか、それとも生来のものなのか。その爪は猛もう獣じゆうのそれと同じように尖とがっていた。

　しかし、それが『見えてしまう』ようでは、意味をなさない。

　突とつ進しんに対し、ダグラスは右の足を起点にして少し身体を下げるだけの体たい捌さばきで、それを躱かわす。あまりにも流りゆう麗れいな動きだったからだろうか、実力の違ちがいから来る速度も助けて、食人鬼がダグラスの姿を見失う。

　そのままダグラスの横を通り過ぎた食人鬼が、着地と同時に振り返る。そこには既すでに、ダグラスが距きよ離りを詰つめていた。

「オゴッ!?」

　そして──振り向きざまに、頰ほおへ拳こぶしを打ち付ける。

　予想の出来なかった強きよう烈れつなダメージに、食人鬼が足を縺もつれさせ、仰あお向むけに倒たおれこんだ。

　頭が石を叩たたく鈍にぶい音が響ひびき、食人鬼が頭を押さえて転げまわる。しかし──そこに影かげが差すと、食人鬼の動きが止まる。

　自分の横に立つ、圧あつ倒とう的な強つわ者ものの姿。ダグラスの姿を確かく認にんしたギュンターが、恐る恐る空を見上げると──

「ブッ、ゴッ！」

　ダグラスは、無む慈じ悲ひにその顔──否いな、口を踏みつけた。浮き上がった頭が再び石に打ち付けられ、酷ひどい音を立てる。

「あれはもう、立てないね」

　隣となりから、冷静な声が響く。茶化した色のない、平へい坦たんなトーンだ。

「重ねて言うのなら、肉はもう二度と食えんだろうな」

「たとえ死し刑けいにならなくてもね」

　怒りを感じさせるソーニャの言に頷うなずく。たった今一生残るような傷を負ったばかりの男に対しても、私達の反応は薄うすかった。

　一番分かりやすく怒りを露あらわにしたのはダグラスだったが、私達もまた、怒りが無いわけではなかったのだから。

「よォ、終わったぜ。縄なわァ寄よ越こしてくれ」

　振り向いたダグラスの顔はあからさまな怒りを形作ってはいなかったが、まだ怒りが収まらない様子だった。

　言われる通りに縄を渡すと、ダグラスは簡単に礼を告げてから食人鬼を縛しばり始めた。

　作業を終えると、ダグラスは川で手を洗ってからこちらへと戻ってくる。

「どうだった」

「どうもこうもねえよ。人でなし、獣でなしの中ちゆう途と半はん端ぱだ」

　簡単に一戦の感想を聞くと、ぶっきらぼうに答えが返ってきた。

　概おおむね同じ意見に、ふむと鼻を鳴らす。

　鋭するどい爪と牙きばを使い、低姿勢から繰くり出す攻撃──というのが、この男の戦い方だったようだ。主な武器とする牙は見せるまもなく叩き折られてしまったようだが、低姿勢は爪や牙を活いかすため、組み付きを意識したものだったのだろう。

　発想自体は悪くない……というより、本能的に選んだものだったのだろうか。とにかく、自分の武器を理解してそれを活かそうとするのは評価できる点だったが──結局の所は、ダグラスが言った中途半端というところに帰結したようだ。人が獣を真ま似ねる。それ故ゆえ、身体の構造から獣のように俊しゆん敏びんな動きもできず、人のように器用な動きができるわけでもない。

　所しよ詮せんは畜生。人以下の獣以下には、似合いの結末だったようだ。

「さっさと帰ろうぜ」

　つまらなそうに言うダグラスに、全員で頷く。

　この畜生による正確な被ひ害がいを伝えるなど、やることは沢たく山さんある。

　どうにも晴れない気分の中、私達は街へ戻る準備を進めるのであった。




　　　　◆




「あー、クソ。まだイラつくぜ……」

　依い頼らいを報告した後、ギルドの酒場にて。乱暴にジョッキを机に叩きつけるダグラスは、まだ苛いら立だちを口にしていた。

　愚ぐ痴ちった所で何が変わるわけでもあるまいに──という思いはあるが、気持ちは分かるのでそれは指し摘てきしないでおく。

「まーまー。気持ちは分かるけどさ、私達の仕事は終わったんだから。遺族の人達も感謝してたじゃない。ね？」

「ダグラスはがんばった」

　そんなダグラスを励はげますように、シェリルとソーニャがダグラスにねぎらいの言葉をかける。

　こっぴどく痛めつけたこともあり、連れられてきた食人鬼の有様を見た遺族達は、口々にダグラスへの感謝を口にしていた。困こん惑わくしながらもダグラスはその感謝を受け入れていたのだが、その効果も時間が経たった今では切れてきたようだ。

「……わかっちゃいるんだがよ、ついな。チッ、シケた面つらして悪かった」

「悪いということはないだろう。これ以上はもう被害も出ない。お前は求められるだけのことをしたと思うぞ」

「あァ……そうだな。ちぃと気分を入れ替かえるとするか」

　ぐい、とビールを押し込み、ダグラスは代わりに息を吐き出す。

「っかァ！」

　鬱うつ屈くつした気分も同時に吐き出したのか、その顔は多少晴れやかに見えた。

　気分を入れ替え、手がついていなかった食事に手を伸のばしていく。

　口にものを入れると、私自身どことなく沈しずんでいた気分が元の調子に戻もどってきた。

　すっかり輪に入ったダグラスを加え、雑談を始めると、ふとダグラスがこんなことを言った。

「けどよ、旦だん那な達くらいデキると修しゆ行ぎようも大変だろ？　正直、このあたりじゃやることもなくなってきたんじゃねぇか」

　それは、私達が薄うす々うす思ってきたことであった。

　確かに実じつ践せんの経験──命を狙ねらう踏み込みの深さを学んでいくのは大切なことなのだが、そこいらの賞金稼かせぎでは、微び温おんさを感じてしまうのだ。

「……そうだな」

　ダグラスのものとはまた種類が違うビールで唇くちびるを湿しめらせつつ、賛同する。

　正直、最初に出会ったマイルスが素す晴ばらしすぎたというのもある。私は、この活動に意味を見出みいだせなくなってきていたのだ。

「それに、少し居い辛づらくなったというのもあるな」

　それだけではない。

　これでも私達が受けてきたのはそれなりに難関と呼ばれるような依頼ばかりであったらしく──ここいらで急に名前が売れてきてしまっているのだ。

　もともと私達はエルフが四人に、ダグラスを入れて魔人が一人という、人間の国では非常に珍めずらしい一団だ。そこにサーフレストでもそれなりに名の知れたアルマや、奇き抜ばつな面を被かぶったソーニャは嫌いやでも目を引く。……ついでに言えば、今回ばかりは私とシェリルも目立ってしまっているようだ。難関依頼ばかりをこなす一団に二人も子供が混じっていれば、それも致いたし方ないところだろう。

「私は多少慣れているから構いませんが……確かに、それはあるかもしれませんね」

「ひそひそ話、きらい……」

　アルマとソーニャはそんな視線にも慣れているそうだが、私やシェリルは違う。特に、周りから伝わってくる潜ひそめた声に対しては、シェリルが明確な嫌けん悪おを示していた。

「悪い噂うわさじゃないみたいだけどね。私もそういうのは嫌きらいかな」

　とにもかくにも、居辛くなってしまったのだ。

　私は目立つのが嫌いだし、シェリルは自分たちへ向けられる潜めた声が嫌いだという。

　河か岸しを変えるか、賞金稼ぎ自体をやめにするか──私達は決断を迫せまられていた。

　金の方はもう当分稼がなくても良いくらいに溜たまっている。少なくとも、人間の国にいる間は、多少贅ぜい沢たくをしても余よ裕ゆうがあるだろうという具合だ。

　やはりもうやめにしようか。急がば回れという言葉もあるし、幸いにもマイルスとの一戦で新たな力のヒントのようなものは手に入れている。これだったら、今までどおり強い武術家を探して旅をしたほうが良いかもしれない。

　目を瞑つぶり、頭を働かせていると、皆みなの視線が集まっていることが分かった。

　決断は私に任せる──ということなのだろう。

　そういうことならば、と私は目を開いた。

「この稼業は、これ限きりにしようか。準備が済み次し第だい、この街を発たとう」

「ま、そうなるよなァ」

　頭の後ろに手を回すダグラスが、背もたれに体重をかける。

　この選せん択たくをしてしまうと、ダグラスとはそれまでになる。それだけが、残念ではあった。

「こういう時こそ、基き礎そを固めることが大切なのかもしれませんね」

「スラヴァくんと組手してたほうが、たのしい」

　ただ、皆大体心積もりは同じだったらしい。

　アルマはその答えを予測していたかのように穏おだやかに微笑ほほえんでいたし、シェリルは両手を上げて賛成していた。

　ううむ、しかしこれでも駄だ目めだったか。普ふ段だんと違うことをするというのは、存外難しいものだな。

「残念だが仕方ねェやな。街を出る前に一回くらい相手しろよ」

「それは大だい歓かん迎げいだ」

　姿勢を戻したダグラスが、拳を突つき出してくる。私は、同じように拳を突き合わせた。

　ダグラスと組んでから何回か組手をしたが、この男は驚おどろくほど成長を重ねていた。荒あらいながらも前よりもずっと洗練されたというか……若さゆえの勢いというのは、多くのことを教えてくれる。

　結局、少しでも実力が近いものと組手をするのが上達の一番の近道とはなんとも難しいものよな。いっそ、ミラフィアに戻ってチェスターと毎日喧けん嘩かをするのが一番手っ取り早いのかもしれない──なんて思う。

　とはいえ、今それをするには抱かかえているものが多すぎる。とりあえず元の予定であった師への挨あい拶さつを急ぐべきだろう。

　ヴィオード。あの街を思い出すと、未いまだに胸が熱くなってくる。

　私の原点とも言えるあの街は、きっと何かを与あたえてくれるはずだ。

　思い出をジョッキに浮うかべると、顔が綻ほころぶのが分かった。ヴィオードは私にとって第二の故郷だ。無理もないことだろう、と自分で納なつ得とくし、ジョッキを傾かたむける。

　すると──

「あの、少しよろしいでしょうか？」

　この場にいる者の誰だれのものでもない声が、向かいのダグラスの奥から、遠えん慮りよがちに投げかけられた。

　それは、ここ数日で聞き慣れた女性の声だった。

「ああ、受付の方ですか。私達に御ご用ようですか？」

　その声に応対したのはアルマだった。言の通り、声の主はギルドの依頼を斡あつ旋せんする受付の女性であった。

「ええと……はい。その……非常に申し訳ないのですが……」

　しかしその声は何い時つも聞いていた明るいものではなく、妙みように歯切れが悪く、思った通りに遠慮している風の不安さを感じさせる声であった。

　さて、なにか言いづらいことがあるのだろうか。申し訳ないということは危険度が高く、報ほう酬しゆうが高額な依頼ばかり受けていた私達に、他の賞金稼ぎに代わって文句でも言いに来たか──と考えたのだが、どうやらそれは違ちがうらしい。

　申し訳ない、という声と視線は主に私とシェリルに向けられていた。

　だとすると、むしろ受付の女性の伝えに来たことは、その逆に位置するものなのだろうと推測した。

　即すなわち依頼を受けるなということでなく──

「貴方あなた達にお任せしたい依頼があるのです……」

　逆に、依頼したいことがあると。そういうことなのだろう。

　本当に申し訳無さそうに伝えられた受付嬢じようの言葉に、アルマが私達を見回した。

　……急がば回れ、か。これ程ほど申し訳無さそうに持ってきた依頼だ、今までよりも厄やつ介かいなものなのかもしれない。

　最後に人助けをするのもいいだろう。私は、静かにアルマに頷うなずきを返した。

「話をお聞きしましょう。ここでよろしいですか？」

「はい……！　ありがとうございます……！」

　さて、どんな厄介事を持ってきてくれたのか。最後くらいは、眼鏡にかなうものだと良いのだがな。

　ふと、ダグラスを見ると目があった。ダグラスは私の視線を自分のものとぶつけると、拳こぶしを掌てのひらに打ち付けた。

　もう少しだけ、此奴こいつとの協力関係も続きそうだ。それを嬉うれしく思っている自分に気がつくと、私は肩かたを竦すくめるのであった。








第十二話　銃じゆう









「ごめんなさいね、最初に会った時にはあんなことを言ってしまったのに、貴方達を頼たよってしまって……」

　空いている椅い子すに腰こしを下ろしながら、受付嬢が私とシェリルを順番に見やる。

　その声は、まだ申し訳無さそうな色を続けていた。恐おそらく、まだ私達に頼るのは良しとしていないのだろう。となると、これは上の指示か、仕方なくといったところか。本当に、子供を危険な目にあわせたくないと考えているのだろう。その考えには、好感が持てる。

「お気になさらず。心配してくださっているのは伝わってきました故ゆえに」

「だいじょうぶだよ？」

「……ありがとうございます」

　シェリルと口を揃そろえ、構わないという意思を示す。

　するとまた受付嬢は礼を口にした。少しだけ笑えみが戻っているあたり、私達の言葉も効力があったと見える。

「ええと、それで私達に依い頼らいってなんでしょう？」

　そんな空気を変えたのは、ソーニャだった。本当に空気が読めるというか、タイミングがいいというか。ソーニャの一声で、受付嬢は表情を真ま面じ目めに結ぶ。

「はい……実は、非常に厄介な依頼がございまして。ここ最近目覚ましい活かつ躍やくを続けておられる貴方達に、是ぜ非ひお願いしたいと私達の上の者が」

　やはり、これは上の者の意思であるらしい。そう言われれば悪い気はしないが、それ以上に中々そそることを言ってくれる。

　向こうから厄介と念を押すということは、期待ができるかもしれない。

「いいねぇ。なるべく荒っぽいことだとありがたいんだがね」

　ダグラスもそれは同じようだった。歯を見せて笑うダグラスは、聞くまでもなく愉ゆ快かいだと分かる顔をしていた。

　とはいえ、向こうも厄介事を持ってきた引け目があるのだろう。意外な好こう感かん触しよくにも、浮かぶのは困ったような愛あい想そ笑わらいであった。

「あ、はは……えと、それで、本題なんですけど……これを見てください」

　どう反応したらよいか迷った受付嬢が選んだのは、話題を先に進めることであった。

　言葉と共に取り出されたのは、何やら手のひら大の包みであった。それを開くと、中から出てきたのは──何やら、見たことのない鉄の塊かたまり。

「……これは？」

　テーブルの上に置かれたそれを、訝いぶかしげな目で観察する。

　初めて見る形状だ。形状からどう握にぎるか、どう使うかはなんとなく分かるが……

　反応を見てみると、皆私と同じようなものだった。人間の国に比ひ較かく的詳くわしいアルマも、私が見ていることに気がつくと首を振ふった。

「あの、これは？」

　私達の気持ちを代弁したのは、アルマになった。

　鉄の塊に手を伸のばすシェリルを手で制し、受付嬢は一つ唾つばを飲み下す。

「これは、最近この辺りで少しずつ出回ってきている武器です。非常に強い殺傷能力を持っているので、今はお手を触ふれないようにお願い致しますね」

「武器、ですか」

　しゅんと引き返すシェリルの手を見送りながら、私は受付嬢の言葉を聞き返していた。

　改めて鉄の塊を見ると、武器という言葉は似つかわしくないように見えた。鉄の塊とはいっても小こ柄がらだし、鈍どん器きのようには見えない。かといって刃はもついておらず、私の想像する武器という言葉を連想させる要素がなかったからだ。

「この形からは、どういうものか中々分かりませんよね。実際にお見せいたしますので、よろしければ付いてきていただけますか？」

　同じ反応を見せる私達を見て、受付嬢は徐おもむろに立ち上がった。

　実演してくれるというのならば、これ以上分かりやすいことはない。

　皆無言で、酒場の裏にある訓練場へ向かう受付嬢の後に続く。

　木製の武器や、人型の木人形。比較的オーソドックスな訓練場に着くと、受付嬢は鉄の塊に空いた穴を木人形へと向ける。

「すごい音がするので、耳を塞ふさいでいた方が良いかもしれません」

　そう言いながら、受付嬢は確しつかりと両りよう腕うでで固定した上で、鉄の塊に指をかけた。

　とりあえず、使い方は考えた通りのもので良いようだ。離はなれた場所から狙ねらいをつけているあたり、あの鉄の塊は飛び道具なのだろうか。推測を立てつつも、大きな音とはどういうことだという疑問点に首を捻ひねりながら、言われるとおりに耳を塞ぐ。

　掌で耳を覆おおう女性陣じんと、指を耳の穴に突っ込む私とダグラス。性別で違いはありつつも全員が耳を塞いだことを確かく認にんすると、受付嬢は指を立てた。

　三、二、一。立てる指を減らしていき、それが零ゼロになると、受付嬢はまた鉄の塊を確りと両手で押さえ、レバーのような部分に指をかけた。すると──

　落らく雷らいのような音が訓練場じゅうを駆かけまわり、塞いだ耳にまで飛び込んできた。

　しかし、驚いたのはそれだけではない。鉄の塊が火を噴ふき、金属の玉が発射されたのだ。

　金属の玉はまっすぐに前へ進んでいき──木の人形の隣となりを通り、石の壁かべに穴を開ける。

　石の壁から破片がこぼれ落ち、受付嬢が尻しりもちをつく。走る痺しびれを払はらうように、受付嬢が手を振るうと、皆みなそれに呼ばれたかのように耳を塞ぐ手を離した。

「……凄すさまじいな」

　一連のことに、皆が思い浮かべたであろうことを代弁するのは、今度は私であった。

　仕組みもそうだが、それ以上に軽々と石の壁に穴を開けるあの威い力りよくだ。

　あれだけの威力が、指を引くだけで出るとは──武器の世界も、日々進歩しているらしい。……こういう所も進歩してしまうのが、人間の国らしいというか。

「はわあ……ど、どうでしたか？　これが武器ということを信じていただけましたか？」

　音を直じかに聞き、手の痺れに涙なみだを浮かべる受付嬢が、私達を見上げてくる。

　私達は、驚きよう愕がくしていた。威力もそうだが、その機構の複雑さにだ。

「十分すぎるほどに。まさか、指を引くだけで金属の玉が発射されるとは、驚きです」

「威力も玉の小ささにしては中々のものです。しかし、それ以上にどう玉を飛ばしているのかが気になりますね」

　アルマと調子を合わせ、感想を述べ合う。

　一体どういう理り屈くつで玉が発射されているのか、それが分からない。

　素す直なおな感かん嘆たんを込こめて、受付嬢にそう返すと、彼女は「へ？」と調子の外れた声を出した。

「た、玉が……って、見えたんですか!?」

　一いつ拍ぱく遅おくれて受付嬢が出したのは、私達以上に驚おどろき戸と惑まどった声だった。

　……それはまあ、見えるだろう。各おの々おのが近くの者と顔を見合わせ、頷きあう。

「普ふ通つう見えませんよ……こんなの。最初は不可視の魔ま法ほうかと思ったくらいなのに……」

　だが、私達のそれは普通の感覚ではなかったようだ。

　確かに発射された玉は中々の速度だが、見えないほどのものではないと思ったのだが。

　そう言われてみれば、そうだったかもしれないと顎あごに手を添わせる。武術家四人での固まった行動に慣れすぎていたのだろうか。最近行動を共にしていたダグラスも私達の同類なので、これが一いつ般ぱん的な感覚と勝手に思い込んでしまっていたのかもしれない。

「うーん、でも確かに急に使われたら音とかでビックリしちゃいそうだよね。私なんかは相あい性しようが悪いかも」

「だァな。タネを知ってりゃ心構えはできるが、知らなきゃ体が固まっちまうかもなあ」

「でもいりょくは、たいしたことない」

　とはいえ、これが私達の普通だからな。

　どこか外れた──らしい──分ぶん析せきを始める私達に、受付嬢は乾かわいた笑いを浮うかべていた。

「さ、流石さすがですね……あの、では、依頼の内容についてお話しさせていただいてもよろしいですか……？」

　この場では自分が少数派だということに気付いたのだろう、半ばやけくそのように受付嬢は勢い良く立ち上がった。

　その言葉に頷いたり、返事をしたり。私達の方は聞き入れる態勢が出来上がっていることを伝えると、受付嬢は小さく咳せきを払った。

「こほん……では。依頼というのは、この武器に関することなんです。実はこの武器──ええと、銃というらしいのですが、それを製造し、犯罪者達に販はん売ばいする組織があるらしいのです。これを潰つぶしてほしいというのが、今回の依頼の内容です」

「ふむ……その組織が構える場所などは分かっているのですかな」

「それは、分かっています。ですが、組織はこの『銃』を大量に所持しておりまして……憲兵隊でも、近づけないのが現状です」

　このような武器を裏に流す組織──と聞いて面めん倒どうそうだと身構えたが、話を聞いてみると今回の依頼は単純なもののようだ。

　こういう、分かりやすい話はよい。

　要するに、そこまで出向いて行って悪党どもを張はっ倒たおせばよいのだろう。

「なんだ、分かりやすいじゃねぇか。迷子の猫ねこ探さがしなんかよりよっぽど楽でいい」

「それはどうかと思うがな。だが同感だ」

　ダグラスを窘たしなめようとするが、実のところ私の気持ちも同じようなものだ。指定された場所で暴れるだけ──これほど簡単なこともない。

「……では、受じゆ諾だくいただけるということでよろしいですね。でも、どうかお気をつけて。敵には銃だけではなく、腕に覚えのある者もいるそうですから……」

　その上、どうやら欲しかったものまでおまけについているようだ。

　くつくつと喉のどを鳴らし、牙きばを剝むく。

「それを先に言ってもらわねば。喜んでお受けいたしましょう」

　急がば回れというが、たまには寄り道もしてみるものだ。街を発たつ前に出会えた大きな案件に、笑みが零こぼれる。

　ただしそれは、受付嬢じようが見た子供には到とう底てい似つかわしくないもので──

　これで、強敵と出会うことが出来ればいうことが無いのだが。

　思わぬ出会いに感謝しつつ、私は拳こぶしを握りしめた。








第十三話　大立ち回り









「敵の本ほん拠きよ地ちも近づいてきたな。少し休きゆう憩けいにして、食事をしよう」

　気持ちが良いくらいに晴れ渡わたった空の下。

　何い時つもよりも近く見えるそれを見上げてから、私は後ろを振り向いた。

　向きの変わった視界には、いつもの仲間達と、視界の限り広がる草原が見える。

　武器の密造組織を壊かい滅めつさせるという依頼を受けた私達は、街から遠く離れた山を訪おとずれていた。ソーニャの能力を使い、日ひ柄がらは絶好の快晴。山の中腹から見える景色は、素す晴ばらしいまでの絶景であった。

「そうだね。体力には余よ裕ゆうがあるけど、万ばん全ぜんを期したほうがいいと思うよ」

　しかし、今日の目的は行楽ではない。

　行楽であれば休憩など必要はなく、食事をとるにしてもどうせならばより景色の良い山頂で──とするのだが、今日この山を訪れたのは依頼があるからだ。

　故ゆえに、休憩の目的は正しく休憩であるべきだ。腹を満たし、身体を休め、万全の状態で挑いどむ。なるべく、身体の状態は最良に近いほうが良い。

　適当な地形を見つけて腰こしを下ろす。とはいっても、今いま更さら山を登る程度で疲つかれるような者たちでもないようで、疲れ特有の動きの重さはまるで無い。

　とはいえ、山は道こそあるものの、それなりに急であった。これでは確かに攻せめ入るのも一苦労だろうな。

　などと考えながら、持ってきた荷物の中から、固いパンと干し肉を取り出す。

　素そ朴ぼくなのだが、私はこれが中々好きなのだ。

「あれ？　師匠せんせい、干し肉は苦手ではありませんでしたか？」

　すると、すぐ横に座ったアルマがそれを見つけ、横から覗のぞき込んできた。

　その質問に、首をかしげる。はて、干し肉が苦手などと言ったことはあっただろうか。

　考えを巡めぐらせると、もしやということに思い当たった。

「ああ……いや、患わずらってからは硬かたいものが辛つらかっただけだ。こうなってからは、かえって硬いものの方がよく味わうことが出来て好きでな」

「なるほど、そういうことでしたか」

　前世で病を患ってからは、柔やわらかいものばかり好んでいた期間があって、アルマはその時のことを言っているのだろう。

　歯は年の割に丈じよう夫ぶな方だったのだが、病人になるとそもそも嚙かむことさえ辛くなってきたのだ。そのため、倒れてからはとんと硬いものを食っていなかった。その反動か、今はこういった硬い食い物が旨うまくてたまらない。

「そういうことだ」

「スラヴァくんも、干したおにくが好きなんだ」

　アルマと私のやり取りを見て、最初は疑ぎ問もん符ふを浮かべていたシェリル達も、遅おくれて事情に気がついたらしい。

　干し肉が好きだというシェリルは妙みように嬉うれしそうにしていて、見ていると此方こちらの顔がほころんでくる。

「……？　さっぱりわかんねぇ。旦だん那な、大病を患ったことがあるのかい？」

「少し違ちがうが、似たようなものだ」

　とはいえ、ダグラスはその事情を知らないので眉まゆを顰ひそめていた。また事情をばらすところだった、と苦く笑しようしながらそれを流すと、それ以上追及してくることはなかった。

　それから少しして。持ってきた食事は簡素なもので、すぐにそれを胃に収めた私達は『銃じゆう』について最後の確認をしていた。

「見れば見るほど、見事なものだな。この部分で弾だん丸がんの尻に付けられた火の魔石を叩たたいて、その時に生じる小規模の爆ばく発はつで鉄を打ち出しているわけか」

「そして、引き金を引くと弾だん倉そうが回り、スムーズに次発の準備がされる……よく考えたものですね」

　構造を見ながら、私達は感嘆の息を漏もらす。

　この様な機構を、よくも考えついたものだ。何より、この弾たまが素晴らしい。

　筒つつに収めた鉄を、尻に付けられた火の魔石による爆発で押し出すという発想。魔石の量も鉄の量も決して多くなく、これであればそれなりに安価に作製できるのだろう。

　威力の方も、私達からすれば多少物足りなく感じるが、普通のものからすれば十分脅きよう威いになるのかもしれない。

「これだけのモンを作って、なんだって小悪党の金かね稼かせぎに使っちまうかねぇ。こんだけ器用なら、生き方はいくらでも選べただろうによ」

　半ば投げやりに、ダグラスが弄いじくっていた弾丸を放ほうり投げてくる。私はそれを空中でつまみ上げると、再び荷物の中にしまいこんだ。

　ダグラスの言うとおりだ。私には百年かけても考えつかなさそうな構造のものを考え出す能力がありながら、何な故ぜそれを悪漢達の武器として作ってしまったのだろうか。

　同じものを作るにしても、憲兵に売り込むなり、専門の研究機関に持って行くなり道はたくさんあったろうに。

　これを創りだしたものは紛まぎれもなく天才といえるのだろうが──だからこそ、考えることが分からぬ。

「そろそろ行くか。敵はこれと同じものを大量に持っていることが予測される。私達ならば大したダメージは無いだろうが、目だけは注意するのだぞ」

　弾の抜ぬかれた銃を見せながら、皆みなに注意を促うながす。頷うなずきが返ってきたことを確かく認にんしてから腰を上げると、皆がそれを合図に立ち上がった。

　そうして、山を歩き始めて暫しばらく。休憩をとった位置よりも低い場所に、それはあった。

「……どうやら、見えてきたようだな」

　私達の目に飛び込んできたのは、犯罪組織の建物としては立派が過ぎる、巨きよ大だいな建築物であった。そこから綱つなのようなものが伸のび、山のあちこちに開けられた穴へと伸びている。

　どうやら、山から直接魔石や鉄を採さい掘くつして、そのまま武器を製作しているようだ。

　合理的というかなんというか、本当にもう少し別の所に頭を使えなかったのかと、いっそ悲しくなってくる。

　だが、何時の世も悪い奴やつほど世よ渡わたりが上う手まいというのもある。案外、悪い所に使うほうが頭というのは働くのかもしれない。

「こりゃあ思ってた以上だね。どう攻める？」

　警備もそれなり。親玉が何ど処こにいるかは分からない。試ためすかのように、ダグラスが案を募つのる。

「火の魔ま術じゆつで焼き討うちってのはどう？　私もちょっとなら使えるよ？」

　最初に案を挙げたのはソーニャであった。ただし、本気でないことはその声の妙に明るいトーンから分かっている。

　悪戯いたずらっ子のように微笑ほほえむソーニャに、ため息を吐ついたのはアルマであった。

「あのな……火の魔石を大量に貯蔵している所に火を放ったらどうなるか分かるだろう？　最悪、私達まで巻き込まれるぞ」

「あはは、分かってるって。言ってみただけだよ」

　とはいえ、アルマもそれは冗じよう談だんだということは分かっていたようで、ソーニャと一いつ緒しよに笑っていた。

　敵地が近いというのに、落ち着いたものだ。緊きん張ちようしすぎてもかえって無む駄だな力みが生まれてしまうので、これくらいが良いのかもしれないが。

「はい」

　ソーニャの案が却きやつ下かされたのを見て、シェリルが元気よく手を挙げる。

「くく、言ってみろ」

　半ば答えを知りながら、私は手を挙げたシェリルに続けるように促す。

「しょうめんとっぱ！」

　返ってきた答えは、やはり予想通りのもので──まあ、結局これしかないのだろう。

　敵の頭が良かろうと、私達はそれでいい。頭の中まで筋肉が詰つまっている、なんて言われる私達には、これがいいのだ。

「よし、一丁やってやるとするか」

　私が腕を組み合わせると、ダグラスが腕をぐるりと回す。武器の密売組織の規模は、盗とう賊ぞく団よりも遥はるかに大きい。久々に、思う存分暴れてみるというのも面おも白しろい。

　五人で並び、真正面から歩いてゆく。これが、私の……私達の流りゆう儀ぎだ。

「……!?　止まれ！　なんだ、お前達は！」

　これをやると、大たい概がい徒党を組む小悪人は驚おどろいてくれるのが面白い。

　ちと、からかってやるか。

「正義の味方さ。臨時のな」

　薄うすく笑いを浮うかべながらそう言うと、小悪党の顔が一いつ瞬しゆんで怒いかりに染まった。

「……人が悪いぜ」

　そして、隣となりからは抗こう議ぎの声が届いてくる。許せ、一度やってみたかったのだ。これをされると、奴らは決まって顔を真っ赤にするが故。

　暫く怒りに打ち震ふるえた男が、懐ふところから銃を取り出す。……ふむ、前情報があるからこそ分かるものの、やはりこれが武器には見えんな。

「その分だと、ここがどういう場所か分かってるみたいだな？　ここに来る奴らは、容よう赦しやなく撃うち殺せって言われてるんだぜ」

　先ほどの怒りは何処へやら、男の顔には確かな自信が表れていた。

　銃の力を自分の力と誤認しているのだろうな。だが、指を少し引くだけであれだけの力が出せれば無理もないか──と思わなくもない。

　あの力は、鍛きたえていない者にとっては確かに脅威になろう。大たい抵ていの場所が見張りを二人立てているのに対し、これだけ大きな施し設せつの見張りにたった一人というのも、銃への信しん頼らいが見て取れる。

「へへへ、一回人を撃ってみたかったんだよな。まさかそれがエルフになるとは思わなかったけどよ」

　距きよ離りがあるからか、男は余裕を浮かべていた。見たところ、あの銃という武器には一度に六発まで弾を装そう塡てんできるようだ。私達は五人──応おう援えんを呼ばないのは、そういった安心があるのだろう。

　だが、そもそもの前提が間ま違ちがっているのだ。

「なあ、これ見たことあるか？　面白いモノを見せてやる──よっ！」

　男が指を引くと、あの雷かみなりが轟とどろくような音とともに、鉄の弾が弾はじき出される。

　そう──見たことがある上で、見せてもらうのだ。

　飛来する鉄の弾が、私には容易たやすく見えていた。中心を少し外れ、脇わき腹ばらのあたりに飛来する弾──私は、そこへと右手を走らせた。

「……は？」

　結果、何も起きなかった。

　小悪党が、疑問の声を上げる。予定では、脇腹に血を滲にじませ訳が分からない顔をする私でもいたはずなのだろうか。

　生憎あいにくと、私は無事に立っている。弾は脇腹の中でもないし、そこを貫つらぬいたのでもない。

　ゆっくりと、脇腹にやった手を前へと持っていく。そして──中に摑つかんだ小さな鉄の弾を、地面へと落とした。

　高く澄すんだ音が響ひびく。山の中だからか、その音はとても綺き麗れいに聞こえた。

「な、なな、お前……何ッ……！」
















　震える身体と声が、信じられないと語っていた。よほど、この小さな鉄の塊かたまりに信頼を置いていたらしいな。

「化け物がァァァっ！」

　半はん狂きよう乱らんになり、一心不乱に銃を乱射してくる。冷静さを欠いているのだろう、弾は一発だけ私を狙ねらい、他ほかはどこかへ逸それていった。この距離でも冷静に狙わねば当たらないということは、命中精度の方はさほど高くないのだろう。

　私は先ほどのように自身へ向かう一発だけを取り、他は無視をする。逸れていった弾丸の一つはシェリルへと飛んでいったが、シェリルは面めん倒どうくさそうに羽虫を避よけるかのごとく、それを手で払はらった。

　残りの五発を全すべて撃ち尽つくしたあとも、男は暫く引き金を引き続けていた。……ふむ、この銃は連射も出来るのだな。となると、思ったよりも性能はいいようだ。

　だが、武術家と戦うにはちと役に立たんな。

「どうした！　……賞金稼ぎか!?」

　とはいえ、なんの役にも立たなかったわけではないようだ。

　男が撃った銃の音で、中からぞろぞろと小悪党共がやってくる。

　呼び鈴りんの代わりをしてくれるとは、手間が省けるというものだ。

「あっ……あいつ！　銃の弾を素手で止めやがった！」

「な……!?　おい、冗談言ってんじゃ……！　いや、あいつらまさか……エルフの死神か!?」

　腰こしを抜かす男の言葉を、中から出てきた男のうち一人が否定するが、私達の姿を見て言葉を止める。

　悪党相手の商売をしているからか、最近そちらの界かい隈わいで起きた出来事には詳くわしいらしい。

　居い心ごこ地ちが悪いと感じるわけだ。少しばかり有名になりすぎた様子で。

「俺ァ魔人なんだがねえ。ま、いいか」

　ダグラスがどうでも良さそうに独りごちる。とはいえ、言うとおりどうでも良さそうだ。

　さあ──

「大立ち回りといこう」

　服のズレを直すため、腕うでを広げる。大おお仰ぎように腕を広げる動作は、演劇に出てくる魔王のようだ──と思った。

　実際、腰を抜かす男にはそのように見えているのかもしれない。

「……ッて！　撃て！」

　とっさに男が叫さけぶと、十名ほどの男達が一いつ斉せいに銃を構える。

　そして──文字通りに、横並びになった鉄の穴が、一斉に火を噴ふいた。

　同時に、私達は走りだす。無論、後ろではなく前へだ。吐き出された弾たまが視界の中を泳ぐ速度を上げるが、大したものではない。

　必要があれば避け、または弾はじき。押し寄せる弾が作る幕の第一幕を破り捨てていく。

　……この銃とやら、ある程度の連射は出来るようだが、所しよ詮せんは道具。道具に設定された以上の速度では、連射ができぬらしい。

　銃の弾だん倉そうが回り始めると同時に、私は軽く跳ちよう躍やくをした。その勢いで身体を回し、斜ななめに打ち下ろすように蹴けりを見み舞まう。銃を構える男が息を飲むと、蹴りは吸い込まれるように男の頭を揺ゆらした。そのまま私は地面へと戻もどると、一人目を蹴りぬいた脚あしを突き出し、隣の男の腹部へと打ち込んだ。一人目が崩くずれ落ち、地面へと倒たおれ伏ふすよりも先に二人目の男が石造りの壁へと打ち付けられる。

　一息で二人を打ち倒した私は、ゆっくりと姿勢を正す。シェリル達も、各おの々おのが二人ずつを打ち倒した所だった。

　この手に限る。やはり、此方こちらの方が確実だ。道具には限界があるが、人にそれは存在しない。

　ただし、その道具を作るのもまた人であることには違ちがいはない。違いないが──道具が人を追い越こすのには、まだまだ時間がかかりそうだな。

「ひッ……ひいぃぃぃッ！」

　と、いった所で意識を保つ者がまだ一人残っていることに気がついた。最初に見張りをしていた男だ。殺気を向けられていなかったため、とりあえずの所無視されていたようだ。

　見下ろす私達に背を向け、地面を引ひっ搔かきながら必死に逃にげていく様を見ると、どうせ後でふん縛じばることは変わらないので見み逃のがしても良いか、とも思うのだが……

「えいっ」

　シェリルが放り投げた銃が、男の頭を直ちよく撃げきする。すると、男は意識を失って動かなくなった。

「む、いい力加減だ。偉えらいぞ、シェリル」

　本気で投げていたら見るも無残な場面になっていたと思うのだが、シェリルも力加減がうまくなってきたものだ。

「えへへー」

　ともあれ、これで中に入れるというものだ。

　完全に昏こん倒とうした男達をまたぎ、アジトの中へと入る。

　外見だけではなく、建物の内部も中々立派なものだ。木材ではなく、大部分に石材を使っているのは、火の魔石を使うが故ゆえのことだろうか。

「……！　侵しん入にゆう者だッ！」

　などと、建物を観察していると、慌あわてた声が響いてくる。おちおち観察している間も無い……と思ったが、依い頼らいは密造組織の『壊かい滅めつ』だ。この方が手っ取り早くてよいかもしれん。

「改めて確かく認にんしておこうか。私達の目的は？」

「武器の密造組織の壊滅、ですね」

　放たれた弾だん丸がんを氷で捉とらえつつ、アルマが答える。

「優先事じ項こうは」

「組織幹部の捕ほ縛ばく。生死は問わず。でも、武器を考えだした人はなるべく無傷がいいって言ってたね」

　一発だけでは仕留め切れないと悟さとったのだろう、男の声に呼ばれて出てきた増ぞう援えん部隊が、一斉に銃を発射する。

　だが、それらはソーニャが軽く腕を払うと、風の刃やいばに叩たたき落とされた。

「それ以外のものは」

「死なないていどにおおけがさせる」

　銃が全く通じないことに焦あせった男達に乱れが生じると、不規則に弾丸が飛んでくる。

　シェリルはさっき私がしてみせたように、そのうちの一つを摑みとった。その後すぐ「あつい」と放り投げていたのが、脱だつ力りよくを誘さそう。

「分かっているようだな。しかし──」

「自分が危険な場合は遠えん慮りよすんな、だろ？」

　そして──言うが早いか、かけ出したダグラスが男達を蹴け散ちらした。

　ふむ、どうやら問題ないようだ。

「大変よろしい。では続けるとしよう」

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった男達が叫び声を上げることで、次の増援が湧わいてくる。たまにはこんなちぎっては投げ、というのも趣おもむきがあるというものだ。

　道なりに進みながら、男達を倒していく。そうしているうちに、あの銃という武器が分かってきた。

　威い力りよくについては知ったとおり。確かに魔ま力りよくの少ない一いつ般ぱんの者であれば、大きな脅きよう威いになるであろうことは理解できた。それを、同じく力のない者が指を引くだけで容易く放つことが出来るというのは、なるほど優すぐれた武器だと思う。

　だが、それはあくまで威力の話だ。少し試ためしてみたが──

「なっ……避け……！」

　銃の口を見ていれば、大した速度がなくても弾を避けるのは難しくないのだ。

　弾がどれだけ早くとも、結局のところ狙いを定めるのは使う者の仕事だ。腕が弾丸のような速度で動くのならばその限りではないが、銃に頼たよる必要がある者では、それも難しいことだと思う。

　これならば、私達が出るまでもなかったのでは──と思わなくもない。だが、未知の現象というのはそれだけ大きな存在に見えるものだ。派手な音とともに岩の壁かべが──あるいは人の頭が──砕くだければ、それは大きな脅威に映ることだろう。

　それ故に、私はこの武器を凄すさまじいものだと思う。私達武術家にとっては現段階ではさほどの脅威にはならないが、ゼロからそれを生み出したのは、驚きよう嘆たんに値あたいする。

　それほどの柔じゆう軟なん性が、この老いぼれた頭にも欲しいものだ。そんなことを考えていると、段々と敵の数が疎まばらになってくるのが分かった。

　終わりが近い。そんな予感を抱いだきながら走ると、程ほどなくして建物の最奥へと到とう達たつする。

　ドアから他の部屋とは違うその構造を見るに、普ふ段だん組織の長が使っている部屋なのだろうと推測するのは簡単だった。

　無む駄だに良い木を使ったドアを、蹴り破る。こうなると、調度品も雑用品も変わらない。

「随ずい分ぶんと乱暴ですな、賞金稼かせぎ殿どの」

　日当たりがよく、広い部屋にいたのは、四人の男性であった。

　恰かつ幅ぷくのいい男。反対に、やせ細った男。そして、今も殺気を撒まき散らす、二人の青年だ。どれがどのような人物か、あたりを付けるのは然さ程ほど難しいことではなかった。

　組織の首領に、用心棒が二人。そして、あの細い男性が『銃』を開発したのだろうと思う。

　ひょっとすると違うかもしれないが、別に違ったところで問題はない。どうせ、全員捕縛するだけなのだから。

「お前が組織の首領か？」

「いかにも。そういう貴方あなたは最近噂うわさになっておりますよ」

「それはどうも」

　単純な興味から、太った男に向けて聞いてみると、特に考えるまでもなくごく普ふ通つうにその素す性じようが返ってきた。

　何な故ぜこんなにも自信ありげにしているのだろうか。恐おそらくは『銃』と、傍そばに控ひかえる二人の青年を当てにしているのだろうと思った。

　男の身体はどう見ても戦う風には見えないし、魔力も感じられなかったからだ。……別段、戦えないことをどうと思うつもりはない。だが、こういう態度はちと癇かんに障さわる。金や道具に頼った力を、自分の力と思っているような態度はな。

　思いの外面おも白しろくない組織の長に、溜ため息いきが漏もれる。傍に控える用心棒達は多少面白そうだと思うのだが、こんな男に使われているとなると少しばかり興が冷めるというものだ。

「一応聞いておくが──大人しくお縄なわに付くつもりはないか？」

　手間が省けて良いのだが。言外にそう続けるも、組織の首領は喋しやべった分しか言葉を理解できていないようだった。

「それは出来ない相談ですね。ポゥ、ロゥ」

　恐らくそれは、名前なのだろう。二人分の名を呼ばれ、傍かたわらに控える青年が同時に脚を踏ふみ出してくる。

　あまりにも揃そろった動きに、私はほうと息を吐はく。揃った動きは男への忠誠心からくるようなものではないだろう。となると──その似た名前からも、この二人の用心棒がどのようなものであるかを、察せられるというものだ。

「お前達の力を見せてやりなさい」

　男の言葉に頷うなずいたのは、またも二人同時であった。

　まるで喋らずとも意思を疎そ通つうしているように、青年達がナイフを取り出す。形状から見て、投とう擲てき用のものだろう。少しばかり湧いた興味に、口の端はしを上げる。

　似た服装に、似た顔。そして、気持ちが悪いくらいに統率された動き。

　武術家では中々見ない戦せん闘とうスタイルだ。青年たちは、コンビで戦うのだろう。

　初めて見るものというのは、それだけで心が躍おどってくる。あの男の『道具』というのは気に食わないが、その妙みよう技ぎとくと見せてもらおう。

　魔力を高め、一歩を踏み出す。察しの悪い成金とは違って、双ふた子ごの用心棒は私が込こめた意思に気付いたようだ。

　私が相手だ。殺気を受け止めるように前へ歩み出たのは、そう意思を伝えたことだろう。

　……と、思っていたのだが。

「どちらが相手だ？」

「それとも二人同時に来るのか？」

「あるいは全員で来るか？」

　気がつけば、私の隣となりにはダグラスが歩み出ていた。交こう互ごに言葉を続ける双子の言葉に、此方を向いていたダグラスと目が合う。

「……譲ゆずれよ」

「断る」

「断んなよ」

　聞くまでもなかったが、ここを私に譲るつもりは無いようだ。

　先にそう要求されたことで、私は拒きよ否ひで自らの意思を伝えた。だが、お互たがい譲り合う気は無いらしい。いっそ、先にダグラスを潰つぶすべきなのでは？　危ない考えが浮うかぶが、それが実行されることはなかった。

「面めん倒どうだ」

「一度に片付ける」

　双子が分かれ、それぞれ私とダグラスに向かってきたからだ。

「はんぶんこ」

　少し離はなれた位置で、シェリルがそう呟つぶやくのが聞こえた。

　理想は一対二でコンビネーションを味わってみたかったがこれでは仕方がないか。……その手があったか、と感心したのは内ない緒しよだ。

「仕方ねぇ、ここは協力と行くか」

「妥だ当とうだな」

　シェリルに指し摘てきされたのに、大人が意地を張っては格好がつかない。

　注意を引くべく、私達は二手に散開した。広い部屋といっても、外に比べればそこは十分狭せま苦くるしい空間だ。分断は難しいが、それもまた一興である。

　双子の片割れが、腕うでを後ろに流しながら私へと向かってくる。その途と中ちゆうで、投擲ナイフが放たれると、ナイフはまるで片割れに追走するように私を狙ねらう。

　速度は十分。だが、ツェーンのそれと比べれば、この程度は曲芸の域を出ない。

「フッ！」

　ナイフを纏まとうような突とつ進しんと共に、手に残されたナイフが薙なぎ払はらわれる。投擲に比べれば此方こちらはお粗そ末まつなものだったが、それでも飛来するナイフがあるぶん、手を使って受け止めては私の方が不利になる。

　受けるのではなく、避よけることを選せん択たくするのは当たり前のことだ。体勢を屈かがめて足払いをすると、切り払う斬ざん撃げきと投擲の両方を一度に躱かわすことが出来た。脚あしを取られ、転てん倒とうする用心棒の片割れへ、拳こぶしを打ち下ろさんとする。せめて、横の切り払いではなく縦の切り落としを選択するべきだったなと、心中でアドバイスをしつつ。

　打ち下ろす打だ撃げきというのは、非常に威力を乗せやすい。コンビネーションは名残なごり惜おしかったがこれで終わりだ。

　早くも決着しようとする勝負。しかし、私は拳を打ち下ろす前にそれを止め、上体を仰のけ反らせた。すると、それを待っていたかのように目の前をナイフが通り抜ぬけていく。その一いつ瞬しゆんの隙すきをつかれ、足元の片割れは後ろへと飛びのきながら、ナイフを投擲した。

　ただし──ナイフが向かうのは、私ではなくダグラスの方へ。

「おっ……と、危ねえなあ」

　程なくして、隣からはそんな声が聞こえて来る。危ないとは言いつつも、その声には余よ裕ゆうが感じられた。

　……しかし、これは面倒くさいな。

　片方が片方の動向に常に気を配っていて、危機が訪おとずれればナイフを投擲して相手の行動を妨ぼう害がいする。威力は重視せず、カバーのナイフは手首だけを使った最小限の動きで放たれるため、此方がそれを妨害するのは難しい。

　この連れん携けいを手にするまでには、かなりの訓練が必要だったことだろう。もしもこれが当初の予定通りの一対二で進行していれば、それはさぞかし厄やつ介かいな技術だったに違ちがいない。

　だが、それが今のような一対一に一手を足したものではなく、二対二だったらどうなるのだろうか？

「ダグラス」

「ん？　ああ、あいよ」

　手招きをすると、ダグラスもそのことを理解したようだ。

　正直、止とどめを刺さそうとするとナイフが飛んでくるだけの一対一など面倒くさくてかなわん。二人は最初に二対二でもかまわないと言っていたのだし、ならばそれがどのようなものか見せてもらおう。

「奴やつら、強いぞ」

「迂う闊かつに近づくのは危険だ」

「あれをやる」

　私達が距きよ離りを狭せばめたのを見て、双子は私達を挟はさむように位置を展開する。

　さて何が始まるのか。構えた双子を見て、私達も気を引き締しめる。

　始まりを告げたのは、双子により全く同時に投げ放たれる二本のナイフであった。その片方は私を、もう片方はダグラスを正確に狙っている。

　そこで、私達は気がついた。その陣じんがどのようなものかを。

　二人が同時にナイフを投げ、対角線に居る片割れがそのナイフをキャッチする。そのまま、間かん髪はつ入れずに二人が同時にナイフを投げ返す。

　ただしその際に、二人で位置を変えながら。様々な角度から、絶え間なく投擲ナイフが私達を狙ってくる。

　互いが互いにナイフをキャッチして投げ返しているが故ゆえ、攻こう撃げきは切れることはない。

　四方八方からナイフが飛び交かい続けるが故、狙われているものは反撃に移ることも出来ないというわけか。

　見事な技わざに、感心した。双子というだけではこの技を習得することは出来ないだろう。声もかけずに、良い軌き道どうを伝え合いながら、ナイフを投げ合う。一体この技を習得するためにどれだけの研けん鑽さんを積んだのか。文字通り、血の滲にじむようなものだったに違いない。

　本当に──その努力を、別の所に回せばよかったものを。

「……ダグラス」

「ああ」

　簡単に意思を伝え合う。私達は連携の練習さえもしたことがない。かつて一度ゴロツキを相手に共きよう闘とうしたことがあるが、それくらいだ。

　だが、この曲芸師たちを相手にするには、それだけで十分だった。

「散」

　切れ間なく飛ぶナイフ。

　第何射かわからぬそれが放たれ、私達の横を過ぎ去った瞬間、私とダグラスは弾はじかれたように走りだした。

　追いかけるは、今隣を通り過ぎていったばかりのナイフ。そのナイフが向かう先には──当然、そのナイフを受け止めなければならない者が居る。

　そう、ナイフを、受け止めねばならない。受け止めなければ、ナイフはその軌道上にわざわざ移動した的へと突つき刺さるだろう。

　私の前にいる双子の片割れが、顔を驚おどろきに染め上げる。それでも辛かろうじてナイフはキャッチ出来たようだが──きっと、私の後ろの方に居るもう一人も、同じ顔をしているのだろうな。

　振ふりかぶった拳を、そのまま振り下ろす。固められた拳は間ま抜ぬけの面つらを容よう赦しやなく殴なぐりつけた。

　防ぼう御ぎよすら出来ぬ不自由。双子達は、あっけなく戦闘不能に陥おちいったのだった。

　……今回はこのような手段をとったが、そもそもこの技は弱点が多すぎる。

　ナイフを追いかければその先に必ず敵がいるというのも大問題だが、ナイフを受け止められたりしてもこの技は成立しなくなる。

　もっと別のことに努力を使えば、色々と出来ることはあったと思うのだがな。例えば──曲芸に本ほん腰ごしを入れてみるとか。これだと曲芸としても中ちゆう途と半はん端ぱだ。

「──と、いった所で、だ」

　呆あきれを隠かくすこともせず、私が声を押し出すと、組織の首領は大げさに肩かたを震ふるわせた。

　まったくの期待はずれだったな。だがまあ──ダグラスとの共闘は、新しん鮮せんな経験ではあったかもしれん。

「大人しくお縄なわになってくれると、面倒がなくて良いのだが」

「喜んで頂ちよう戴だいさせて頂きます！」

　先ほどと同じことを聞くと、もはや、強気の種も削そがれたようだ。結局、自分以外の力に頼たよるものなど、それがなくなればこんなものだ。

　一番面倒くさいのはこの小悪党どもを引き渡わたす各種の手続きになりそうだと溜ため息いきを吐つく。

　……しかし、最後に一つ。聞きたいことがあったのだった。

　ダグラスに手を縛しばられている最中の、幽ゆう鬼きのような顔をした細身の男の前へと向かう。

「おい、銃じゆうとやらを作ったのは貴様か？」

　声をかけると、先ほどから一言も発していない男は、心ここにあらずといった様子で私を見上げた。その問いかけにも声を出すことなく、私の問いかけに頷うなずきだけを返した。

　天才は変人が多いというが、この男もそうなのだろうか。

　この分だと、答えは期待できないかもしれない。大して期待もせずに、私は男へと疑問を投げかける。

「なぜ、これだけの発明品をこのような男達に売ったのだ？　他ほかに道はなかったのか？」

　正義感からではない、それは素そ朴ぼくな疑問だ。虚うつろな目を向けてきた男は、すぐに私から視線を外す。

　男はまた俯うつむいて、こう答えた。

「なかったね。開発にもお金がいるのだよ。頭に浮かんだ代しろ物ものを、形にしたくて仕方なかったのさ。……尤もつともこんな使い方をされるとは、思ってなかったが。弱いっていうのは罪だねえ……ひひ」

　鶏にわとりを絞しめたような声で、男は笑う。弱い、というのが何を指しているのかは、私には分からなかった。

　組織の首領へ向けたのか、銃の被ひ害がい者に向けたのか、それとも──自分に向けたのか。

　もしも自分に向けたのだとしたら彼は、これほどの道具を生み出した彼は弱いといえるのだろうか。

　ふと、強さとはなんだろうなと考えた。

　多分、身体からだだけの強さではないのだろう。

　組織の男たちを縛りながらも、そんなことを考え始めると止まらない。

　全くの無む駄だ足あしに終わるかと思ったが、銃の開発者が残した言葉は、思いの外私の足りない脳みそを働かせるのであった。








第十四話　オン・ザ・ロック・ボーイズ









　薄うす暗ぐらい照明の下で、私は頰ほお杖づえを突いていた。

　外の世界と壁かべで隔かく絶ぜつされた上で、敢あえて淡あわい光でのみ視界を確保された店内は、物静かな空気と合わせて深い海の底を思わせていた。

　静かといえばそれで十分分かるかもしれないが、今日はこの場にシェリルやソーニャの姿は無い。

　いつぞやのように、とある人物と待ち合わせをしているからだ。

　しかし約束の時間を過ぎた今でも、その人物は現れていない。

　時間をただ待つのは、苦手である。とはいえ、何い時つもならばそれは気になるほどのものではないだが。

　ただ、今は一人だ。静かな中、ただ待つ時間というのは長く感じるものである。

　暇ひまをごまかすように、手元のグラスを揺ゆらす。幅はば広びろのグラスに注がれた、琥こ珀はくを溶とかした水を一口含ふくむと、彼はようやく現れた。

「よう、待ったかい」

　ドアに括くくりつけられた鈴すずを鳴らしながらやってきたのは、最近行動をともにしているダグラス＝ブラードだ。

「全く……時間くらい守ったらどうだ」

「なに、気ままな稼業をしてるもんでな。時間にはルーズでね」

　恨うらみがましい視線を向けてみるも、ダグラスは気にした様子もなく隣となりへと座る。

　約束の時間に来ていなかった時点で、予測していたことだ。

　それ以上の追及は無む駄だだと諦あきらめて、チーズを口に放り込む。

　濃のう厚こうな味が、ウイスキーによく合っていた。

「兄さん、コイツと同じのをくれ」

　ちびりとウイスキーを口に含むと、ダグラスは私を指差しながら飲み物を注文した。

「意外だな。こういう飲み方は好きではないのではなかったか」

「嫌きらいなわけでもないさ」

　前に飲んだ時の記き憶おくを掘ほり起こしながら、からかう。

　試ためすような私の視線に、ダグラスはいい加減に笑った。

　適当だな。そう呟つぶやいたが、ダグラスとの適当なやり取りは嫌いではなかった。

　少しして。バーテンがダグラスの前にウイスキーの注がれたグラスを置いた。

　意外にも行ぎよう儀ぎの良い手つきで、出された酒を掲かかげてくると、私は鼻を鳴らしてから同じようにグラスを掲げた。

「乾かん杯ぱい」

　互たがいの視線を交こう換かんしながら、グラスを打ち鳴らす。

　最近は食事の席で酒を共にすることも多かったが、やはりダグラスとサシで飲むというのは非日常感があるな。新鮮で、不思議と妙みように若返った気がするのが、楽しい。

　ダグラスとタイミングを合わせるようにして、グラスを傾かたむけた。度数が高いウイスキーを飲むのは、それほど機会が多いわけではない。

　食事の最中ならばもっと適した酒はいくらでもあるし、喉のどを潤うるおすにはウイスキーは向かないからだ。

　しかし、少し酔よいたい時──そんな時に飲むのは、これ以外に無いと思っている。

　芳ほう香こうとともにするりと落ちていった酒が、軽く喉を焼きながら、身体からだを内から暖めていく。

　やはりこの感覚は嫌いになれないな。身体に良いとは言えないからこそ、妙な背徳感がある気がする。
















「……成る程ほど、こいつぁいい。たまには悪くねぇな」

　一口を味わったダグラスが、丁度同じようなことを言っていた。尤も、それは私とは違ちがって『安酒ばかりでなく』というのが付属するのであろうが。

「ふー……けどよ、意外だったぜ。まさか旦だん那なの方からサシで飲もうってくるとは思わなかったぜ」

「そうか？　……そうかもしれんな」

　横からチーズへ伸のびてくる手に苦く笑しようしつつ、私はまた一口ウイスキーを口に含んだ。

　そういえば、私から誰だれかを飲みに誘さそうのは珍めずらしいかもしれない。

「ま、俺としては歓かん迎げいだがね。なんかあったのかい？　俺でよけりゃ、聞くくらいはするぜ」

　それ以上は期待しないでもらいたいが。そう続けながら、ダグラスは宙に放り投げたチーズを口で受け止めた。

　実際に顔を合わせている期間は短いというのに、ダグラスとこうして飲んでいると、長い付き合いに思えてくる。お互い敵同士として出会ったとは思えないほどだ。こういう快活な所が、私が此奴こいつを気に入っている理由なのかもしれない。

「いや、理由は特に無いんだがな。この街を離はなれる前に、お前と飲んでおきたかっただけさ」

　だからこそ、私はこの男と別れるのを名残なごり惜おしく感じていたようだ。

　気が合う友と別れるというのは、いつだって多少寂さびしいものだ。

　向こうも同じようなことを考えていたのだろう。そう思える相手ならば特に。

　ダグラスが苦い顔をして照れくさそうに、頰ほおを搔かく。

　私を茶化さないということは、多分そういうことだ。

「悪い気はしないね」

　だが結局のところ、こうして生きていると別れというのは避さけては通れないものだ。

「それじゃ、まあ……再会を祈いのって」

「ああ」

　だからこそ私はこういう、再会を楽しみにするというのが好きだった。

　酒とツマミで、語り合う。踏ふみ込みすぎず、しかしそっけないわけでもない、適度な距きよ離り感。頻ひん繁ぱんに会う友人を相手にしては、この関係というのは難しい。

　それから、ダグラスとは色々な話をした。前回別れてからここまでにどんな奴やつを捕つかまえた、だとか。情けで永らえた命を悪事に使うのはみっともないので、賞金稼かせぎを始めたのだ、とか。ダグラスは中々に話を聴きかせるようだ。しかし話のネタも尽つきてくると──話題は、質問という形を中心に私の方へとシフトしてきた。

　あの三人で誰が本命なんだと聞かれて慌あわてつつ、話題を別の所にそらす。

　その先で、私はあの話をすることとなる。

「へえ……旦那、負けたのかい」

「それもこっぴどくな」

　何な故ぜダグラスにそれを話すつもりになったのかは分からない。

　少し酔っているのだろうか。それを酔いの所せ為いにして、私は話を続ける。

「これでも、自信はあるつもりだったのだがな。人生でも一番といえるようなザマだったよ。危あやうく、皆みな殺ごろしにされる所だった」

　苦い記憶が、拳こぶしを握にぎらせる。

　多分、誰が見ても私は苦い顔をしていただろう。だが、ダグラスはあっけらかんと言った。

「良かったじゃねぇか、生きててよ」

　ウイスキーをすすりながらのその言葉は、どこか投げやりにも聞こえる言葉だったが──不思議と、悪い気はしなかった。

「まあ俺も負けたらそこでオシマイ、死ぬのと負けるのは同じみたいに思ってた時期はあるんだけどよ、気付きゃァそれって勿もつ体たい無ないぜ。それこそ気の合うヤツと酒を飲むことも出来やしねぇ」

　それは、多分その言葉が本心から出たものだからだろう。

　ダグラスから聞くにしては少しばかり意外な言葉に、私は妙な気持ちで酒を口に含んだ。

　……沈ちん黙もくが流れる。居い心ごこ地ちは悪くない。その空気に、私はダグラスに気になっていたことを質問する。

「強さとは、なんだろうな」

　それは、明確な答えのない厄やつ介かいな質問だ。だが、答えるのはきっと難しくない。特に──こんな世界に生きているものならば。

　唐とう突とつな私の質問に、ダグラスは琥こ珀はく色の液体に波を立てる。

　だが私の予想通り、答えはすぐに返ってきた。

「自分を騙だまさずに最後に笑ってること、だな」

　その答えは、私がダグラスに抱いだくイメージにしては、すこしばかり難しい表現を使った複雑なものだった。

　視線で続きを促うながすと、ダグラスはイメージの明確化に手間取りながらも、それを話してくれた。

「なんつーかな、まあ俺もよく分かってねぇんだけどよ。ホラ、終わり良ければ全すべて良しってヤツだ。何べん負けてもいいから、最後に勝って笑ってる。けど俺はその途と中ちゆうで一回でも大切なモンを捨てたり、卑ひ怯きような手を使っちまったりしたら、たとえテッペンをとってもヘラヘラ笑っちゃいられねぇ。そこで自分を誤ご魔ま化かして笑ってるのは、弱いヤツだ」

　ダグラスの語った強さというのは、私に軽い衝しよう撃げきを与あたえるものだった。

　自分を騙さずに、最後に笑っている、か。私よりもずっと若い者が持つその考えは、思わず感心してしまうほど確しつかりとした答えだった。

「なんてな、格好つけちまった」

　照れくさそうに頭を搔くダグラスにつられて、笑えみを浮うかべる。

　言い訳をせず、正々堂々と、それでいて後こう悔かいをしない。ダグラスらしい強さの定義だ。

「さて、そろそろお開きにすっか。明日にゃ出ていくんだろ？　旦那も身体からだは休めときな」

「……ああ、そうする」

　街を出る前に、最後にいい話が聞けた。

　立ち上がるダグラスに倣ならい、私も席を立つ。勘かん定じようを済ませて外に出ると、冷たい空気がやけに美う味まく感じた。

「最後にちょっと、闘やってくかい？」

　冗じよう談だん半分に拳を突つき出してくるダグラスに、笑いかける。

「いいや、酒も入っていることだし遠えん慮りよしておく。それは、次の機会にとっておこう」

　それは、また会おうという言葉の曲がりくねった表現であった。

　ケッ、と喉を鳴らし、ダグラスは背を向ける。

「ほんじゃーな。またどっかで会ったらケンカしようぜ」

　愉ゆ快かいそうな背中を揺ゆらし、ダグラスは夜の闇やみに消えていった。

　また一つ、旅の楽しみが増えたな。

　宿へ戻もどるため、私はダグラスとはまた逆の方向へと歩き出した。

　お互いがあらぬ方向を向いていても、その道はまたどこかできっと交わることになる。それは案外、それほど遠くないような──そんな予感を胸に、肌はだ寒ざむい街を歩いて行く。

　次の邂かい逅こうは──はて、いつになることやら。








第十五話　始まりの街









　最初に拳を握って、はて幾いく年ねんが経過したか。思えば、長く歩いてきたものだ。

　ふと、手を広げて見る。小さな傷の痕あとはあるものの、皺しわのない綺き麗れいな手だ。随ずい分ぶんと無茶をさせている実感はあるのだが、それでもまだまだ指の先まで活力は漲みなぎっている。

　生まれ落ちて百と余年。いや、まだ数十年と言うべきだろうか？　だが、武に捧ささげて来た年月は、その数倍だ。

　随分とまあ、姿形は変わったものだが、飽あきもせずよくやるものだと自分でも思う。

　……最強、か。未いまだその姿を見せぬ幽ゆう玄げんの彼方かなた。常にそれだけを目指して生きてきた。ずっと、多分これからも。

　私はそこへ到とう達たつすることが出来るのか？　出来るとして、あとどれくらいかかるのか？　それは分からない。

　分からないが──たった一つだけ分かることがある。

　その全てはここから、始まったということだ。

「師匠せんせい」

　アルマの声に呼ばれるも、私はそこから視線を外すことは出来なかった。

　師が眠ねむる街。そして、師と出会った街。そういえば、この娘むすめと出会ったのもここが初めてだったな。

「帰ってきたのだな」

　始まりの街、ヴィオード。私が最強の二文字を志すきっかけになった街──

　高台から見えるその街は、その姿を変えていた。だが、ここからでも見える。その街のほんの一角が、昔のままの姿をしていることが。

「ようやく、顔を見せることが出来そうですな。師し匠しよう──」

　穏おだやかな風が、髪かみを揺らす。

　まるでそれは、師が頭を撫なでているようであった。

　──武に身を捧げて百と余年。エルフに生まれ変わってまでやり直した、最強への旅路。その始まりが、ここにあった。

「……行くか」

　今にも走り出しそうな足を抑おさえて、振ふり返る。

　そこには前世からここまで付いてきてくれた娘の姿があり、かつて私が生きていた頃ころには生まれてさえいなかった、宿敵の愛まな娘むすめの姿があり──今生で初めて出会った友の姿があった。

「ふふ、見たこと無いくらい嬉うれしそうな顔しちゃって」

「そうか？　……ふふ、そうかもしれんな」

　ソーニャに言われ、冷静を装よそおおうとして、それが出来ていなかったことに気がついた。

　なにせ積もる話がたっぷりとある。逸はやる心は、どうにも落ち着いてはくれないようだ。

「はやく、いこう？」

　そんな私の顔を見てか、シェリルが微笑ほほえみながら私の背を押してくる。これで急ぐ大義名分が出来たと、私は穏やかな笑みを浮かべた。

　師匠、帰ってきましたよ。

　今生になってから初めての、もう一つの里帰り。ようやくそれが果たせることに、私は笑みを浮かべるのであった。




　　　　◆




「なんか、色々買ったね？」

　ヴィオードの街にやってきて。私が最初に向かったのは師の家でも墓でもなく、商店の集まった街の一角であった。

　気持ちとしてはやはり、一番に向かいたいのは師の眠る場所であったのだが、久しぶりに会いに行くからこそ礼れい儀ぎを欠くことは出来ないのだ。

「どうも、我が師は遠く離はなれた地の出であったらしくてな。墓参りも、そちらの作法に合わせることにしているのだよ」

　ソーニャに言いながら、思い浮かべるのは我が師の姿であった。

　名前も聞いたことのない国から来たという師匠は、本当に色々なことを知っていたし、特別な感性を持っていた。

　武術の師匠としても勿もち論ろん尊敬の尽きぬ所ではあるが、私は師匠を一人の人間としても強く崇すう拝はいしていたのだ。

　これも、師匠から受けた影えい響きようの一つである。師匠は『俺が死んだら、墓参りはこのように頼たのむ──』と冗談を言っておられたが、それが役に立ってしまうのは良いのやら。

　買い物を済ませ、師匠の墓へと向かって街を歩く。

　ここ、ヴィオードも時代の波に攫さらわれた場所の一つであるようだ。人間は忙せわしないな、と思うあたり、私もようやくエルフとしての自覚が芽生えてきたかと苦く笑しようする。

　見える風景はどの街も知らないという点ではさほど変わらないな──と。何時もより強い感傷に浸ひたってしまうのは、それだけこの場所が特別な証しよう拠こだろうか。

　だが──しばらく歩き、その場所に近づいていくにつれ、町並みは変化してきた。

　……いや、変化が少なくなってきたというべきなのだろうか？　まるで時代を遡さかのぼっているよう。風景は段々と見覚えのあるものへと戻ってゆき──やがて、記き憶おくの中そのままの場所へと出る。

　街の一角に設けられたその空間。そこは、私がかつて涙なみだを流したそのままの姿を残していた。

　そこには変わらず──綺麗に整った長方形がそそり立っている。

　……はは、相も変わらず奇き抜ばつな墓ですな。このような墓は、この国では恐おそらくこの場所にしか無いだろう。

　近くには確か──あった。井い戸どの傍そばに置かれた手て桶おけに水をくみ、共に置かれた柄ひ杓しやくを手に取る。

　私はそのまま師の墓の前へと移動すると、手を合わせてから一礼し、墓の掃そう除じを始める。これも、この国ではあまりない風習だ。師の国では、これが当たり前であるらしい。

　掃除が終わると、そこに供え物を置く。残念ながらこれでは一つ手順が抜ぬけているらしいが、それに必要な物はこの国では手に入らないので仕方がないだろう。

　そこまで終われば、ようやくご挨あい拶さつが出来る。

　墓石に水をかけ、正面からまた手を合わせる。

　──ご無ぶ沙さ汰たしておりました。この身体からだになってから、長らく会いにこれなかったことを詫わびる。

　それから、色々なことを報告した。チェスターは元気だということ、その孫と旅をしていること。またアルマと親子になれたこと。少し恥はずかしいが、ひょっとすると春がくるかもしれない、ということ。

　そして──貴方あなたに貰もらった夢は、まだ追いかけ続けているということを。それがなければ、今の私はきっと無いだろうということを。

　一つ伝えるたび、心が澄んでいく気がした。全すべてを伝え終わると、私は目を開いて合わせた手を離した。

　そして、後ろを振り返る。すると、アルマが前に進んできた。

「お前達も、よければ手を合わせてはくれんか。師匠に、是ぜ非ひ顔を見せておきたい」

「……いいの？　でも、どうやればいいか、分かんない」

「なに、目を瞑つぶって、手を合わせれば良いだけさ」

　アルマが私のようにするのを見計らって、小さな声で二人にそう願い事をする。簡単な作法を伝えると二人共了りよう承しようしてくれて、アルマが戻ってくると、二人で前へと進み出た。

　私が言った通りに頭を下げ、手を合わせると、少ししてシェリルが横を覗のぞき見た。ソーニャはそんなシェリルに視線を返すと、手を繫つないで二人で戻ってくる。

「二人共、ありがとう。師も喜んでくれたと思う」

「そうかな？　……でも、こんな感じで大だい丈じよう夫ぶなの」

「ああ、大丈夫だ」

　こうして、墓参りは終わった。私が病に臥ふせてから、何年ぶりだろうか。アルマに聞けば分かるだろうが、なんとなく怖こわくて聞くことが出来なかった。

　だが──本当に、本当に心が軽くなった。しかし、決意は強く固まった。やはり最強の夢を捨てることは出来ないのだと、実感している。

「この後はどうなさいますか、師匠せんせい。大師匠様のお家うちを訪ねてみますか？」

　空を見上げると、アルマがそう聞いてくる。見上げた視界に顔があることを妙みようにおかしく思いながら、視線の高さを戻して、指を顎あごへと置く。

「そうさな……今はコウタロウが住んでいるのだったか？」

　私の問いかけに、アルマはそのはずです、と答えた。コウタロウ＝シジマ。師が溺でき愛あいした孫息子むすこだ。彼とは面識がある。

　というか、師が亡なき後は私が武術を教えていたくらいだ。ふむ、どうするべきだろうか。会うこと自体は構わないのだが、ボロが出てしまいそうだし──いっそ、正体を明かすというのも考える。尤もつとも、コウタロウがそれを信じることが出来るかは分からないが。

　もし信じてもらえないとかなり面めん倒どうなことになりそうだ。主に、アルマが。

　しかし、久々に師の家を見てみたいという気持ちがあるのも事実である。アルマを通じれば少し見せて貰うくらいならば出来ると思うのだが、アルマと一いつ緒しよだと何かと心配事が多い。

　ううむ、やはり外観を見まわるだけにしようか。『スラヴァ＝シジマ』に関することと、望郷の念を天てん秤びんにかけ、私が正体の方を優先しようとした──その時だった。

「ああ……！」

　この場の誰だれのものでもない、聞き覚えの無い女性の声が、静かな墓地に響ひびく。全員で一いつ斉せいに声のする墓地の入口の方を見ると、そこにいたのは黒に近い茶色の髪を後ろで結んだ、二は十た歳ちくらいの女性であった。

「アルマ様！　いつ此方こちらに帰ってこられたのですか!?」

　女性は、アルマの名を呼ぶと一直線にアルマの方へと向かってくる。

　アルマ様──と呼ぶということは、少なくとも英えい雄ゆうとしてのアルマを知る者か、シジマ流門下のどちらかであろう。

「っとと、君は──？」

「申し遅おくれました、エミです！　最後にお会いしたのはもう十年以上前になりますが……お変わりありませんね」

「ああ……エミか！　大きくなったな。もうそんなになるのか」

　抱だきついてきた女性を受け止める際、アルマは女性の名と思われる単語を口に出した。

　知り合いということは──この女性は、シジマ流門下の者である可能性が高い。

「お知り合いですか、アルマ様」

　どちらにせよ、アルマを慕したうものの前でいつものようではいられんだろう。

　私は即そく座ざに思考を『弟で子し』のものに切り替かえ、アルマに女性との関係を問う。

　アルマに付き従う弟子というだけでも嫉しつ妬とを受けることはあるのだが、いつも通りの父としての接し方をするよりはマシである。

「はい、この子はコウタロウの曾ひ孫まごですよ。私も教えたことがあります」

　……が、アルマはそんな私の考えなど全て無視して『いつも通り』の態度で答えを返してきた。

「口調……アルマ様、口調を……」

　だらだらと冷たい汗あせを流しながら、私は凍こおりついた表情でそれだけを伝える。

「え？　口調ですか……ああッ!?」

　遅れて、アルマも私が言わんとすることに気がついたようだ。

　ソーニャは手を額にあて、痛つう恨こんの表情をしていた。エミと呼ばれた女性はというと、アルマのその口調に思考がついていかないのだろう、私の表情以上に固く凍りついていた。

「あ、いや、その……コウタロウの曾孫だ！　私も教えたことがあるんだぞ！」

　やり直してももはや遅おそい。

　凍とう結けつから立ち直った女性が、私を訝いぶかしげに睨にらみつける。

「アルマ様から敬語を使われるなんて……貴方、何者ですか……？」

　若じやつ干かんの怒いかりが混じっているあたり、やはり私の敬語を使うという考えは間ま違ちがっていなかったのだと思う。強しいて不備があったというならば、街に入る前にアルマに釘くぎを刺さしておかなかったことだろうか……

　さてどう弁明するか。恩のある子供あたりが相手なら、敬語を使うこともあるだろうか。

　何な故ぜ私は師匠の墓の前で自分の立ち位置を探さぐっているのだろうと、泣きたくなってきたのだが──

「……いえ、今はそんなことはどうでもいいのです！　お力をお貸しくださいアルマ様、コウタロウ様が大変なのです……！」

　事態は、思わぬ所へと向かい始めた。

　コウタロウの曾孫だというエミの只ただならぬ様子に、私もアルマも表情を引き締しめる。

　アルマは凜りんとした顔つきで私に視線を送ってくる。私がそれに頷うなずくと──

「詳くわしく、聞かせてくれ」

　強い眼まな差ざしで、エミに向けてそう言った。








第十六話　悪あつ鬼きの爪つめ痕あと









「おおー……」

「これがお師し匠しようさんのお屋や敷しきかあ……確かに見たこと無い感じだねえ」

　墓を出て、エミの案内で街を移動した私達は、程なくして師匠の家の前までやってきていた。

　丘おかから見下ろした時にも見ていたが、屋敷は私の記憶の中にあるがままの姿を保っていて、郷きよう愁しゆうの念を起こさせる。

　ただしアルマもそうだろうが、今はそういった懐なつかしさを楽しむ余よ裕ゆうはなかった。先ほど、エミがアルマに叫さけぶようにして求めた助けは、ただならぬ様子だった。

　コウタロウの身に何が起きたのか。それを考えると、浮うかんでくるのは郷愁の念ではなく、焦しよう燥そうだ。

「あの……アルマ様、此方の方達とはどのようなご関係なのですか？　特にこの少年は……？」

　家の前で、我が師の屋敷に感かん嘆たんの声を上げるシェリルとソーニャに──そして、先ほどのことからか、私に一層。エミが訝しげな視線を送ってくる。

　一度ボロを出した以上、それは一番されたくない質問の一つではあったが、今は然さ程ほど気にならなかった。

　むしろ、話の進み方次し第だいでは正体を明かし、なんとか信じてもらう必要さえもあるかもしれない。

「必要があれば話すよ。だが、一つだけ言えることは皆みな素す晴ばらしい仲間達だということだ。信しん頼らいしていい」

　その考えは、アルマも同じようだった。

　優やさしい声で諭さとすように言うと、僅わずかな逡しゆん巡じゆんを見せた後にエミは頷いた。

　とりあえずの所、曾そう祖そ父ふであるコウタロウのことを優先するつもりになったのだろう。追及をやめ、濃こい茶ちやのポニーテールを揺ゆらしながら、エミは引き戸を開く。

「此方です……お祖じ父い様、今帰りました」

「お帰りエミ……──！　アルマ様！　お久しゅうございます……！」

　迎むかえに出てきたのは、白髪しらがを混ぜた、老人であった。

　エミがお祖父様と呼んだということは、この男性はコウタロウの息子むすこなのだろう。

　男性の雰ふん囲い気きは非常に落ち着いていて、湛たたえる柔にゆう和わな笑えみからその人ひと柄がらを察することが出来る。

　……いやあ、人は変われば変わるものよな、クルト＝シジマ。

　かつて、彼が稽けい古こをいやだいやだと泣いて嫌いやがっていたことを思い出した。落ち着きがなく、根性がないかつての彼とは似ても似つかない。成長したものだ。

「アルマ様、エミから話は聞いておられますか？　……父上が、大変なのです」

「……ああ、聞いている。話を聞かせてくれ」

　クルトは沈ちん痛つうな面おも持もちで、縋すがるように一語一句を絞しぼり出していく。

　この分だと、コウタロウが置かれた状じよう況きようは思わしくないようだ。それこそきっと、命にかかわるくらいに。

　コウタロウが置かれているのはどのような状況なのか。それを考えると、焦あせりが募つのる。

　だが、アルマの言葉にも、クルトは苦々しい顔をしていた。……いや、違ちがうな。その顔が向けられているのは、私達だけだ。

「是ぜ非ひお聞きください。ですがその前に──そちらの方達は、別室でお待ち頂きたい。あまり、外部の者に聞かせたくない話ですので……」

　……どうやら、間違いではなかったようだ。外部の者に聞かせられない話とは、一体どのようなものなのだろうか。

　付近で争いをしている様子は無いし、ただコウタロウが死に面しているのを知られてまずいようには思えない。となると、コウタロウに起きていることはそれよりもよろしくないことなのだろうか。

　……嫌な予感がする。シジマ流の者として、師匠に世話になったものとして、聞かない訳にはいかない。そんな予感が。

「……この者達は、信頼できる者達だ」

「それでもです」

　アルマも只ならぬ様子に違い和わを感じたのだろう。私達が同席できるようにというが、クルトは頑かたくなだった。

「ならば、この二人は別室で待たせよう。だがこの子はシジマ流のものだ。席を共にする義務があると思う」

「……それでも、駄だ目めです。これは身内にしか出来ぬお話ですから」

　それは、アルマが譲じよう歩ほをしても変わらなかった。

　これでクルトは、アルマを先立ちとして、我が師に近しい弟子として尊敬していたように思う。

　それでもここまで頑なに私達の同席を拒こばむとは。……仕方がないか。覚かく悟ごを決め、溜ため息いきを吐はき出してからアルマに目配せをする。

　頷きが返ってくると、私は目を鋭するどく尖とがらせる。

「ならば、尚なおの事話を聞かせて貰もらわねばならぬ。久しいなクルト、見み違ちがえたぞ」

　私が徐おもむろに切り出したのは、普ふ通つうならば正気を疑うようなことであった。

『私』とクルトは初対面だ。初対面にして久しいとは考えるまでもなくおかしいし、これだけ歳としの差がある目上の者に対する態度としては、引ひっ叩ぱたかれてもおかしくないほど失礼な喋しやべり方だと思う。

　私の言葉に、現在の温厚そうに見えるクルトでも一いつ瞬しゆんで熱されるのが分かった。こんな大事な話をしている時に巫ふ山ざ戯けている餓が鬼きがいれば、そうなるのは当然だろう。

「貴様、何を言って──」

　自然、クルトの言こと葉ば遣づかいも荒あらいものになる。だが私は、それを切り捨てて続けた。……ううむ、約束を破ることになるので、なるべくこれは墓まで持って行こうとしていたのだがな。

　これを言うのは私としても小こ恥はずかしいのだが、覚悟を決める他ほかあるまい。

「アルマの下着は返したか？　ほれ、お前が十六の時に盗ぬすんだものだ」

「ッ！　私を！　愚ぐ弄ろうする……か……？」

　私の言葉によって、急速にクルトの顔が青ざめていくのが分かる。

　もう時効も過ぎたようなことを掘ほり起こしてすまない。……許せ、これしかないのだ。

　……人には、誰だれしも消し去りたい歴史というのがあるものだ。それは人によってまちまちだが、大たい抵ていは若い時に犯した過あやまちの歴史である場合が多い。

　だが人の頭は不器用なもので、そういった歴史ほど忘れることは出来ずに、澱おりのようにいつまでも記き憶おくに残り続けるのだ。

　そう──それは、恥ずかしい記憶ほど鮮せん明めいに、色いろ濃こく。

　きっと、クルトの頭の中では今、あの記憶が急に鮮あざやかさを取り戻もどしていっていることだろう。多分、あの下着の色までも。

「……きっと黙だまっていると約束したのに、すまない。だが私とお前しか知らぬ、割わり符ふになる出来事がこれしか思い出せなかったのだ」

　悲痛な面持ちで、私はつい目をそらした。私を苛さいなむのは罪の意識だ。それは勿もち論ろんクルトを騙だます、というのではなく──消し去りたいはずの歴史を、掘り起こしたことによるものである。

　わなわなと震ふるえ、クルトは私を指差す。流石さすがにあれは、忘れられぬ出来事だったようだ。

「す……ス……スラヴァ様でございますかッ!?」

「ああ、うん……そう、この方は確かに私のお父様だが──クルト、おまえそんなことをしていたのか……」

　クルトの推測を、アルマが保証する。アルマは引いていた。無意識に下げた一歩は、きっとクルトにとって決定的な距きよ離りとなったのだろう。

「ちがっ……いや……違うのですアルマ様！」

　必死に弁明をしようとするが、もはや後の祭りである。

　もう数十年前の出来事ではあるが、エルフであるアルマにとってはまだ鮮せん度どのある時期の話らしい。

　しかしアルマだけならばともかく、女性陣じんが皆引いてしまっているのは失敗だった。シェリルまでもが一歩足を下げるというのは、よほどのことなのだろう。

　……私がしたのは、想像以上に残ざん酷こくな行こう為いだったのかもしれない。

　自分の罪深さに、思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

　もう時効としてやってくれ……！　男には多感な時期もあるのだ、多分。罪の意識からくる祈いのりは、恐おそらく受け入れられることはなかった──




　　　　◆




「そ、それではどうぞお座りください……」

　困こん惑わくする声に導かれて案内された居間で、私達は各おの々おの座りやすい場所へと腰こしを下ろした。

　その場に私がいることは言うまでもないが、そこにはソーニャとシェリルの姿もある。よほど混乱は大きかったようで、身内がどうのというあたりが有う耶や無む耶やになったのは良かった。私の行いと尊い犠ぎ牲せいに意味が持てるというものである。

「しかし……誠まことにスラヴァ様なのですか……？　いや、疑うわけではないのですが……」

　未いまだ混乱状態は続いているのか、恐る恐るといった様子でクルトは私へと視線を向けてくる。エルフとして生まれ変わった、という事実は、二人だけの秘密を語ってもそう簡単に信じられることではないのだろう。かといってあまり追及してこれ以上触ふれられたくない過去が出てくるというのも……といった所だろうか。

「この方は私のお父様だ。それは私が保証するよ。私よりもずっと強いし、大切な記憶を共有している。それでも、信じられないか？」

「め、滅めつ相そうもございません！　ただ例を見ないことですが故ゆえ……！」

　だが、その疑いもアルマが私を保証することによって、クルト自身の手で振ふり払はらわれる。

　……アルマの笑顔が恐ろしい。クルトはもう一生彼女には頭が上がらないことだろう。

「その……そろそろ本題をだな？」

　咳せき払ばらいを一つしてから、私は大本の予定であったことを切り出した。

　いい加減話を先に進めたいというのもあったが、これが私の罪つみ滅ほろぼしであることは言うまでもない。

「そ、そうでしたな！　では、お話しさせていただきます」

　一も二もなく助け舟ぶねにしがみつく様は、多少哀あわれであった。……もう少しマシな出来事があったのではないか？　とも思うが、今となっては後の祭りだ。

　しかし、本題に入るとなるとクルトの表情も真ま面じ目めに引き締しめられた。空気が変わったのを見ると、アルマもそれ以上追及する気はないようだ。

「どこから話したものか……父上が大変──というのは、エミから聞きましたかな」

　語りだしたクルトは、再会した時の穏おだやかな雰囲気を取り戻していた。その質問に、私とアルマはゆっくりと頷うなずく。

「……そして、こう頼たのまれたのではないですかな。力を貸してください、と」

　その質問にも、私達は揃そろって頷いた。

　そう、そこは疑問に思っていたのだ。ただコウタロウが大変、というのならば、どのような状況にあるのかある程度は察することが出来る。

　だがあのエミという女性は、力を貸してくれと願ってきたのだ。予想される状況──例えば、病で命が尽つきかけている、というのならばそれはもう私達にはどうしようもない。怪け我がならば、シジマ流門下の者は皆みな治ち癒ゆの魔ま術じゆつが扱あつかえる。わざわざアルマである必要はない。

　ならば人ひと質じちにでもされているか？　それこそ考えられない。コウタロウは師の孫だ。才覚にあふれたあの人物が、老いても人質になるなど考えられない。仮にそうなったとして、彼ならば即そく座ざに自害でもするだろう。

　だからこそ、嫌な予感がしているのだ。シジマ流でもそれなりに腕うでが立つクルトがいながら、アルマの力を必要とする状況に。

「今、父上はこの屋や敷しきにはおりません。ここから少し離はなれた岩がん窟くつを、覚えておいでですか？　……そこで、父上は今も戦たたかっております」

　クルトの言う岩窟を頭に浮うかべながら、私は膝ひざに乗せる手を握りしめた。

　今も戦っている？　何と？　という自分自身の疑問に──コウタロウが戦っている相手に、思い当たる者がいたからだ。

　それは──

「回りくどい言い方はやめにしましょう。『昏くらい色の結けつ晶しよう』、というものをご存じですか」

　自分自身。……最悪の予想は、的中してしまったようだ。アルマが驚きよう愕がくに息を飲む横で、心臓が跳はねるも私は表情で冷静を装よそおっていた。

「どうやら、ご存じのようですね。十数年前、父上の元をある者が訪おとずれました。顔の半分を傷で覆おおわれた不気味な男でした。……男の名は、ガルト＝ツィンサー。男は、かつてスラヴァ様が破門にした元シジマ流門下の者だと、そう名乗りました」

　だが、続けられた言葉に私は表情を強こわばらせる。眉まゆが固く結ばれ、それまで以上に拳を握りしめる。

「父上も、彼奴きやつのことは知っておられるようでした。戦いが始まるのは必然だったのでしょうな。父が仕し掛かけることで戦いは始まりました。……いや、あれを戦いと呼べるのか……決着は一瞬でした。手も足も出せず、父上は敗北いたしました。そして──」

　クルトは、そこで言葉を一度切る。

　続けられずとも、どうなったかは理解が出来た。

　しかし、私とアルマにはその続きを聞き届ける義務がある。

「……男は、父上の身体からだにそれを──『昏い色の結晶』を、埋うめ込んだのです……」

　続けられた言葉は、やはり予想していた通りのもので──最悪の結末と呼ぶにふさわしいものだった。

「その後男は、父上の命を奪うばわずに去って行きました。それから暫しばらくの間、父上は変化なく過ごしていましたが──最近になって、時折脇わき腹ばらを押さえて息を荒らげるようになったのです。……その時期からでしょうか、父上の髪かみは段々と白く、瞳ひとみに赤みが差してきて──まるで魔人のように髪と目が染まりきった時、父上はこう言い残して、岩窟へと向かいました『私を殺せる者を連れて来てくれ。私が怪かい物ぶつになる前に』……と」

　分かってはいても、クルトが告げたコウタロウの現状は、衝しよう撃げき的に過ぎるものだった。

　……言葉を失う。まさか師の孫が、ガルトの手にかかり怪物へと変へん貌ぼうさせられようとしていたとは。

　それで、クルトはアルマに助けを──否いな、救いを求めたということか。コウタロウの願いを、聞き入れるために。

「話は、分かった。まさかそんなことになっていたとは……」

「是ぜ非ひもありません。アルマ様もお忙いそがしい身でしたからご報告もできず……」

　そうやり取りを交かわした後、居間に沈ちん黙もくが流れる。

　何も言えなかった。コウタロウは、シジマ流にとっては大切な存在だ。彼が怪物に変貌するというのは、あってはいけないことだ。

　……しかし、師の愛した孫をこの手にかけるというのは、私にとっても難しいことだった。いや、その成長を師の傍かたわらで見続けてきた私にとっても、コウタロウの存在は大きい。

　だが──

「岩窟へ向かおう」

「……スラヴァ様」

　私は、沈黙の霧きりを斬きり払うように、立ち上がった。

　重い視線が絡からみついて、身体が重い。

　だが、やらねばならない。

　それがコウタロウの願いであるならば、叶かなえてやらなければならない。シジマの名を誇ほこりに思っていたコウタロウ自身に、シジマの名を汚けがさせるわけにはいかないのだ。

「……感謝、致いたします」

　クルトの目に浮かんだ涙なみだを非難することは、出来なかった。

　こんなにも複雑な涙はそうない。父が死を願うことの悲しみ、願いを叶えんとする者が現れた嬉うれしさ。

　涙に混ざった感情の色──僅わずかに勝まさっていた色が悲しみであったことを責められるものは、誰だれもおるまい。

　恐らく、厳しい戦いになるであろう。コウタロウは、我が師イワオ＝シジマの才を強く受け継ついだ時代の寵ちよう児じであった。

　彼が生しよう涯がいを武術へと打ち込んで──そこにあの血けつ晶しようが混じった場合。どのような存在になっているかは、私にも想像がつかなかった。だが、やらねばならない。これは、師から多くの物を頂いた私の義務である。

　皆みなが立ち上がったあと、私は出した。見下ろすそれを、握りしめる。

　……これは、涙の代わりだ。滲にじんだ血は、灼やけるほどに熱かった──
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「ここに、コウタロウが居るのか」

　怪物が獲え物ものを喰くらおうと裂さいた口のように、岩山に深く開いた穴を見ながら、私はそう呟つぶやいた。

　現在位置はヴィオードより少し離れた岩山の麓ふもと。そこにぽっかりと開いた岩窟は、武芸者の間ではちょっとした肝きも試だめしの場所として有名であった。

　誰が流したか、そこには夜に魔物が出るという噂うわさがあったのだ。その魔物を一目見んと、あるいは首をあげんと、多くの武術家がここを訪れたものだ。

　結局魔物が出る云うん々ぬんという話は、デマだということで落ち着いた。だが私もかつてはその噂に踊おどらされた一人で──懐なつかしい。その魔物の口は、今も変わらぬ形に開いたままだ。

　……コウタロウは、ここにいるのか。

「……ええ」

　クルトから返ってきた肯こう定ていの言葉に、私は重々しく目を閉じた。

　コウタロウが身を人から離すのに、ここを選んだ理由がなんとなく分かるからだ。

　……魔物がいなかったからといって、自分が岩窟の魔物になるつもりなのだろうか。笑えんのだ、馬ば鹿かめ。

「ついて来てください」

　蠟ろう燭そくに火を灯ともし、クルトが先導する。

　私達は、その背を追う。岩窟に入ると、すぐに外の光が届かぬ暗くら闇やみの世界となった。

　足元を照らすのは心もとない蠟燭の火だけ。しかし、岩窟自体は分かれ道もなく、一本道が続いて行き止まりがあるだけだ。先導するクルトの足は淀よどみない。

　歩いて、程ほどなく。一分も歩いたかどうか、という所でクルトが足を止める。

　そこに、目当ての人物は居た。

「──クルトか。その顔だと、要らん差し入れを持ってきたのではないようだな」

　聞こえてきたのは、落ち着いた声だ。昔聞いていたものとは違ちがうが、面おも影かげがあるとでもいうべきか、その声には確かに聞き覚えがあった。

「ええ……父上を、殺あやめられる者を連れてまいりました」

　揺ゆらめく炎ほのおのように、静かに答える。

　すると、闇やみの奥にいる人物が笑う。

「そうか……と、これは懐かしい顔に会いましたな。お久しぶりです、アルマ様」

　炎の光が届かぬ所から、闇を押しのけるようにして姿を現したのは、ひと目で彼と分かる人物であった。

　……なにせ、私が知っている姿と、その姿は殆ほとんど変わらなかったのだから。変わったのは、その白く染まった髪だけだ。炎の色でよく見えないが、目も赤く染まっているのだろう。

　闇から姿を現したコウタロウは、アルマの顔を見て素す直なおに驚おどろいているようだった。

「久しぶりだな。……お前と、こんな形で出会うことになるとは思わなかったよ」

「ははは、同窓会のようですな。私も貴女あなたも、あの頃ころと変わらない」

　少し疲つかれているようなその笑いは、とても血晶に侵おかされているようには見えなかった。

　……それ故ゆえに、それがコウタロウのようであるとは言い難がたかった。私が知っていたコウタロウには、師し匠しようのように厳格な空気があったからだ。

「なるほど、貴女が私に引導を渡わたしてくれるのですかな。巨きよじ獣ゆう殺しの英えい雄ゆうに見送ってもらえるとは、私も鼻が高い」

　今のコウタロウは、まるで──言い方は悪いが、病に冒おかされているようだった。

　感情の起き伏ふくが薄うすいというべきか、その笑えみは無表情の上に偽いつわりの感情を貼はり付けたように見える。

「いや、残念ながら私じゃあないんだ。お前の相手をするのは──彼だ。……師匠せんせい」

　アルマに呼ばれ、私は一歩前へ、炎の光の中へと身体を押し出す。

　師匠せんせいという言葉に、コウタロウの目が訝いぶかしげに細められる。しかしそれは、直すぐに他ほかの何かへと姿を変えた。

「……久しいな」

　値ね踏ぶみするような視線に、私が返したのは『久しぶり』という言葉であった。

　コウタロウの瞳は、ひどく愉ゆ快かいそうな笑みに変わっていた。

　武術家が、強敵を見つけた時のそれに。

「少年、名前は？」

　力強い声で、コウタロウは私に問うてくる。

　期待している答えがあるのは、明確だった。

「スラヴァ」

　故に私は望まれたそれを返す。

「ほう、ほうほう。ちょいと待っててくれ。今火をつける」

　その答えに、コウタロウは一度闇へと消えてゆき、持っていたらしい蠟燭に火をつけていく。

　幾いくつかの蠟燭に火をつけ終わる頃には、岩がん窟くつの中は明るく照らされていた。

　座り込むコウタロウに誘さそわれるがまま、私はかつての弟で子しの前に腰こしを下ろす。

　覗のぞきこむように、コウタロウは私の瞳を凝ぎよう視しする。

　暫くそうしていると、コウタロウは顔を離はなし、地面に手をついた。

「おお、おおお……貴方あなたなのですな。お久しぶりでございます……スラヴァ様」

　大おお仰ぎようなその動作に昔を思い出し、苦笑いを浮うかべた。

　こういう所は、変わっていないな。……決意が鈍にぶるよ、まったく。本当に、懐かしい。

「随ずい分ぶんとあっさり信じるのだな」

「その目は、その剣けんの光は貴方だけの物ですが故……今一度、貴方の瞳を見ることが出来て、感無量でございます」

　しかし、そうも言っていられないのはお互たがい理解できていたようだ。

　姿勢を正し、コウタロウは『正座』をする。岩の地面では痛みもあろうが、気にした風はない。……もう、それも無いのかもしれない。

「今も昔も、それが私の憧あこがれでした。ついぞ手に入れることはかなわんでしたが──見送ってくださるのが、貴方で光栄です」

　心は同じ場所にあるというに、私とコウタロウはもう『敵同士』であった。互いの身体を打ち合いながらも高め合う仲間ではなく、殺し合う敵同士。

　……その事実は、私の心を荒あら々あらしく削けずっていく。だが、泣き言を言っている暇ひまはない。削るのではなく、私は研とがなければいけない。師の孫を手にかける覚かく悟ごを。

「準備は、よろしいので？」

「ああ」

「嬉しいことだ。それでは、外へ出ましょう。ここじゃあ、狭せま苦くるしすぎる」

　私達が立ち上がるのは、同時のことだった。すれ違うアルマの顔が歪ゆがんでいたのは、仕方のないことだと思う。

　暗闇にいたからだろう、外の光は目に痛い。目が慣れるまで、私は身体からだを慣らしていた。コウタロウは、それを待っているようだった。

　やがて、目が太陽の光に慣れてくる。準備は、万ばん全ぜんだ。それを伝えるかのように、私はコウタロウと向き合った。

　……師弟の関係が当たり前で、これを言うのは初めてだ。

「いざ、尋じん常じように──」

『真しん剣けん勝負』を挑いどむときは、何い時つもこれだ。私の言葉に、コウタロウが笑う。あるいは待ちわびていたのかもしれない。自らの師に、真剣勝負を挑むその時を。

「勝負」

　構えは互いに『流水』。幾いく度どとなく道場で見てきた相手の、幾度となく見てきた構え。しかしそれを外で見るのは初めてだった。

　……楽しそうな顔をしている。ならば、応こたえてやらねばなるまい。

　勝負の幕開けは、静かであった。シジマ流の者同士──それも流水を構えたものが二人いるならばそれは当たり前の光景であったが、忘れてはならない。コウタロウは、血晶の狂きよう気きに侵されつつある者だということを。

　ゼツロもあれで、昔は物静かな武人然とした人物だったのだが、グラディスもゼツロも──血晶を使ったものに待っているのは、狂きよう気きによる支配であった。

　だが、ガルトもそうだが、コウタロウは今凪ないだ海のようにブレの無い構えを続けている。

　……これは、かえって此方こちらが送られる方になるやもしれんな。

　頰ほおを冷たい汗あせが伝う。しかしここで隙すきを見せては、そんな冗じよう談だんが現実のものとなってしまう。

　土を擦り、互いに少しずつ距きよ離りを狭せばめていく。シジマ流の達人と相対した時のこれは、本当に心を削りあうようで心臓に悪い。

　狂気に侵しん食しよくされながら『流水』の構えを続けるとは……その精神力には驚かされるばかりだ。

　とはいえ驚いてばかりもいられない。気負っては、動きに枷かせをはめることになる。そう、何時もと変わらない。私がするべきは、強敵に全力をぶつけるのみだ。

　円を描えがくように距離を狭め続け、ついにコウタロウの間合いが私を飲み込んだ。

　それでも──攻せめない。それでも間合いは近づき、ついには私の間合いとコウタロウの間合いが重なりあった。

　魔ま力りよくの暴圧も、吹ふき荒あれる殺意も、コウタロウからは感じられない。

　しかし──

「シィッ」

　その魔力の量は、今にも槌つちとならんとする、瀑ばく布ふを流れる大量の水のごとし！

　ほんの僅わずか、足元に小石の違い和わ感を覚えた瞬しゆん間かん、コウタロウは手刀を薙なぎ払はらってきた。凄すさまじい魔力はもはや大剣を振ふり回しているかのようだ。

　だが決して大おお雑ざつ把ぱというわけではない。魔力の圧は強きよう烈れつだが、その狙ねらいは正確で、迅じん速そく。針の穴を通すよう、という表現がよく似合う。

　予想通りだ、これは厳しい戦いになる……！

　膨ぼう大だいな魔力を、卓たく越えつした技術で操あやつってくるというのは非常に厄やつ介かいだった。それも相手はシジマ流の達人。此方の手の内を知っているが故、狙いを外すことにも長たけている。

　しかし、一番厄介なのはそこではなかった。

　血けつ晶しようを使っているが故の膨大な魔力。厄介なのはそれを操っているというのに、コウタロウには攻こう撃げきを気け取どらせる殺気も、立ち回りを濁にごらせる狂気も存在していないことだ。

　ゼツロを見るに、それは恐おそらく精神力だけによるものではない。

　これは岩窟で一人狂気と戦い続けたことによって『習得』された『技術』。

　暴力ではない力。獣を人へと変える術。いわば──タリスベルグの武術だ……！

　私の思い浮かべることに気付いたのだろうか、コウタロウの顔に笑みが浮かぶ。何ど処こまでも楽しそうに舞まう男だ。血晶の力は使わない──などといわない、持てるもの全すべてを使った戦い。それを無ぶ粋すいだとは思わない。自分で望んで使ったものではないし、それを操るのは並なみ大たい抵ていのことではないと知っているからだ。

　ならば、私も応えねばなるまい！

　顔へと迫せまる致命の刃やいば。突つき出される手刀を見て、私は身体に更さらなる魔力を込こめていく。シジマ流『試し製せい桜おう花か』。走る痛みに顔をしかめながらも、私は前へと踏ふみ込みながら体勢を屈かがめる。

　これでもまだコウタロウの持つ魔力には届かないが、相手の力を利用することこそがシジマ流。僅かな不利程度は、押し返してみせる！

　コウタロウに攻勢を与あたえるきっかけになったのは、足元にある小石であった。ならば、今度は私がそれになろう。丈じよう夫ぶな背を向け、私はコウタロウの足元で身を固めた。

　踏み込みの勢いを地面へと伝えられず、勢い良く足をかけてしまうコウタロウ。

　私は、すかさず立ち上がりながら転身した。背後のコウタロウへと振り向きながら、掌てのひらに魔力を込める。

　防ぼう御ぎよ力が高い相手に対しては、やはりこれに限る。シジマ流が『勁けい』だ。

　しかし、コウタロウもそれを予測していた。腹部へと向かう掌を迷わずに摑つかむと、私の身体を宙へと舞い上げる。ここで、手を離されると厳しい状じよう況きようになる。支えのない空中では自由な動きができないからだ。

　私はそれを避さけるため、コウタロウの手が離された瞬間に、今度は逆にコウタロウの手を摑んで引っ張った。

　その反動で、私は地面へと引き寄せられ、着地を早める。体勢を立て直すと、直ぐさま着地を狙って足が薙ぎ払われた。このままでは文字通りに足を『刈かられる』。反撃は諦あきらめるほかない──天てん秤びんを即そく座ざに振り切らせ、私は迷わず後方へと飛び退いた。

「……流石さすが、流石ですなスラヴァ様。そうでなくては……！」

　僅かに、コウタロウの顔から狂気がにじみ出る。だが直ぐにはっと息を飲むと、コウタロウは元の柔にゆう和わな表情を貼はり付けた。

　このくらいならば、戦せん闘とうの高こう揚よう感があれば、血晶を使っていない武術家でも直ぐに出てしまうものだろう。

　現に、私もまた興奮していた。これほどの相手と戦えて──『武術家』と戦えて、嬉うれしくないはずはないのだから。

　しかし、コウタロウはそんなあって当たり前の感情すらも仮面の下へと仕し舞まいこむ。そこにあってはいけないものを、隠かくすかのように。

　……恐らく、その通りなのだろう。僅かな高揚すらも、あってはいけないのだ。木々をなぎ倒たおす暴風のような、無限の殺意を抑おさえる方法。それが、心を凪いだ海のように保つことなのだろう。

　思えば、ガルトもそうだった。血晶のことを話す時だけは愉快そうだったものの、それ以外の時には常に反応が希き薄はく。

　高揚感さえも許されないというのならば、戦いに何かを感じることが出来ないというのならば──あの血晶は、力と引き換かえにどれだけのものを奪うばっていくのだろうか。

「難なん儀ぎだな」

「……気付きましたか」

　ふと、そうつぶやくと、コウタロウは笑えみを『形作った』。

　それを一度、掌で拭ぬぐう。すると、そこにあるのは全くの無表情であった。

「参ったものです。少しばかり戦いに気をやると、暴れだしてしまう。何も感じることが出来ない人生なぞ意味が無いと、自害も考えたんですがね、出来ないのですよ。その気が起きんのです。多分、腹にあるコイツのせいなんでしょうな」

　平へい坦たんな声で、無表情で、軽い言葉を紡つむぐ。

　それは私に唇くちびるを噤つぐませるが、コウタロウにはそんな感傷さえ許されない。

　表情豊かな頃ころの彼を知っている身としては、見ているのが辛つらい。

　──しかし。顔を歪ませた私に、コウタロウは敢あえて笑って見せた。

「さっきは思わず興奮してしまいました。二度と会えないと、戦うことが出来ない筈はずだった相手が自分を送ってくれると言うんです。流石に、心が震ふるえましたよ」

　それが本当の笑みなのか、私には分からなかった。だが、やるべきことは確かく認にんできた。

「餞せん別べつをくださいよ『師匠』。憧れのヒーローが怪かい物ぶつを倒す、格好いい所を見せてください」

　それは、ずっと昔、師匠がいなくなってしまった時。コウタロウがまだ若かった時のままの言葉で──

「ああ……見せてやろう。ここだけの怪かい獣じゆう退治だ、目め一いつ杯ぱい盛り上げてやる……！」

　私の心を、熱く震わせるのであった。

　地味ではあるが、これ以上ない技術で、これ以上なく派手に。送り火は天高く、それが私の義務だ。

　構えを『波は濤とう』へと変えた私は『試製桜花』を発動した状況で更に魔力を練っていく。それは限界よりももっと先へ。千切れても引き延ばす。

　爆はぜ散る魔力は限界のその先へ。舞い散る花弁は激しく荒れる花はな吹雪ふぶきへ。

　シジマ流奥おう義ぎ──不可説転！　私の持てる最高で応えるため、私は揺ゆらめかせた身体を全力で前へと推おし進めた。








第十八話　羅ら刹せつの虚きよ像ぞう









　音がない。普ふ段だん見ることのかなわぬ世界で、私はただ敵だけを見み据すえていた。

　不可視に限りなく近い速度だというのに、コウタロウはそれでも私の視線を真っ向から受け止めている。何な故ぜだかそれが信しん頼らいの証あかしであるような気がして、私の身体からだには更なる熱が入っていった。

　コウタロウへ向かうまでの距離は、一瞬だった。瞬まばたきすらも許されぬ速度で一直線にコウタロウへと向かう私に対し、コウタロウはカウンターで右みぎ腕うでを突き出した。

　この速度でぶつかれば、相手に大した力が込められていなくとも私は大きなダメージを受けてしまうだろう。だが、それをさせないのがこの技わざの真骨頂だった。

　拳こぶしが伸のびきる直前、私は速度を緩ゆるめ、左へと移動するため身体をたゆたわせる。出来る限り靭しなやかに。そして──なるべく速く全速へ。身体が生み出した鞭むちのような緩かん球きゆうが、空気を引ひっ叩ぱたいた。

　僅かに停止した位置を中心に、衝しよう撃げきの波が広がっていく。身長差の分、下から突き上げるような形になったのだろうか。広がる波に弾はじかれ、コウタロウの腕が撥はね上げられる。

　同時に左──相手の右側へと位置を変えた私は、脇わき腹ばらへと大きく足を動かしての蹴けりを見み舞まう。腕を撥ね上げられたばかりの右側は、今は完全なる無防備だ。蹴りは容易にコウタロウの脇腹へと的中した。

　だが、コウタロウも流石の防御力だ。凄まじい魔力と変異した身体は、音よりも速い蹴りを受けてもなおその両の足を地面へと残していた。

　勢いに引き摺ずられるように、地面に二本の線を描いていく。

　この好機を逃のがすことは出来ない。私は、再び地を蹴った。

　跳とぶのではなく、走る。体勢を屈めながら、離はなれた距きよ離りを辿たどってコウタロウへと追いかける。音よりも速いこの程度、今の奴やつならば簡単に捕つかまえてくる。いくら早くても自由の利かぬ直線では、カウンターを合わせられるのがオチだ。

『不可説転』を継けい続ぞくしながら、私はコウタロウへと追いついた。カウンターではまた弾かれて終わりだと気付いたのだろう、コウタロウが選んだ手は防御を固めることだった。

　私の動きを確しつかりと見据え、何処へ攻撃をされても対応できるように見張っている。

　だが、それならば此方こちらもやりようはあるというものだ。

　私は更に地を蹴り、加速する。未いまだ吹き飛ばされた勢いを殺しきれないコウタロウは、前面への防御を固めることは出来ても、方向転てん換かんは出来ず、まして背後を守ることは出来ない。

　私はそこを突くべく、さらなる加速でコウタロウの背に回ったのだ。

　そして、その勢いを利用し、回し蹴りを見舞う。飛ぶ勢いを利用して背を強きよう烈れつに叩かれ、今度こそコウタロウは体勢を崩くずした。かえって踏ん張ったのが仇あだとなったか、コウタロウはその場に倒れ伏ふす。

　地面に身体を貼り付けた相手を、私は見下ろした。そして引き絞しぼられた拳が、地面へと突き落とされる。

　まるで建材を割るかのように、倒れ伏す相手へと目一杯力が込められた突きが、コウタロウごと地面を揺らす。

『不可説転』を可能とするほどの魔ま力りよくは凄すさまじく、コウタロウの下から四方八方へとヒビが走るのが見えた。

　と、同時に。私は大きく後ろへと飛びのいた。

　理想はこのまま連続攻撃を続けること──だが、『不可説転』の消しよう耗もうが激しすぎるため、それは叶かなわない。

「ハァッ……ハッ……！」
















　一方的な攻撃の代だい償しようは、決して軽いものではなかった。

　限界以上の運動に肺が悲鳴を上げる。無理な機動をさせた筋肉がボロボロだ。更さらには魔力の方も余よ裕ゆうが無い。まだ少しの間だけは『試し製せい桜おう花か』を続けられるだろうが、時間の方はあまり残されていない。

　立ってくれるなよ。そう願いながら、コウタロウの動きを見張る。

　どれだけ時間が経過したか。祈いのりながら集中を続ける時間は長く感じられたが──それでも、然さ程ほど長い時間ではなかったと思う。

　ほんの少しだけ荒あれ放題だった息が収まってきたころ──コウタロウの顔が、勢い良く此方を向いた。

　……やはり、この程度では終わらぬか……！

　無理をさせたことに対し、怨えん嗟さの声を上げるかのように悲鳴を上げる筋肉を黙だまらせながら、再び『波濤』の構えを取る。

　しかし、何故かコウタロウは立ち上がる気配を見せない。

　困こん惑わくしながらも、私はコウタロウが立ち上がるのを待つ。今は少しでも身体を回復させておきたかったからだ。

　立ち上がり始めたら、すかさず攻こう撃げきを仕し掛かける。そのために、僅わずかな隙すきも見み逃のがすまいと私は監かん視しを続行した。

　だが、隙の代わりに私が見ることとなったのは、とんでもない代しろ物ものだった。

「は、」

　最初に火種となったのは、掠かすれるようなか細い声だった。

　力みから息が漏もれて音になったかと、警けい戒かいを強める──が、それがそんなものではないと気付くのに時間は必要なかった。

「はは、ははは……ゴフッ、かは、ははははははははははははははは！」

　まるで今までが噓うそのような高笑い。私は、それに見覚えがあった。

　勿もち論ろん、それが良くないものであるということは言うまでもない。

　血を噴ふき出しながらも、愉ゆ快かいで愉快でたまらないと、語るまでもなく分かる笑い。

　それは、かつて私の好敵手だった男が『死に際』に見せたそれに、そっくりだった。

「ッ駄だ目めだ、駄目だよ師し匠しよう。楽しすぎる！　こんなのッ！　抑えられるわけッ、ないだろうが！　っはははは！」

『昏くらい色の結けつ晶しよう』の狂きよう気き。ただ邪じや悪あくで、自らが死に瀕ひんしていることこそが面おも白しろくて仕方がない、狂くるった笑い。

　今思えば、それはまるで血けつ晶しようが宿主の死を喜んでいるようでもあった。

　身体の支配権が移り変わることを、祝っているかのように。

「殺せ、殺せェェェッ！　俺に、シジマの名を、穢けがさせるなァァ！」

　だが打って変わって、コウタロウは突とつ如じよとして表情を歪ゆがめ、虚こ空くうへと──恐おそらくは私に向けて──声を張り上げた。

　言われるまでもなく、既すでに私は駆かけ出していた。同じ『武術家』故ゆえにだろうか。考えることは全く同じだった。コウタロウに、シジマの名を穢させる訳にはいかない。

　せめて逝いく時はコウタロウのままで。『不可説転』を発動するまでには高められなかったが、それでも今の私が持てる全速で、全力を込めてコウタロウへと跳んだ。

　一番手っ取り早く、一番強烈な一撃を。見切られやすくてもいい。後の隙が多くても良い。ひたすら単純な一撃を求めた私が選んだのは、回転で勢いを付けた踵かかと落おとしであった。

　これでコウタロウの首を切断する。頭と身体を分かてば、動うごきを封ふうじることは出来るだろうと思った、最善の手段であった。

　しかし、それが首を落とそうとした瞬しゆん間かん──コウタロウが、まるで糸に引かれたかのように跳ね起きる。その動きだけで、もうそこにいる何かが人間ではないことが理解できる動きであった。

　そして、コウタロウは跳ね起きたままに私の踵落としを右腕で受け止める。

　同時に、鈍にぶい音が響ひびく。見れば、コウタロウの腕がひしゃげて折れ曲がっているのが見えた。攻撃が通じるのならば──！

　地面へと降り立った私は、虚うつろな目で空を見上げるコウタロウの頭へと向かって、蹴りを放とうとする──！

　が、それはまたも防がれてしまう。折れた右腕を、盾たてにすることによって──！

　常じよう軌きを逸いつした行動に、息を飲んでしまう。この領域の戦いにおいて──いや、これから始まる戦いにおいて、それは大きな隙となってしまう。

「ッ、ぐ……！」

　突如として、コウタロウを中心に魔力の暴風が吹き荒れた。

　脚あしを上げたままにしてしまっていた私は、不意を突かれたことで容易たやすく身体を舞まい上げられてしまった。

「スラヴァ君！」

　なんとか体勢を整え、着地に成功すると、すぐ傍そばからソーニャの声がかかる。

　彼女達はそれなりに離れた場所から見ていたはずなので、それなりに遠くまで飛ばされてしまったようだ。

「師匠せんせい……」

　消耗からか脚を縺もつれさせた私を、アルマが寄り添そうように支えてくれる。

　すまない、と小さく礼を言うと、そのまま治ち癒ゆの魔術を施ほどこしてくれるのが分かった。

　これが武術家との試合の最中であれば無ぶ粋すいなことを、と𠮟しかり飛ばしたのだが──今回はそうはいかない。これから始まるのは、本物の怪かい物ぶつ退治だからだ。

「……ありがとう、少し楽になった」

「はい……」

　傷を治してもらってから、アルマから離れ、コウタロウを見る。

　コウタロウが元居た場所には、今もなおどす黒い血のような魔力が、渦うずを巻いていた。

　いつそこからタリスベルグが飛び出してくるか分からぬと、戦せん闘とう態勢を保ちながらその様子を遠巻きに見つめる。

　……それは、まるで繭まゆのようであった。あの中で、コウタロウは武術家でも、人ですらない何かに変へん貌ぼうしていっているかと思うとやりきれない気持ちが支配する。

　だが、人のまま奴を逝かせてやることが出来なかった私が、次やるべきことは決まっていた。

　かつてコウタロウ＝シジマであった者が、武術を、シジマ流を穢すことを阻そ止しする。

　師し匠しようが眠ねむるあの街の近くで、それさえもしてやれぬまま死んだのでは、師匠に何を言われるか分かったものではない。

　やがて、天へと昇る赤黒の魔力は徐じよ々じよに収まっていった。

　そこにいたのは──私にとっては、あまりにも見慣れすぎた姿の、武術家の形をしたナニカであった。

　その姿に、シジマ流に身をおく者の中、私を含ふくめ昔のそれの姿を知る者達が動どう揺ようをする。

　昏い魔力の中から現れた姿に一番うろたえたのは──

「うそだ……そんなの、ありえるはずがない……ッ」

　私の隣となりに立つ、アルマであった。

　それはそうだろうな、と思う。

　あそこに居るのは、前世で疾とっくに見み飽あきた──鏡に映るモノの姿をしていたのだから。

　皺しわの刻まれた顔、濁にごった柘榴ざくろ石いしを埋うめ込んだ、切れ長の瞳ひとみ。

　ざっくりと切られた質の悪い白髪しらがは、動きやすさを重視したものだろう。そして、血染めを乾かわかしたかのように禍まが々まがしい、赤と黒で構成されたシジマ流の胴どう着ぎ。

　ひと目で、それが何になったか、なろうとしたか分かった。見み間ま違ちがえるはずがない。繭より出いでしコウタロウの姿は、色こそ悪あく趣しゆ味みに染め直されていたが──私が毎日見ていた、鏡に映っていた『スラヴァ＝シジマ』の姿にそっくりだったのだから。








第十九話　明鏡止水の境地









　ああくそ、質たちが悪すぎる。いくらなんでも『それ』になることはないだろう。

　だがこれで分かってしまった。あの血晶が本来どのようなものかも。そして──コウタロウが、私をどう思っていてくれていたのかもだ。

「……行ってくる」

　身体からだはアルマに治してもらったが、体力も魔力もあまり残っていない今では、何ど処こまで出来るか分からないが──あんなものを見せられては行くしかない。

「師匠せんせいッ！」

　震ふるえる声が、後ろに残してきたアルマから投げかけられる。一瞬だけ、それはどちらに向けたものなのかと考えたが──アルマはこれで、強い子だ。

　私が僅かに視線を送ると、アルマは確しつかりと私の、この小さな少年の姿を見み据すえて、言った。

「師匠せんせいは、私のお父様は、そこにしかいませんから！　だから……勝ってくださいっ！」

　切実な願いに、鼻を鳴らす。

　……無茶を言う。こちとら、そろそろ限界が近いというに。

「おうとも」

　だが、私はそう答えた。可愛かわいい娘むすめに心からそう願われて、否いなと言える親が居るものか。

「スラヴァくんっ」

　再び前へと、進むべき方向へと顔を向けると、今度は小さな親友の声がかかる。

　続きを紡つむいだのは、風のように澄すみ渡わたった金色の声。

「絶対、負けないでね！」

　揃そろいも揃って無茶を言ってくれるものだ。全くもって、悪くない気分である。

　向こうから仕し掛かけて来ることはなさそうだが、それでも油断は出来ない。後ろに小さく手を振ると、私は脚を前へと進めた。

「……待たせたかな」

　そこに佇たたずむ、昏き鏡に声をかける。

　見れば見るほど、見飽きた姿によく似ている。血晶を過去の私が使ったら、こうなるのだろうか。そう思うと気分は最悪だったが、悪質極きわまりない行こう為いも今は怒おこる気がしなかった。

　私の声に、コウタロウ……否。タリスベルグは応こたえなかった。

　ただ、流りゆう麗れいな動きで『波は濤とう』を形作る。

　……やはり、そうだ。恐らくこれは──コウタロウの憧あこがれていた、私の姿。

　最強の二文字を目指し、ただ戦いを続ける武術家の『写し』だ。

　表情を変えず、言葉にも反応せず、構える男の前に立つ。その構えは、成る程ほど、確かに私のそれによく似ていた。

　鏡の前に立っているような錯さつ覚かくを覚えながら『流水』を構える。そこに立つ虚きよ像ぞうが、自分と違ちがう構えをとっているのは妙みような気分だった。

　だが、これは鏡を前にした構えの確かく認にんではない。同門との稽けい古こでもない。

　人と怪物との、殺し合いだ──！

　私がその虚像に構えを見せると、瞬しゆん時じに虚像の魔力が膨ふくれ上がるのが分かった。

　背骨を氷にすげ替えたような悪お寒かんが走る。その寒気が私の身体を刹せつ那なの間凍こおらせると、虚像の姿が視界から消失した。

　甚じん大だいなる魔力が、不可視の刃やいばとなって襲おそいかかる。まるで意識だけが数秒後に飛んだような錯覚。自分の首が宙を舞まう様を幻げん視しする。

　──落ち着け！　こういう時──『私』ならどうする!?

　思うよりも早く、磨みがいてきた勘かんが答えを感じ取ると、私は疑問を感じるまもなく首を左へ傾かたむけていた。

　右目の僅わずか上を、手刀が通り過ぎて行くのが見えた。──右から左へと抜ぬける手刀！　他ほかならぬ私自身の深いところに刷り込まれたナニカがそう叫さけばねば、今ので終わっていた──！

　だが息を吐ついている暇ひまはない。私は即そく座ざに『試し製せい桜おう花か』を発動させると、地面を蹴けりつけて身体を後ろへと押しやった。一いつ旦たん離はなれねば不ま味ずい……！

　誰だれよりも私自身があの虚像のことを知るが故、私は体勢を立て直さんとする。しかし、それをするには根本的な地力が足りなかったようだ。

「なっ……！」

　驚きよう愕がくが吐と息いきとなって、口から漏もれる。

　手刀を外した相手の隙すきを突ついて、私は間合いを脱だつ出しゆつしたつもりであった。

　一いつ旦たん体勢を立てなおしてから魔力の強化を引き上げ、カウンターに徹てつする。それが圧あつ倒とう的に私を魔力で上回る虚像を倒たおす唯ゆい一いつの方法。

　……だった。

　だが実際には、虚像の持つ魔力は私の想像を遥はるかに超こえていた。手刀を外し、腕うでを振りぬいたばかりの虚像の姿が、瞬まばたきもせぬ間に目の前に移動していたのだ。

　何が来るかを『知っている』私は『試製桜花』を解除し、持てる魔力の全すべてを左の腕へと集つどわせる。

「ぐっ……がは……ッ！」

　胴どうを狙ねらった、左からの回し蹴り。分かってはいたが避よけること能あたわず、防ぐしかないそれが固めた防ぼう御ぎよに突き刺ささる。

　骨の折れる、嫌いやになるくらい小気味のいい音が響ひびく。左腕ごとねじ込まれた虚像の脚あしが、そのまま肋ろつ骨こつへと叩たたき込まれる──！

　無防備な空中で受けたことで、私は小石を指で弾はじくように、容易く凄すさまじい速度で吹ふき飛ばされた。

　受け身を取ろうとするが、勢いが強すぎて体勢を立て直すことさえ出来ない。

　地面が近づいてようやく私は覚かく悟ごを決めると、二度三度と地面を跳はねて、しこたま身体を打ちつけてからやっと地面へと帰ってくることが出来た。

「～ッ！」

　立ち上がろうとするが、息ができない。身体を打ち付けられて強制的に息を吐き出させられ、身体が空気を欲ほつしている。だが、口からあふれる血が空気の補給を妨さまたげていた。

　しかしそれでも休息は許されない。追つい撃げきの存在を知っているからだ。息さえも吸えない身体に死ぬよりはマシだろうと鞭むちを打ち、四し肢しをもって身体を跳ね上げる。

　やっとの思いで立ち上がると、虚像は石像のように、その場で『波濤』の構えを取っていた。

「ぐっ……！　ふ、ヴ……」

　呼吸を妨げる血を、一息に吐き出す。

　見た目には凄せい惨さんなものだが、息が通るようになると、少しだけ楽になった。

　痛む脇わき腹ばらを押さえようとしたが、ついで程度に左腕が蹴り砕くだかれていたことを痛みで思い出し、諦あきらめる。

「師匠せんせいっ！」

　アルマの叫ぶ声が聞こえる。こうしているとガルトと対たい峙じした時を思い出すが、幸い身体はまだ動くようだった。

　……参ったな、これはちと勝てん。次々と繰くり出される理り不ふ尽じんに、随ずい分ぶんと無茶な『私像』だとなげやりな笑いが浮うかんでくる。

　それを口にだすことは出来ない。負けが死である以上、降参は諦めだ。そして私の死は──即すなわち、ここにいる全員の、そしてシジマ流の死をも意味する。

　それだけは、許してはならなかった。シェリルを、ソーニャを、そしてアルマを失うかもしれない。そんなのは、もう二度と御ご免めんだった。

　しかし、どうしたものだろうな……荒あららげた息さえもが視界を揺ゆらすほど、私の余力は少ない。対して、敵の力はあの通り。

　僅かに余力が残っているだけ、ガルトの時よりも絶望というものを感じる余よ裕ゆうがあるようだった。

　……そんなものを感じている余裕など、無いというに。そんな暇があったら、どうにか勝つ方法を考えろ。

　心の底から伝わってくる𠮟しつ咤たに、苦く笑しようが浮かんだ。根こん性じようではどうにもならんというに、手厳しいものだ。

　だがその考えには賛成だった。その時たった一つだけ、最後に残された手を考えついた。

　──『昏くらい色の結けつ晶しよう』。あれを使えば、あるいは。

　その性質の一いつ端たんを理解した今、あの禍まが々まがしい結晶に身を委ゆだねれば、この虚像を打ち破ることが出来るかもしれない。

　ほんの一瞬だけ、それはとても甘美な誘ゆう惑わくに見えた。

　しかし、直すぐにそんな馬ば鹿かげた考えを否定する。それでは本末転てん倒とうだ。今の私は──あの子達を死なせたくなく、守りたい。それだけで出来ていた。

　血けつ晶しようを使えば、虚像に勝つことが出来るだろう。確信があった。確信はあったが──同時に、それをすればあの子達を失うというのも確実だった。

　ならば、勝てなくていい。刺し違えてでもいい。背にある存在を守れればと思うと、迷いが無くなっていくようだった。

　今、私の心は白にある。そのあり方は、あの穢けがれた血晶と対極に位置する。そんな実感。

　勝ちたい、負けたくない。そんな気持ちとは無関係の心で拳こぶしを握にぎるのは、とても良い気分だった。

　──だが、それは、私に思わぬ変化を齎もたらす。

「……？」

　桜色の魔力が、光を失っていく。ついに魔力が尽つきたかと思ったが──しかし、身体は軽かった。亡者の手に引かれているように重かった身体が、むしろ普ふ段だんよりもずっと、軽く感じた。

　それだけではない。それ以上に、心が軽かったのだ。

　窮きゆう地ちにあるというのに、世界が何時もより澄んで見えた。

　深い集中状態が、近いかもしれない。痛みも感じず、安らぎさえ感じていた。

　ああ、とうとうお迎むかえがきたのだろうかと。そんなふうに思ったくらいだ。

　けれど私は生きている。

　──これなら、行けるかもしれない。

　穏おだやかな笑みを浮かべ、身体からだを動かす。

　確か……こう。生きている右腕を、腰こしに差した剣けんのように構える。これが、一番効率的だと知っている、そんな気がした。

　私が『構える』と、虚像が魔ま力りよくを解放する。昏い魔力の嵐あらしが押し寄せるが、その闇やみの魔力は、私の周囲を避けて行った。

　これが私の『圏けん』だ。瞳ひとみの剣を抜き、意識を集中すると、世界の速度が更さらに一段落ちた。

　離はなれた位置に居る虚像が、爆ばく発はつ的な魔力を抑おさえこむように、その身へと込こめて歩き出す。

　近づくに連れて、その速度は上がっていく。虚像が走りだす、そして──地を、一層強く蹴り穿うがつ。

　先ほど私が見失った速度よりもずっと疾はやい。息を吸うようにそれが理解できた。

　しかし──見えている……！　静かに湛たたえている水のように落ち着いた心が鏡となり、虚像の動きを捉とらえる。過去の姿をした虚像が『圏』に触ふれると同時、私は一歩前へと脚を踏ふみ出した。

　腰を切り、構えた拳を放り投げる。無論、拳もまた眼前の敵を撃うちぬかんと、既すでに行動を開始している。

　一見なんの魔力も感じさせぬ拳が、光の矢と化す。それは、今の私でも見えぬほどの速度で──タリスベルグの水月へと、まっすぐに放たれた。

　極度の集中状態が捉えたのは、その動作の終わりだけであった。

　自分にさえ見えぬ拳。いつしか一人の剣けん士しが己おのれの持てる全てをその一いつ瞬しゆんに込めたように、その拳は私の全てを持っていた──！

　我流奥おう義ぎ──『心神』！　何かが爆はぜる音と共に、拳が偽いつわりの姿を打ち砕く──！

「ク、オオオオオオッ!!」

　見えぬ拳をその急所へと受けた虚像は、威い力りよくに導かれるまま、先ほどのように地面を擦こすりながら身体を吹き飛ばされていた。

　しかし、今度は──それは、決定的な一打となる。

　勢いが時間とともに減少し、やがて虚像は立ったままに静止すると、水の入った風船を割ったように、昏い魔力が四方八方へと霧む散さんする。

　弾はじけた魔力の奥から、一瞬のうちに現れたのは、コウタロウの姿であった。

　あの私の虚像はコウタロウの身を覆おおった昏い魔力が、過去の私の姿を映していたものだったのだろう。それは正まさしく虚像だったわけだ──とその正体に気がつくと、蜃しん気き楼ろうの中から現れたコウタロウと目が合った。

　ありがとう──その口が、声を出さずに、形で言葉を創つくりだす。それだけを最後に伝えたかったのだろうか。最後の一文字を口が伝えると同時に、コウタロウの身体は糸を引かれるように、地へと倒れ伏ふした。

　……倒したか、とは考えなかった。その身体はもう、紅あかい光となって薄うすれていく最中にあったからだ。

　これで、一つの時代にまた終わりが訪おとずれてしまった。散っていく光を見ながら、また一人前世からの知り合いが逝いってしまったことを実感するが、生憎あいにくと感傷に浸ひたる暇は無いようだ。

　脚から、いや、全身から一気に力が抜けていく。魔力も体力も底をついていたのだ。

「スラヴァ君！」

「師匠せんせいっ！」

　倒たおれ伏す最中さなかに、少女達が駆かけ寄ってくるのが見えた。

　今度は──自分の手で、彼女達に這はいよる手を払はらうことが出来た。これからとても深い微睡まどろみへと落ちていくという実感は、私から考える力を奪うばっていく。それでも、その事実は、私に大きな満足感を感じさせるのであった。








第二十話　魂たましいの旅路と最後の導しるべ









「……明鏡止水、ですか？」

「呼び方はなんでもいいがな、そういう境地があるということだ」

　道場の床ゆかに雑ぞう巾きんをかけていると、ふとそんな言葉が聞こえてきた。

　はて、何な故ぜ私は雑巾がけなぞしているのであろうか。先ほどまで何をしていたのか思い出せず、頭を捻ひねる。だが、直ぐにそんな疑問は床の汚よごれのように溶とけていった。

　道場を使った後は、掃そう除じをして当たり前だ。であるならば、先ほどまで私は道場を使っていたのだろう。

　段々と蘇よみがえってきた記き憶おくに、勝手に頷うなずいた。それが分かれば、手を止めずに掃除を続けなければ。

　雑巾に体重をかけ、床を走るように滑すべっていく。飛び散った汗あせが、一日の間に落ちた埃ほこりが取り除かれていくと、床と一いつ緒しよに気分までが晴れやかになっていくのを感じた。

　しかしそんな爽そう快かい感もつかの間のこと。いつの間にか、私はすっかり綺き麗れいになった道場で師し匠しようと向き合っていた。

「して、明鏡止水……とはどのようなものなのですか。それが、強さに関係があるので？」

　師の言葉に嚙かみ付いているあたり、私もまだまだ若いなと思う。

　結局のところ強さとは技術であり、身体である。そこに心が絡からんでくるなど、私には信用ができなかったのだ。

「だから、呼び方はどうでもいいといっているだろう。分かりやすい言葉がなかったから、それで代用しただけだ」

　問答を楽しむように目を輝かがやかせる私を、師匠は呆あきれた様子で笑った。

　食い入るように身を乗り出す私に、師は続ける。

「邪じや念ねんなく、一点の曇くもりもなく、揺るがぬ心。それが明鏡止水の意味するところだ」

「……それは、闘とう技ぎ者であれば誰だれもが目指す所ではありませんか。そのような心構えだけで強くなれるとは、到とう底てい思えませぬが」

　納なつ得とくがいかないと、言葉で言いながらもそれだけでは飽あきたらず、私は憮ぶ然ぜんと眉まゆを顰ひそめる。

　よくもまあ、ここまで物を知らず師に嚙み付けるものだ。若すぎて恥はずかしくなってくる。

　だが師匠はそんな私を見て怒おこるのではなく、愉ゆ快かいなものを見るように笑う。事実、愉快なのだろう。私としては自分自身で苦々しい笑いがこみ上げてくるばかりだが。

「だが、恐おそらくそれに辿たどり着いた者は数えるほどしかおるまい。届かぬからこそ、誰もがそれを求めるのだ」

　話は終わりだ、と立ち上がる師匠に追いすがるように、私は急いで立ち上がる。

　まだ話は終わっていないと、続きをせがんでいるのだ。

　目線の高さを合わせて言葉を発しようと、師匠へと詰つめ寄る。だが私の視界から不意に、師匠の姿が搔かき消えた。魔力も何も感じさせず──

「ゆめゆめ忘れるな。迷いも邪念も捨て、揺ゆるがぬ心を身につけた時、人は新たな境地に立つことが出来る。尤もつとも──そのギラついた目のままでは、一生理解できんだろうがな」

　次に声がしたのは、私の背後からだった。不可思議な現象に、慌あわてて私は背を振ふり返ったが、そこに師匠の姿は既になかった。

　それは、そうだ。師匠はもうとっくに、旅立たれてしまったのだから。

　そこでようやく気がついた。さっきから若い若いとは誰の言葉かと疑問に思っていたが、それが私自身の言葉であることに。

　──ああ、夢か。

　口に出すまでもなく、それを理解した途と端たんに急速に視界が暗くなっていく。願わくは、もう少し偉い大だいな影かげを見ていたかったのだが、な。

　名残なごり惜おしくそうつぶやくと、私の意識は完全に闇へ落ちるのであった。




　　　　◆




「……本当に、一生理解できんとはなあ」

　気がつくと、私は天てん井じようへと手を伸のばしてそう呟つぶやいていた。

　あまりにも見覚えのある──道場で気を失う度たびに見ていた光景に、苦い笑いを浮うかべる。

　どうやら、気を失った後、私は寝ねかされていたらしい。床に敷しくフトン、という寝しん具ぐの中で目が覚めた私は、重さを感じつつも上体を起こした。

　辺りを見回すと、そこは懐なつかしき師匠の屋や敷しきの中であった。戦いの後、気を失った私を皆みなで運んできたのだろう。外しているのか、辺りには誰もいないが、遠くに小さな声が聞こえることは分かった。

　今回も、なんとか三度目の人生行きは免まぬかれたらしい。それがあるかどうかも分からぬが、とりあえずはまだ二度目の人生を続けても良いようだ。

　しかし夢を見るとは珍めずらしい。再び枕まくらに頭を預けながら、私は見覚えのある天井に想おもいを浮かべる。

　勝った、のだなあ。しみじみと思うのは、戦いの行方ゆくえであった。

　何やら心が軽くなった後のことはおぼろげにしか覚えていないが、私が生きてこの場所で眠ねむっている、ということはそういうことなのだろう。

　こんなにも、実感のない勝利は久々であった。また、あれだけの強敵を相手に勝ったというのに、全く嬉うれしくないのもだ。

　我が師の愛孫、コウタロウ＝シジマ。恩人の孫でもあり、共に邁まい進しんする仲間でもあり、シジマ流を象しよう徴ちようする人物でもある彼を亡なくした──というのは、思ったよりも私の心に重いものを残していた。

　この手にかけたことを後こう悔かいするつもりはない。それを彼が望んだのは事実だし、勝負に勝った以上、最後に武術家として逝ゆこうとしたコウタロウに申し訳が立たない。

　しかしまた一つ、自分の知る時代の象徴がなくなってしまったと考えると、喪そう失しつ感を抑おさえられないのは仕方のないことだろう。

　ふと、寿じゆ命みようが長いのも考えものだなと息を吐つく。きっとこれからも、私は時代の終わりを見届けていくことになるのだろう。アルマやチェスターの気持ちが、今ならば分かる気がした。

　だが──

　近づいてくる足音に、私は笑みを浮かべた。規則正しく、穏おだやかな足音が五人分。その中の三人は、私がよく知っているものだ。

　近づいてきた足音に、私はまた上体を起こす。いつまでも悲しんでばかりはいられない。

　フスマが開くと、そこに見えた顔は予想通りのものだった。愛まな娘むすめと、親友と──年とし甲が斐いもなく少し気になる少女の顔だ。

「あっ……！　師匠せんせい─ッ！」

「スラヴァ君！　目が覚めたんだね！」

　同時に、三人の顔が明るくなる。

　そう──去っていく時代もあれば、訪れる未来もある。

　三人の顔を見ると、ようやく勝負に勝った実感が、またその顔を見ることが出来た喜びが湧わいてくる。

「スラヴァくんっ！」

　一目散に飛び込んでくる少女を受け止めながら、私は笑えみを浮かべた。

　悲しんでばかりもいられない。笑って未来に行くことが、いま必要なことであると。

「ん、む？　あがががが……シェリル……力が！　し……ぬ……！」

「わーっ!?　落ち着いてシェリルちゃん！　スラヴァ君が潰つぶれちゃう！」
















「せ……師匠せんせぇぇぇぇぇぇぇッ!!」

　危あやうく、感極きわまって力の加減を忘れたシェリルにその未来を閉じられそうになったが──それでも、気分は晴れやかだった。

　師匠。長いこと時間がかかりましたが、ようやく心の重要性について、本当に理解が出来てきたような気が致いたします。

　夢で出会った恩人に届くよう、礼を浮かべる。

「スラヴァくんっ！　スラヴァくんっ！」

「ひ、引っぺがすよアルマ！　このままじゃ！」

「ああ……師匠せんせい！　お気を確かに……！」

　危うくそちらへ行きそうになりましたが、私は元気です。

　そう付け足すことになってしまった礼は──さて、無事師匠の元へと届いただろうか。




　　　　◆




「いたたた……なあシェリルや、抱いだきつくのは構わんが、弱っているときはちゃんと加減をしてくれんかね？」

「あう……ごめんね……？」

　なんとか恩人に会いに行くことを避さけられた私は、皆と共に居間を訪おとずれていた。

　いまも魔ま力りよくはすっからかんのままで、現在の私はシェリルの力にさえ抵てい抗こうできぬほど弱っていた。

　ソーニャとアルマがシェリルを離はなしてくれなければどうなっていたか……というのは、顔を俯うつむかせて落ち込んでいるシェリルを見れば分かるだろう。

　反省はしているようなので、釘くぎを刺さすだけにとどめておくが、次があるのならばその時は確しつかりと𠮟しからなければならないかもしれない。

　まあそれは次が来てからで良いだろう。それよりも、私にはやるべきことがあった。

　まだ寝かせておくべき身体からだを引きずって居間まで来たのには、訳がある。

　居間のフスマが開くと、自然と皆の視線がそこへと集まる。そこにいたのは、その訳を持ってやってきたクルトであった。

　クルトの手には手紙が携たずさえられていた。まだ白い紙と──ひどく古ぼけたものとの、二通が。

「此方こちらが、父上の書かれた手紙です。自分を倒たおす者が現れたら、お渡わたししろと命じられていたものです」

　重い身体を引きずってここまでやってきたのは、遺のこされたモノを受け取るためであった。

　まだクルトも見ていないであろう手紙の封ふうを切る。

　息子むすこのクルトよりも先にそれを読んでよいものかと逡しゆん巡じゆんした後、私はクルトへと視線を送った。その意味することが分かったのだろう、クルトが私に返したのは、縦に動かす首の動きであった。

　手紙は、ありがとうという言葉から始まっていた。

　そこから続くのは、日に日に魔人のようになっていく髪かみや瞳ひとみ、感情が高ぶるとそれらが無む作さく為いの殺意へと変へん換かんされていく恐きよう怖ふ。『昏くらい色の結けつ晶しよう』という邪じや悪あくな存在について──手紙には、コウタロウが戦ってきたものが綴つづられていた。

　そこから、手紙にはコウタロウの願いが綴られる。悪あつ鬼きの如ごとき血けつ晶しようと、悪意の種を蒔まく男を倒してくれ、と。言われずとも、私はその決意を固めていた。力が入る手で紙を握にぎりつぶさぬよう留意しながら、私は最後の一文に読み進む。

　そこに書いてあった文を見て、私は驚きよう愕がくに目を見開いた。

　──それともう一つ。私を倒した貴方あなたに、我が祖父の遺した文を受け取って欲しい。

　コウタロウの祖父という言葉に、もう一通の手紙を書いた者が誰だれであるかを瞬しゆん時じに悟さとった。

　同時に、運命の糸の存在を疑った。私が今ここに居るのは、巡めぐり合わせのもとではなく、最初から決まっていたのではないかと。そんな錯さつ覚かくに陥おちいったのだ。

　何を馬ば鹿かな、と。あまりにも大おお仰ぎような考えに頭を振るった。

　読み終えた手紙を元の形に畳たたみ、クルトへと返す。

「……読み終えたようですね。それでは、此方を。此方は父上から、手紙を読み終わった者に渡すようにと言付かっております」

　今しがた存在を語られたばかりのそれを、受け取る。冷静を装よそおってはいるが、手が震ふるえていたのはきっと皆に気付かれていたことだろう。

　──これを読んでいる者が、我が流派の者であることを祈いのる。

　手紙は、そんな一文から始まっていた。一つでも師の願いを実現できたことを嬉しく思いながら、手紙を読み進める。

　多少は期待に応えられたか。だが私に感傷に浸ひたる暇ひまは、与あたえられなかった。

「なん、だと……！」

　興奮からくる手の震えは、驚愕から体全体へと広がっていく。声を抑えることも出来ずに、かさかさと紙を鳴らす私に、視線が集まった。

　平常心で読めるはずはない。そこに書かれていたのは──その名こそ書かれていないが、紛まぎれもなく『昏い色の結晶』のことだったのだ。

　人の心を食らって、殺意を生み出す血晶。大きな力を与える代わりに、宿主を怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうさせる──手紙には、最近ようやく一部の者が気づき始めた血晶の情報が書き連ねられていた。だが、忘れてはならない。この文が綴られたのは、まだ師が生きていた頃ころの話。

　悪漢が『昏い色の結晶』の力に気付き始める前の話。アルマがタリスベルグを倒し、英えい雄ゆうとなる前の話。そして、恐おそらく『昏い色の結晶』という名さえも無い頃の話であるということを。

　手紙に書かれていたのはそれだけではない。ずっと前に書かれたその手紙には、私が今日になってようやく確信を持てた血晶の変化に関することも書かれていたのだ。

　……血晶の変化は、無む秩ちつ序じよに起こるものではない。

　今日のコウタロウを見て私はようやく気付いたのだが、血晶は宿主をタリスベルグへと変化させる際に、宿主に望むものを与えるのだ。

　命を欲ほつしたゼツロが手に入れた不死の身体。道を誤ったと言いつつも、グラディスが得たのは、殆ほとんどの攻こう撃げきを無効化する鉄てつ壁ぺきの鎧よろい。そして、動物が変化した、巨きよ軀くの怪物──

　それらは全すべて、彼らが望んだものなのだろう。明日の命を、捨てきれなかった夢を、自然界で王者となる大きな身体を。

　そして、あの石はそれらを与えた。ひどく歪ゆがんだいびつな形で、宿主の心と引き換かえに。

　『昏い色の結晶』。それは、悪意を持って願いを叶かなえる魔ま性しようの石なのだ。私は、何体ものタリスベルグを見てようやくそれに気付くことが出来た。

　師し匠しようは──そんなにも昔から、その事実に気がついていたというのだろうか。

　手紙にはまだ続きがある。魔人の国には悪意の母体とも言える巨きよ大だいな石があるということ、その血晶が邪悪な者の手に落ちた時、世界がどうなるか分からぬこと──師匠の遺した情報に、私はただただ驚愕する他ほかなかった。もともと謎なぞの多い人物ではあったが、まさか今になってその謎が深まるとは思いもしなかったが。

　……世界の平和のため、そして自分が愛する者のため。これを読んだ者がいれば血晶の根絶に力を尽つくしてほしいと。手紙はそこで締しめくくられていた。

　どうやら、血晶に纏まつわる話は私が考えているよりも遥はるかに大きなものであったようだ。

　私の知らぬ所で戦っていた師の姿を思い浮うかべ、目を閉じる。

　また一つ、やらねばいけないことが増えた。いや、全てがからみ合って、ようやくやるべきことが姿を現したと言うべきだろうか。

　暫しばらくの間逡巡し、私は目を開く。

「今から、ここに書いてあったことを伝える。お前達は、よく聞いてくれ」

　アルマに、ソーニャに、そしてシェリルに。一人ひとりに視線を送っていく。強い眼まな差ざしが返ってきたことが分かると、手紙に書いてある内容を搔かい摘つまんで説明していく。

　私の説明に、アルマとソーニャは何度も驚愕の表情を浮かべるのと、声を上げるのを繰くり返した。シェリルは良くわかっていない部分もあるらしいが、魔人の国という部分には、思うところがあったらしい。

　やがて私が手紙に書いてある内容を語り終えると、アルマとソーニャは揃そろって息を吐はき出す。

「まさか……タリスベルグが、そんなものだったなんて」

「大師匠様は、ずっと昔から奴やつらと戦っていたのですね……」

　思うのは、やはり私と同じようなことだった。それくらい、衝しよう撃げき的なのだ。同じ感想しか抱いだくことが出来ないくらいに──

「スラヴァくん」

　唯ゆい一いつ違ちがう反応を見せたのは、詳くわしい事情を把は握あくしていないシェリルくらいのものだった。だが──

「でっかいいやな石を、こわしに行くんだよね？　……みんなで、いっしょに」

　やるべきことは、確りと理解しているようだった。

　やらねばならぬことが出来たから、ついてきてくれるか──と。頼たのもうとしていたことを、先に言われてしまったことで、つい笑えみが浮かんでしまう。

　シェリルに強く頷うなずいてから、お前達も協力してくれるかと聞こうとしたソーニャとアルマは、不敵な笑みを浮かべていた。

「嫌いやって言ってもついていくからね」

「こればかりは譲ゆずれません。私もソーニャと同じ想おもいです」

　ああ……本当に、いい仲間たちだ。

「足手まといになるようでは困るぞ？」

　言いたいことをすべて取られてしまった腹いせに、茶化すようにそう聞いた。

　すると、ソーニャは言う。

「これが何の旅か忘れちゃったの？」

「武者修しゆ行ぎようの旅、でしたよね」

「強く、強くなろう？」

　アルマの言葉に、シェリルが乗っかってくる。

　……よく分かっている。そう、これは武者修行の旅。最強の武術家を目指すのだ、そのためにはどんどん力をつけて行かなければならない。

　これで行き先は決まった。目指すは魔人の国──

「……あれ？　師匠せんせい、まだ後ろに何かありますよ」

　と、言おうとした所で、私は言葉を飲み込んだ。

　アルマの指差す紙の裏側を見ると、確かにそこには続きが書いてある。表とは明らかに違う字体だが……それが師匠本人のものであるというのは、弟で子しの私には良く分かった。

　多分、師の性格を考えると、表のスペースが埋うめ尽くされているのを見て面めん倒どうになったのだろう。そこにはひどく簡潔に、かつ味気なくこう殴なぐり書いてあった。獣じゆう人じんの国『シューウ』へ向かい、鶴つるの獣人である『ヤナギ』を訪ねろと。……そこに、怪物と戦う力があると。

「……！」

　怪物と戦う力という部分に、目を見張る。というか、そんな大切なことをこんな雑に殴り書かないでください、と脱だつ力りよくした。

　ヤナギ。その名には、聞き覚えがある。というより──今は此方が一方的に記き憶おくがあるので──知らぬ仲ではない。

　師に連れられて行った獣人の国にて、少しの間学ばせて貰もらったことがあるのだ。

　……しかし、なあ。自分でも珍めずらしいと思うのだが、その指示には気が乗らなかった。

　鶴の獣人というのは、どういうわけか非常に長命だ。それこそ、エルフにも引けをとらないか、それ以上だと言われるほどに。だから、恐らくヤナギ様は生きておられるのだろうと思う。シューウへと行って、無む駄だ足あしに終わるということはない筈はずだ。

　だがものすごく、個人的に、私はヤナギ様を苦手としている。

　……などと言っても、結局のところ私は師匠の指示に従うしか無いことは分かっている。なればこそ、文句の一つくらいは言っておきたかったのだ。

　師匠の墓を参ったあとはどうしようかと考えあぐねていたが、思わぬ形で次の行き先は決まったようだ。

「目指すは獣人の国、だね」

　後ろから、ソーニャが抱だきつくようにして身を乗り出してくる。

　急に密着されたことで心臓が跳はねるが、今はそれよりも手紙の続きを見られてしまったことが重要だ。

　これで、あとには引けなくなった。こうなれば腹をくくるしか無いか。

「ああ──行こう。シューウへ」

　口に出すと、いくらか嫌な気分も緩かん和わされていくような気がした。

　いや、恐らくそれは気のせいではあるまい。

　この子達がいるから、そう思えるのだ。

　それでも少し重い気分を引き摺ずりながら、私は心を奮い立たせる。

　いざ獣人の国へ。師匠の指し示してくれた、最後の導しるべを目指すために。

　師匠が何な故ぜこの手紙を読んだものをヤナギ様の元へと送ろうとしているのかは分からない。だが師匠が言うのだ、そこで待っているのが、大きな困難であることは間ま違ちがいない。

　それでも、きっと私は乗り越こえていけるだろう。何よりも強い味方が、三人もいるのだから──








あとがき









『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修業』の七巻を手にとってくださいまして誠にありがとうございます、赤石あかし赫かつ々かくです。

　これであとがきを書くのはなんと七回目。この機会を下さった皆みな様さまに深い感謝を感じております。

　ですが、締しめ切きりをギリギリまで伸のばしてくださった担当様、そしてイラストのbun150様。そしてこれまたきっとタイトなスケジュールでこの本に関わってくださった皆様にも。全力で感謝しております。本当に、本当にありがとうございました。それと、申し訳ございませんでしたぁ！




　いきなり感謝だけではない謝罪から入った第七巻のあとがきですが、実は今回もＷＥＢ版より先に此方こちらを書き上げていたりして。例によって締め切りギリギリ限界まで原げん稿こうが出来上がっていなかったりといった出来事があったのです。

　それもこれも、全部締め切りを一ヶ月勘かん違ちがいしておりました私の自業自得なのですが……

　ああ、何も知らずゲームに興じていた過去の自分を殴なぐってやりたい……！




　……なんて、懴ざん悔げするのもこの辺りにしておきましょう。兎とにも角にも終わったのです、ひゃっほい！　今はこの達成感を嚙かみしめたいです。

　と、いった所で『武エルフ』第七巻はいかがだったでしょうか。個人的にはやりたいことリストのうち一つを書くことが出来てそこそこ満足しております。それと、今回は女の子達とのお話も少し多めだったかなあ、なんて。

　最初に構想していた姿とは大分変わったキャラなどおりますが、なんだかんだ今はしっくり来ています。ＷＥＢ版をご覧頂いていた、とあるキャラのプロトタイプをご存知の方は誰だれがどう変わったかお分かりになるかもしれませんね。




　さてと、では少しお話を執しつ筆ぴつ関連の方に戻もどしまして……今回、『武エルフ』の七巻をこうして皆様にお届け出来たのは、まず皆様のお陰かげです。そして担当様、イラストのbun150様を始めとして、この本の出版に関わっている方々……沢たく山さんの方の力をお借りして『武エルフ』を執筆させていただいております。

　しかし、執筆最中、パソコンと向かい合っている最中というのはどうしても一人きりになりがちなもの。静せい寂じやくの中キーを叩たたく音だけを響ひびかせていると、それはそれで寂さびしいものです。

　ですが、今回は私には強い味方がついていました。それは音楽です。執筆作業に音楽を合わせると、筆が進むのは不思議なものですね。

　ちなみに、今回聞いていたのはほぼ『聖せい飢き魔まⅡ』でした。平成生まれの私はにわかもいい所ですが、あまりにも多た彩さいな曲の数々に感動するばかりの日々です。今まさに、このあとがきを書いている最中にも流れていたり。

　もしも『聖飢魔Ⅱ』の曲でもこれは特にすごいぞ！　というのがあったら教えていただけると幸いです。




　と、いった所で今回も筆を置くことといたしましょう。

　願わくは、八巻でお会い出来ることを祈いのっております。


赤石あかし赫かつ々かく












武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう７








赤石あかし赫かつ々かく
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